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　プロローグ　甘え上戸




　七月上旬、とある夜。

　東京・神田の下町にある白はく城じよう結婚相談所。

　古めかしい一軒家の居間に、家主である縁えん太た郎ろうと白城結婚相談所の会員たちが集まっていた。そこには縁太郎の家に下宿している女子高生──蒼あお梨りの姿もあって、大きなちゃぶ台の上にハンバーグ・グラタン・オムライスといった料理が用意されている。

　それぞれの手元に缶ビール（蒼梨はコーラ）が配られていて、乾杯をしようとしているところだが……一人だけ雰囲気が違う。

　会員の一人──小こ日向ひなたまひるは、すでにかなり酔っていて、




「まひるせんせい……フラれちゃいましたぁぁああ────っ！」




　と、やけくそ気味に陽気な声を張り上げる。

　その哀愁を誘う姿に、居間にいる誰しもが、かける言葉を迷って沈黙してしまう。

　そこにプシッと、缶ビールのプルタブを起こす音がして、

「……まひるママ、今日はとことん飲みましょう！　実はわたしも、ちょっと前にフラれちゃったんです」

　そう言って切なげな顔で缶ビールを突き出したのは、まひるの向かいに座っている女性──葉は桜ざくら牡ぼ丹たん。

　彼女はツインテールがトレードマークの婚活女子で、エロ漫画を描く仕事をしている。本人が口にしたように、付き合っていた男性──駿する河が野のとの交際に失敗し、一カ月ほど前に破局してしまっている。

　そのとき牡丹は、交際失敗の原因となった漫画の仕事を辞めると言い出した。

　それは見過ごせないと思った仲人なこうど──縁太郎が、牡丹と気持ちをぶつけ合い、再び一緒に婚活をすることになった。こうしてまた一緒にちゃぶ台を囲めているのは、縁太郎が彼女のために奮闘した結果であるのだが……。

　一難去って、また一難。

　牡丹を励ますための宴会をしていたところに、彼氏からフラれたまひるがやって来た。

　失恋したまひるは酒を飲んで荒れる。縁太郎は身をもってそのことを知っているので、どうしようかと内心焦っていたのだった。

「ねえ、縁太郎くん」

　と、縁太郎のとなりに座っているまひるが、体を寄せてきた。

「わたしね……縁えん太た郎ろうくんに聞きたいことがあるの」

　酒に酔っているせいで声が甘ったるい。いつもは母性の強いママ──みたいな感じであるのに、今はスナックのママの雰囲気だ。

「こ、婚活の話なら、何でも聞いてください」

　縁太郎はうわずった声で答えて、たまらず目をそらす。

　──まひるさん、酔うと色っぽいんだよな……。

　こっそりドキドキしていると、縁太郎の肩にまひるが手を置いて、

「わたしって、魅力ないのかなぁ？」

「そ、そんなこと、ないと思いますよ」

「でも、フラれちゃったし」

「それは、相手が悪かったから。あのホストはダメだって、俺はずっと思ってました」

　ふっと、まひるの口から悲しげな笑い声がもれる。

「……そうだね。縁太郎くんの言うとおりだね」

「まひるさん……」

「やっぱり、縁太郎くんはすごいな。わたしのこと、ちゃんと分かってるんだね」

「ま、まあ、仲人なこうどですから」

　縁太郎が照れ隠しに頭の後ろをかいて、まひるがにっこり微笑んだ。その眼差しが、艶つやっぽい。それは単に酔っているだけなのだが、誘惑しているようにも見えてしまう。もし、本当にそういう意図があったらどうしようかと……ちゃぶ台越しに二人の様子を見ている女性──水み無な月づき結ゆ衣いは落ち着かない。

　座布団に正座をしている彼女は黒髪の美人で、縁太郎に対して好意を持っている。まひるがフラれてやけ酒を飲んでいるところを見るのは初めてで、その変貌ぶりに戸惑っていた。

「まひるママは〝甘え上戸〟なんですよ」

　と、結衣のとなりに座っている牡ぼ丹たんが、ひそひそ声で告げてくる。

「普段は甘えさせてくれる優しいママなのに、お酒を飲むと甘えたがりのセクシーお姉さんになっちゃうんです」

「……そう、なのね」

　結衣は缶ビールに手を伸ばして、何食わぬ顔で飲もうとするのだが。

「縁太郎くん。いつもみたいに慰めてほしいな。頭を撫なでて、いい子いい子って」

　まひるが縁太郎に体を寄せている。

「ま、まひるさん。その……みんなも見てるから」

「えー、なんで？　いつもしてくれるのに。そのおっきな手で、なでなでーって」

「いや、いつもはしてませんよ。ごくたまに、まひるさんが酔っぱらった時ぐらいしか……」

　縁太郎がまわりの視線を気にするかのように首を左右に振って、結衣はぎゅうっとビールの缶を握りしめる。

「えー。じゃあ、のどをゴロゴローって。猫みたいに」

「いや、それは……頭を撫なでるより、まずいです」

「ふふっ。そうだね。恋人みたいだもんね。……でも、縁えん太た郎ろうくんになら」

　結ゆ衣いはプシッと缶ビールのプルタブを起こして、勢いよくあおって、ごっごっごっと喉のどを鳴らす。

「……ゆ、結衣にゃん？」

　牡ぼ丹たんが目を丸くしている。

「まひる……」

　結衣は空になったビールの缶を、ちゃぶ台に叩きつけ、




「縁太郎は、あなたが好きな〝ダメ男〟じゃないのよ！」




　突然のことに、まひるがきょとんとしている。

　結衣は鼻息が荒い。

「好みの相手じゃないのに、思わせ振りな態度をとるのは……よくないわ！」

「そうね……。でもぉ」

　にっこり笑ったまひるが、縁太郎の腕をぎゅっと抱きしめて、




「わたし、縁太郎くんのこと。好きだよ」




「んなっ!?」

　結衣は驚き、口をパクパクさせてしまう。

「ま、まひるさん。からかわないでくださいよ」

　縁太郎は苦笑していた。

　しかし赤面している。

　そして敬語。

　結衣はふと、蒼あお梨りの言葉を思い出す。

『お兄ちゃん、気になる女の人には敬語になっちゃうの』

　結衣のこめかみにじんわりと冷や汗がにじむ。

　まひるの言葉を真に受けているわけではない。いくら泥でい酔すいしていても、本気で好きなら、軽々しくそれを口に出すことなんてできないと思う。

　でも──。

　多少なりとも縁太郎に、そういう気持ちがあったとしたら。

「…………」

　結ゆ衣いがじっと見据える先で、まひるはさらに縁えん太た郎ろうに甘えようとする。

　ご飯を食べさせてほしいと言って、「さすがにそれは……」と縁太郎はためらうのだが、まひるは構わずあーんと口を開ひらいておねだりをする。

「まひる」

　と、まひるのとなり──縁太郎とは反対側──に座っている早さ乙おと女めカレンが、ちょんちょんとまひるの肩を叩く。

「なぁに、カレンちゃん？」

　くるっと振り返った、まひるの口に──




　ズボッ！




　っと、スプーンを突っ込んで、

「ご飯なら、わたくしが食べさせてあげますわ」

　カレンは微笑んでいたが、その口調は攻撃的だった。

　彼女は金髪碧へき眼がんの婚活女子で、結衣と同じく縁太郎に好意を持っている。目の前で〝あーん〟なんてされてはたまらない。

「……それじゃあ」

　強引に食べさせられたグラタンを飲み込んだまひるが、唇に残るホワイトソースをぺろっと舐なめて、

「次はカレンちゃんに、甘えちゃおうかなぁ」

「え？」

　どさっと、音がした。

　妖艶な笑みを浮かべたまひるがカレンを押し倒し、

「カレンちゃんのほっぺって、スベスベで気持ちいーのよねっ！」

「ちょっ、やめてくださいまし！　そんなに頬ほお擦ずりをされたら、お肌が……ッ！」

　天井へ向けて突き出されたカレンの手が、しばらく無言で助けを求めて、ぱたっと倒れる。

「……まひるママは見境がないんです」

　牡ぼ丹たんが深刻な顔で、結衣に耳打ちをする。

「男の人でも女の人でも、構わず甘えてくるんです」

　ぬっと体を起こしたまひるが、結衣たちを見つめてにっこりと笑う。

　結衣の肩がビクッと跳ね上がる。

「下がっていてください、結衣にゃん。ここは先輩として……わたしが！」

「次は牡丹ちゃんに甘えちゃおうかなぁぁああ」

「ふぎゃあっ！」

　勢いよく飛びついてきたまひるが、両腕に力を込めて牡ぼ丹たんを抱きしめる。

「ぎ……ぎぶ。ギブ、アップ……」

　まひるの肩をタップして、くてっと脱力する牡丹。

　まひるは生気を吸い上げる淫いん魔まさながら、ふふふと色っぽく微笑みながら結ゆ衣いのことを見る。

　結衣は腰を浮かせて、戸口のふすまへ目を向けた。

　──でも、ここで私が逃げたら……。

　結衣の背後には食べ盛りの女子高生──蒼あお梨りがいて、夢中でご飯を食べている。

「次は、誰に甘えちゃおうかなぁ……」

　酒気を帯びた眼差しを結衣・蒼梨・縁えん太た郎ろうへ向けていくまひる。

「……来なさい。まひる！」

「結衣、よせっ」

　縁太郎がとっさに声を上げ、結衣は庇かばってもらえたことが嬉うれしくて口元を緩ゆるめて。

　直後に、どふっと強い衝撃がきた。

　──この感じ、ベルカみたい……。

　結衣は実家で飼育されている大型犬（セント・バーナード）に押し倒された時のことを思い出しながら、甘えん坊お姉さんの洗礼を受けたのだった。




　＊　＊　＊




　それからまひるは、誰だれ彼かれ構わず抱きついたりスリスリしたりと甘えまくって、やがてどさっと、麻酔銃を撃たれた猛獣のように体を横たえた。

　今はすっかり酔い潰れてしまって、気持ちよさそうな寝息を立てている。

「まったく、いつもながら迷惑な酔い方ですわ」

　カレンがため息混じりに言って、まひるに頬ほお擦ずりされた頬を撫なでる。

「今回は前より激しい気がします……。よほどショックだったんでしょうか？」

　牡丹はまひるの顔を心配そうにのぞき込んでいるが、蒼梨はちゃぶ台に頬杖をついて、

「別れたのって、あの人でしょ？　チャラい感じの、ホストの」

　まひるは一度だけ交際相手を白はく城じよう結婚相談所へ連れて来たことがある。

　会員たちの評価は〝どう見てもダメ男だから早く別れたほうがいい〟だった。

「でも、まひるさんは本気だったんだ」

　縁太郎はフラれて酔い潰れているまひるの姿に、仲人なこうどとして責任を感じていた。

　遅かれ早かれこうなることは予想できていた。もっと早く交際を考え直すように説得できてさえいれば、ここまでまひるが荒れることはなかったのかもしれない。

　その時まひるが、もぞっと動く。

　座布団を強く抱きしめて、切なげに眉を寄せ、




「はぁ……。結婚したい……」




　寝言をつぶやくまひるの目元に、光るものがある。

「「「…………」」」

　縁えん太た郎ろうたちはまひるを見つめて、何も言えなくなっていた。







　第１話　アラサー女子会




　時計の針が、夜の十一時を指している。

　酔い潰れたまひるが、すっかり熟睡してしまったので、来客用の布団を敷いて、朝まで居間で寝かせることになる。

「それならわたくしも泊まりますわ。まひるに何かあったら面倒みますので」

　真っ先にそんなことを言い出したのは、カレンだった。

　今でこそまひるは寝ているが、何かの拍子に目が覚めて、縁太郎に甘えだすかもしれない。もし仮に、夜の布団に、酔ったまひるが潜り込んできたら……。そのとき縁太郎は、自制心を保つことができるのだろうか？　縁太郎のことを信じてはいるが、間違いが起こってしまうかもしれない。カレンは最悪の事態を想定し、自分も泊まると言い出したのだった。

「それなら、私も！」

　カレンに続いて、結衣も泊まることになる。

　結衣はカレンを恋のライバルとして意識している。縁太郎と一つ屋根の下でお泊まりなんて、見過ごせない。

「じゃあわたしは、ラッキースケベ要員で」

　牡ぼ丹たんも流れに乗って手を挙げる。

「定期的に全裸で廊下を徘徊するので、期待しててくださいね。頻繁にトイレに行くといいですよ」と、いつのも下ネタで縁えん太た郎ろうを困惑させる牡丹だが、その胸きよう中ちゆうにはいつもと違う気持ちを隠し持っていた。縁太郎のことが気になり始めている彼女としても、結ゆ衣いとカレンに後おくれを取るのは嫌だったのだ。

「じゃあ、まひるさんのこと、よろしく頼むな」

　縁太郎は結衣・カレン・牡丹と寝ているまひるを居間に残して、自分の部屋へと移動する。蒼あお梨りも自分の部屋に行っている。

「それじゃあ、わたくしたちは──」

　カレンがふらっと立ち上がって、台所へ向かう。

　そして戻ってきた彼女は、一升瓶を持っていた。




「二次会を始めますわよ！」




　牡丹は嬉うれしそうに拍手をするが、結衣はポカンとしている。

「……寝るんじゃないの？」

　思わず口をついて出た言葉に、カレンと牡丹が苦笑した。

「結衣は真面目ですわね」

「夜はこれからですよ、結衣にゃん」

「わ、分かってるわ！　二次会をやる流れよね」

　結衣はカレンからコップを受け取り、注がれた日本酒を一気に飲んでみせる。

「飲みっぷりだけはいいんですわよね……」

「結衣にゃんって、何気に負けず嫌いですよね」

　居間に敷かれた布団の上に、車くるま座ざになる三人。

「何だか、修学旅行みたいです♪」

　牡丹が言葉を弾ませて、結衣も落ち着きなくそわそわしながら、

「修学旅行って、こういう感じなの？」

「そういえば結衣は、ずっと海外にいたんでしたっけ？」とカレンが結衣のことを見る。

「あっちの学校にはないんですか？　修学旅行」

　両手でコップを持って首をかしげる牡丹に、結衣はカレンから日本酒のおかわりをもらいながら、

「ないわけじゃないけど、希望者だけが行く感じ。日本の修学旅行とは雰囲気が違うの」

　だから結衣は、修学旅行に憧れがある。

「夜に恋バナをしたりするんでしょ？」

「そうですわねぇ。修学旅行の本番は、夜の旅館にあると言っても過言ではありませんわ」

　楽しそうにうなずくカレンに、牡ぼ丹たんも目を閉じて思い出に浸る。

「あの頃はわたしも純粋な乙女でした……。夜の旅館でどうにかエロいことができないものかと、当時付き合っていたカレシと真剣に語り合ったものです」

「それのどこが純粋な乙女なんですの？」

　呆れ顔になったカレンが、牡丹のコップに日本酒を注ぐ。

「牡丹は特殊ですから、惑わされてはダメですわ。普通はそれぞれの部屋で、夜通し語り明かしますのよ。クラスの男子で誰が好きなのか？　誰と誰が付き合っているのか？　中には先生が好きっていう女子もいたりして」

「いましたねー、そういう子。でも、下手にヤラせてしまうと向こうが捕まってしまうんじゃないかって、悩んでて」

「いや……そんな破は廉れん恥ちな悩み方はしませんわよ。やっぱりズレてますのよね、牡丹は」

　修学旅行の思い出を楽しそうに語る二人を見つめて、結ゆ衣いが肩を落とす。

「……私もそういうの、やりたかったな」

　思わず顔を見合わせる牡丹とカレン。

「じゃあ、今からやりましょう！」

　と、牡丹が言い出して、結衣とカレンが同時に首をかしげた。

「お二人には共通の話題があるじゃないですか。縁えん太た郎ろうさんをどうやってモノにするのかっていう」

「「えっ」」

　それを知っているのは、蒼あお梨りだけのはずだった。

　驚いて言葉を失っている結衣とカレンに、牡丹もまた意外そうに眉を寄せ、

「もしかして、バレてないと思ってました？」

　同時にうなずく、結衣とカレン。

「すみませんけど……かなり分かりやすいですよ。肝心の縁太郎さんは、気づいてないみたいですけど」

　結衣とカレンは目をつぶり、羞しゆう恥ち心しんを押し殺す。こっそりさりげなくアピールをしているつもりだったのに……。

「ま、まあ。そういうことなら、ちょうどいいですわ」

　先に立ち直ったカレンが、さっと金色の髪をかきあげる。




「まひるをどうにかしますわよ。このままじゃ……縁太郎を取られてしまいますわ」




　その言葉に結衣は、思い出す。

　泥でい酔すいしたまひるの、目に余る振る舞いを。

「今までは気にしてませんでしたが……フラれた時のまひるって、縁えん太た郎ろうにべったり甘えますのよ。まひるの気持ちがどうであれ、あんなふうに甘えられたら──」

「ビンビンになっちゃいます！」

　元気に手を挙げた牡ぼ丹たんを、カレンと結ゆ衣いが微妙な顔で見る。

「……え？　そういうこと、ですよね？」

「ニュアンスは間違ってませんけど、言い方に品がありませんのよ」とカレン。

「いやでも、まひるママにあんなにくっつかれたら、ボッキーゲームのファイナル・ラウンドが始まっちゃいますし」

「縁太郎はそんな人じゃないわ！」

　ぐいっと日本酒をあおった結衣が、牡丹のことを酔った目でにらむ。

「うーん……。そう言われると、縁太郎さんのソッチの話って耳にしませんね。これだけ身近に女性がいるのに、浮いた話がまるでない。……いや、もしかすると」

　牡丹がピンと指を立て、これ見よがしな視線をまひるへと向ける。

「……わたくしたちに隠れて？」

「……そんな、まさか」

　まひるは結衣のそばで寝ている。気持ちよさそうな顔で枕を抱いて、ふすぅ、ふすぅと寝息を立てている。

「まひるママって、カレン嬢が入会する前から、ここにいるんですよね？」

　牡丹に聞かれて、カレンはあごに手をそえる。

「縁太郎がお母さんからこの事務所を引き継いだ時から、ここにいるって聞いてますけど」

「じゃあ、三年ぐらい一緒にいることになります。それだけの時間を共にしていたら、そういう空気になる瞬間があってもおかしくないですよ。しかもこの、まひるママの酒癖！」

「「…………」」

　結衣とカレンが、神妙な顔で押し黙る。

　二人の中に、もしかしたらの世界が構築されていく。

　カレンも結衣もまだいなかったその時に、縁太郎とまひるがそういう雰囲気になって──。

「……確かめないと」

　ぼそっとつぶやいた結衣が、コップをカレンに押しつける。

「ちょ、ちょっと結衣？」「結衣にゃん？」

　唖あ然ぜんとしている二人を尻目に、結衣がまひるの肩をつかむ。

「まひる。起きて。聞きたいことがあるの！」

　切羽詰まった声で問いかけながら、まひるを激しく揺する結衣。

「ななななな、ににににに」

「まひるは縁えん太た郎ろうと……えっちなことをしたの？　そういう経験があるの!?」

「ななななな、いいいいい、よよよよよ」

　まひるの肩から手を離した結ゆ衣いが、にっこりと笑う。

「よかったわ。ないみたい」

　カレンと牡ぼ丹たんは、すっかり引いている。

「貴女あなた、たまに容赦がありませんのよね……」

「まひるママ、激しくバイブされて顔色がヤバいです」

　さっきまで幸せそうに寝ていたまひるが、眉を寄せて歯は軋ぎしりをしている。

「ごめんねまひる……でも、疑いは晴れたから」

　結衣はまひるに布団をかけて、「ひっく」と、酒気を帯びたしゃっくりをした。

「飲みっぷりはいいけど、お酒に強いわけではありませんのよね」

「結衣にゃんも厄介勢でしたか……」

　結衣は天井を見上げてぽわぽわしてから、じろっとした視線をカレンへと向ける。

「それでぇ、どうするの？」

「どうするって……何が？」

「このままじゃ、まひるに縁太郎をとられちゃうんでしょ？　何とかしないと！」

「そうですわね。ちゃんと考えがありますから、落ち着いてくださいましししし」

　ガクガクとカレンの肩を揺すった結衣が、彼女の手からコップと一升瓶を奪う。

「……まったく、結衣は。まひるのことをとやかく言えませんわよ」

　カレンは乱れた髪を手ぐしで整えて、

「結衣、よく聞いてくださいまし。まひるに縁太郎をとられないようにするには、まひるが縁太郎をとろうとしないようにすればいいんですのよ」

　自分のコップに日本酒をつごうとしていた結衣が、その動きを止める。

「……まひるを説得するってことぉ？」

「それは無理だと思いますよ」と牡丹。

「だってまひるママ、酔うと理性がなくなっちゃいますもん。自じ重ちようするように言ったところで、お酒を飲んだら忘れちゃいます」

「いえ、そうではありませんわ。まひるが縁太郎に甘える〝理由〟をなくしてしまいますのよ」

　カレンは、まひるに目をやる。

　これはもちろん、自分のためであるのだが──それ以上にまひるのためだった。

　結婚したいと寝言で言って、寂しい涙をにじませる。

　そんな彼女のためにカレンは言い放つ。




「まひるに紹介してさしあげますの。まひるの好きなダメ男だけど──本当はダメじゃない殿方を」
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　結ゆ衣いたちのいる居間から、廊下を挟んで少しだけ離れた場所に、縁えん太た郎ろうの部屋がある。

　ここもまた古い和室で、部屋の中央に布団を敷いてある。しかし縁太郎は寝ておらず、窓のそばにある椅子に座って、頭の後ろで手を組んで考えごとをしていた。

　──まひるさん、フラれちまったな……。

　遅かれ早かれ、こうなるだろうと予想はついていた。

　縁太郎は一度だけホストクラブへ足を運んで、まひるの交際相手のホスト──灘なだ原はらの本音を探ったことがあるのだ。

『もちろんオレは結婚したいと思ってる。だけどほら、まだ年齢的に早いじゃん？　とりあえずキープしといて、もっといい女と会ったら乗り換えて、三十ぐらいで一番よかった女とゴールインするのが理想的ってカンジ？』

　へべれけに酔った灘原の最低な発言に、危うく彼の胸ぐらをつかみそうになった。しかしそれはぐっとこらえて、スマホに録音した彼の言葉でまひるの目を醒さまそうとした。

　だけどまひるは、話を聞いてくれなかった。

　カレのことを悪く言われた時点で機嫌を損ねて、縁太郎がスマホに録音した音声は聞かずに、事務所から出て行ってしまったのだ。

　そして久々にやって来たと思ったら、あの有り様で……。

「どうしたもんかな」

　ダメな男性ばかりを好きになってしまう彼女を、変えなくてはならない。ダメじゃない相手と婚活ができるように。

「うーん……」

　縁太郎がうなっていると、居間のほうからドタバタと騒ぐ音がする。




「まひるが復活しましたわ！　助けてくださいましっ！」

「牡ぼ丹たん！　二人がかりで押さえつけるわよ！」

「了解です、結衣にゃん！　オリジナル体位──暴れ龍！」




　──何やってんだ、こんな夜中に……。

　縁太郎は苦笑し、座ったまま伸びをした。

　背中からゴキゴキと音がして、深刻に悩んでいた気持ちが少しだけほぐれる。

　そして緩ゆるんだ部分に、雑念が忍び寄ってきた。




『もしかして結ゆ衣いとカレンって、俺に対して……そういう気持ちがあったりすんのかな？』




　数時間前。出版社からの帰り道、縁えん太た郎ろうは牡ぼ丹たんに相談をした。

　彼女は少し考えて、




『ちょっと、分かりませんね』




　そうは言っていたものの、本当は分かっているのかもしれない。

　それ以前に、縁太郎も気づいているのだ。

　毎日のようにやって来て、美味しいご飯を作ってくれる。『うまい』と褒ほめるとすごく喜ぶ。些細なことで赤くなる。

　そういう感情の起伏が、どういう理由で起こるのか？

　──ちゃんと向き合わないと、ダメだよな……。

　自分自身に言い聞かせ、再び思考の海に潜る。

　言うまでもなく二人には好感を持っている。恋愛的な見方はしてこなかった──はずだが、二人とも自分にはもったいないほどに魅力的な女性だ。

　もし仮に。

　二人の気持ちと向き合って、どちらかへ交際を申し込むとして。

　それはもちろん、結婚を見据えたものになるだろう。

「…………」

　縁太郎はさっと古ぼけた部屋を見渡して、小さくため息をついた。

　結婚を意識するとどうしても、今の自分の立場が気になってしまう。

　下町の小さな結婚相談所で、自分一人が暮らしていく稼ぎしかない。

「……どうにかしねえとな」

　縁太郎はぱしっと両手で自分の頬ほおを張り、自虐的な気持ちを追い出した。

　そして机の引き出しから、一枚の紙を取り出す。

　それは事業計画書。

　この事務所を〝稼げる事務所〟に変えるために必要なものだった。







　第２話　消えた醤油




　翌朝。

　朝日の差し込む台所にまひるが立っていた。チュンチュンという雀の声に、上機嫌な鼻唄を重ねている。

　まひるはすぐに酔ってしまうが、酒が抜けるのも早い。どんなに飲んでも二日酔いをしたことがない。

　──昨日は、飲みすぎちゃった……。

　まひるは酔っていた時の記憶をちゃんと持っている。縁えん太た郎ろうに甘えたことや、カレンたちに絡んで嫌がられたこと。素面しらふになった頭で思い返すと、さすがに恥ずかしい。罪悪感も強い。せめてみんなの朝食を作り、罪滅ぼしをしようと考えていた。

「あら……？」

　まひるは戸棚へ手を伸ばし、視線を左右へ迷わせる。そこにあるはずの醤しよう油ゆが見当たらない。塩と砂糖の入ったタッパーはあるのに。

「おはようございまし。早起きですわね」

　声に振り向くと、台所にやって来たカレンが「昨日は久々に暴れてくれましたわね」と意地悪なことを言う。

　まひるは恥ずかしさに頬ほおを染めながら、

「おはよう、カレンちゃん。醤油がないんだけど、切らしちゃってるのかな？」

「ああ、それでしたら──」

　カレンが冷蔵庫の中から醤油を取り出した。

「最近はここに入れてますの。醤油は空気に触れると味が落ちるから、蓋をあけたら冷蔵庫に入れたほうがいいって、結ゆ衣いに言われましたのよ」

「へえ……。結衣ちゃん、物知りなのね」

　まひるはカレンの持っている醤油をじっと見てしまう。見たことのない銘柄だ。

「これも結衣が買ってきたんですけど、値段がすごくて……。この小瓶で二千円とかしますのよ。たしかに風味は悪くないけど、それにしたって高すぎますわ。金銭感覚が〝お嬢様〟なんですのよね、結衣は」

　カレンは文句を言いながらも、テキパキと冷蔵庫から食材を出していく。

「もしかしてカレンちゃん、最近よくここで料理を？」

　卵のパックを台所のテーブルの上に置いたカレンが、気恥ずかしげに頬をかく。

「その……縁太郎にお世話になったから、お礼として朝ご飯を作ってますの」

「お世話……？　婚活のことで？」

　カレンはうなずき、照れくさそうに笑う。

「わたくし、玉たまの輿こしを狙うのはやめることにしましたの」

「え……」

「縁えん太た郎ろうに教えられましたのよ。わたくしは無理にお金持ちと結婚しても、幸せになれないって」

「そう、なんだ……」

　まひるはふと、カレンが入会してきた時のことを思い出していた。あの時のカレンはギラギラしていた。お金持ちと結婚して、上流階級の世界へ舞い戻ってやるのだと息巻いていた。

「カレンちゃん。変わったね」

　思わずこぼれたその一言に、カレンがふっと微笑んだ。




「まひるのことも、変えてさしあげますわ」




「……どういう意味？」

「準備が済んだらお話ししますわ。それより、朝ご飯を作りますわよ。まひると一緒に料理をするのは久々ですわね」

　いつもは結ゆ衣いが使っているエプロンを差し出してくるカレン。

　まひるは少しためらってから、見覚えのないエプロンを受け取った。
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　白はく城じよう結婚相談所の居間に、まひるとカレンの合作である朝食が並ぶ。

　分厚い卵焼きと味噌汁を作ったのがまひるで、カレンはアジの干物を焼いた。

　その匂いにつられるように、縁太郎と蒼あお梨りが居間にやって来た。先に食卓についていた結衣と牡ぼ丹たんは、まだ眠そうな顔をしている。

「冷めないうちに食べてくださいまし」

　カレンが箸はしを配って、異口同音に「いただきます」の声がする。

「まひるママの卵焼き、久しぶりです」

　牡丹がしみじみと卵焼きを頬ほお張ばった。

　蒼梨も美味しそうに卵焼きを食べて、

「まひるちゃん。お酒さえ飲まなければ理想のお嫁さんなのに……」

「蒼梨の言うとおりよ。まひるはお酒を控えてほしい」

　当たり前のように被害者面をしている結衣だが、そんな彼女にカレンと牡丹が、もの言いたげなジト目を向けている。

　結ゆ衣いもまひるに負けじと酒癖が悪い。彼女は被害者であると同時に加害者なのだ。自覚がない分まひるよりタチが悪いかもしれない。そのことを伝えて己の悪癖を自覚させたほうがいいのかどうか。カレンと牡ぼ丹たんは何ともいえない視線を交わし合う。

「ふふっ。大人には、飲みたくなる時があるのよ」

　と、結衣に関する事情を知らないまひるが微笑んで、他の面々が呆れ顔になる。

　結衣のことを除けばそれはいつもの光景で、定番のやり取りなのだけど──。

「あ、そうだ。お兄ちゃん。あたし、バイトしたい」

「バイト？　蒼あお梨りが!?」

　全員が箸はしの動きを止めて蒼梨のことを見る。

「そ、そんな変なこと言ってないでしょ？　高校生なんだから、バイトぐらいするし」

「いや、そうなんだが……お前の口からそういう言葉が出るのが意外で。家の手伝いもまともにしねえのに」

「だって、しょうがないじゃん。お金ないんだもん」

　蒼梨が器用にアジの身から骨を抜きながら、

「ほら、前に言ったでしょ。夏休みに旅行に行きたいって。そのお金を稼ぐために短期でバイトがしたいの。お兄ちゃんが旅行代出してくれるなら、それでもいいけど？」

　おねだりの上目遣いを向けてくる蒼梨に、縁えん太た郎ろうは断固として首を横に振る。

「いや、いい機会だからバイトしろ。そっちのほうが社会勉強になる。っていうか、偉い！　見直した！」

「べ、別に、このぐらいふつーだし」

　縁太郎に続いて、結衣も大げさにうなずいて、

「偉いわ、蒼梨……。そして蒼梨に働いてもらえる職場の人が、羨ましいわ！」

「もぉー。結衣ちゃん変なこと言わないで」

　恥ずかしそうにそっぽを向いて、茶碗のご飯を勢いよく食べ始める蒼梨。二人のリアクションが過保護すぎて、むず痒がゆいようだ。

「蒼梨ンゴ、蒼梨ンゴ」

　と、となりに座っている牡丹が蒼梨の肩を叩く。

「実はいま、わたしが本を出している出版社で、高収入バイトの募集があるんです」

「高収入、バイト……」

　箸をくわえて牡丹を見つめる蒼梨だが、




　どん！




　と、結衣がちゃぶ台を叩いた。

「牡ぼ丹たん。自じ重ちようして」

　縁えん太た郎ろうも渋い顔で腕を組んでいる。

「そういうバイトは保護者として認めねえからな」

「やだなあ、健全なやつですよぉ～」

　牡丹はアハハと笑いながら手を振って、

「水着を着てカメラマンさんと楽しくお喋しやべりをしながら写真を撮られるだけのお仕事です。そんなにえっちじゃありません。水着だって健全なスクール水着で──」

「だめよ！」

「だめだ！」

　結ゆ衣いと縁太郎から烈火のごとく否定され、牡丹はしゅんとうつむいた。

「それなら、ウチのファミレスはどうかしら？」

　と、カレンが切り分けたオレンジの載っている皿を蒼あお梨りに差し出した。

「夏の時期はパートさんや社員さんが休みを取るから、短期でバイトに入ってくれると助かりますの」

「ファミレス、かあ……」

　オレンジを食べながら考える蒼梨。

「カレンのとこなら安心だな。それなら俺も応援するぞ」と縁太郎がうなずいた。

「そこって、国道沿いのファミレスよね？　それなら私も通いやすくて助かるわ」

　スマホで場所を調べて微笑みかけてくる結衣に、「結衣ちゃん、自重して」と呆れた声を出す蒼梨。そして自分もスマホを出して、

「ちょっと友達に聞いてみる。一緒にバイトするつもりだから」

「じゃあ、わたくしも店長に聞いておきますわ。夏休みはいつも人手不足ですから、歓迎されると思いますけど」

「うん。おねがい」

　スマホをポケットにしまった蒼梨が、食べ終わった食器を手にして居間から出て行った。

「ああ見えて成長してんだな、蒼梨も」

「女子高生の成長速度をあなどってはダメよ、縁太郎。すぐに大人になっちゃうんだから」

　縁太郎と結衣が嬉うれしそうに話している一方で、まひるは戸惑っていた。

　──あの蒼梨ちゃんが、バイトを……。

　心の中でつぶやいて、冷めてしまった卵焼きを食べる。

　食べなれた味に、安心している自分がいた。
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　蒼あお梨りが学校へ行って、まひるとカレンは職場へと向かう。結ゆ衣いは牡ぼ丹たんから『女子高生のお店へ行きましょう』と誘われて、白はく城じよう結婚相談所から出て行った。二人して秋葉原の制服カフェに行くらしい。

　そして縁えん太た郎ろうは一人。

　居間に残って、パソコンの画面をにらみつけている。

　──まひるさんの婚活。今度こそ成功させねえと。

　結婚相談所・連合会のサイトにアクセスし、お見合いを希望している男性のプロフィールに目を通す。

　結婚相談所・連合会とは、全国の結婚相談所を相互に結びつけている組織で、インターネットを介して十万人を越える男女のプロフィールを閲覧できるようにしている。

　縁太郎をはじめとした小規模な事務所の仲人なこうどたちは、このネットワークを利用して会員のお見合い相手を探している。

「うーん……」

　開け放っている窓から、セミの声が入ってくる。庭の木が揺れて、チリンと風鈴が鳴った。

　縁太郎はネクタイを緩ゆるめて、ワイシャツのボタンを一つ外す。

　台所へ行って冷えた麦茶を飲んで、居間に戻ってパソコンのキーボードを叩く。

「まひるさんの好みのタイプで、ちゃんとしてる人……」

　縁太郎は、そういう相手を探していた。

　まひるがダメ男を好きなのは、仕方がない。蓼たで食う虫も好き好きという言葉があるけど、まさにそのとおり。それについては他人から何を言われたところで、直せるものではないと思う。

　だからまひるが好きそうな相手──ダメ男でありながら、ちゃんとしている男性を探さなくてはならないのだが。

「……いねえなぁ」

　縁太郎はキーボードから手を放して、天井をあおいだ。

　結婚相談所・連合会のサイトに登録されているプロフィールの中から、まひるにうってつけの男性を探すのは至難の業わざだった。

　そもそも、お見合い用のプロフィールである。まひる好みのダメ男であっても、それを取とり繕つくろってまともに見せている。お見合い用のプロフィールであるのにダメ男っぽく見えてしまう場合は、骨の髄からダメ男である可能性が高い。

「となると、婚活パーティーで直接探すしか……」

　つぶやいてすぐに、縁太郎はまたうーんとうなり声を出す。

　まひるはこれまで、婚活パーティーで出会った男性とばかり交際をしている。今回フラれたホストの男性──灘なだ原はらと知り合ったのも婚活パーティーだ。同じ結果になってしまうんじゃないかという懸け念ねんが強い。

「…………」

　煮詰まってしまった思考をさらに煮詰めていると、

「ごめんくださーい」

　玄関のほうで声がした。縁えん太た郎ろうは時計をチラリと見て、

「っと、いけねえ。──はい！　すぐ行きます！」

　縁太郎は慌てて立ち上がり、昨日書いた書類を引っ張り出す。

　玄関で待っていたのは、白はく城じよう結婚相談所を担当している銀行の営業マンだった。
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「今日はわざわざ来ていただいて、すみません」

「いえいえ。ちょうどこの近くをまわる予定がありましたので」

　そう言って微笑む銀行員──佐さ伯えきを居間に案内し、縁太郎は麦茶と饅まん頭じゆうを出した。

「お気遣い、ありがとうございます」

　佐伯は座布団の上に正座をすると、小さくお辞じ儀ぎをしてから麦茶を口にした。正確な年齢は知らないが、おそらく三十代前半ぐらいだと思う。髪型はオールバックで、ひたいに浮かんでいる汗をハンカチでぬぐい、それでもスーツの上着を脱ごうとはしない。ワイシャツのネクタイを緩ゆるめることもしない。そういうところに彼の堅実さがにじみ出ているような気がして、縁太郎も緩めていたネクタイを引きしめる。

　もっとも、佐伯との付き合いはまだ浅いので、縁太郎としても距離を測りかねているところがある。銀行の営業というのは、お客と懇こん意いになりすぎて不正行為をしないようにと、定期的に配置転換をするらしい。先代の仲人なこうどである母親と付き合いのあった営業は、他の支店に異動になっている。佐伯はその後を引き継ぐ形で、白城結婚相談所の担当になったのだ。

「それで、どうでしょう？　事業計画、何か思いつきましたか？」

「いちおう、考えてはみたのですが……」

　縁太郎は佐伯の向かいに座って、昨晩作った事業計画書を差し出した。

「拝見します」

　受け取った事業計画書を手元に置いて、忙せわしなく視線を左右に動かしていく佐伯。

「……率直に申し上げますが、この事業計画では、融資をするのは難しいかと思います」

　悩ましげな口調で告げた佐伯が、スーツの上着の胸ポケットからボールペンを抜き出した。

「融資を受けてリフォームをして新規会員を獲得する──とありますが、そう上手くいきますでしょうか？　たしかにこの建物は、かなり古いと思います。しかし、それを新しくしたところで、新規会員を増やせるかどうか……。たとえば、事務所が人の目に触れる場所──駅前や街道沿いにあるのであれば、集客効果を期待できると思いますが」

「それは、まあ……」

　佐さ伯えきはボールペンの先端を、書面の別の場所へ向ける。

「また、返済の目途についてですが……増えた新規会員を成婚させて、成婚料で返済をする──とあります。これはつまり、成婚させることができなければ、返済ができない──ということですよね？　私は婚活業界に詳しいわけではありませんが、結婚というのは水ものというか、そうコンスタントに起こるものではないと思います。実際のところ、どうですか？」

「そう……ですね。こればっかりは、ある程度はタイミング次第というか……」

　とんとんとペン先で事業計画書を叩いた佐伯が、少しだけ表情を緩ゆるめる。

「厳しい言い方になってしまいましたが、個人的な心情としては白はく城じようさんを応援したいんです。今は昔に比べて結婚するのが難しい。生涯を独身で過ごす人も少なくない。だからこそ、白城さんのような仲人なこうどの存在は、貴重であると思うんです。かくいう私も、結婚には苦労してしまいまして……」

　左手の薬指にはめられている指輪を見つめて、苦笑する佐伯。

「……あの、佐伯さんはどう思いますか？　ここを稼げる事務所にするには、どうすれば」

　縁えん太た郎ろうが真剣な眼差しを向けると、それに応じて佐伯も背筋を張り直す。

「そうですね……。何らかの〝変化〟が必要だと思います。もし、ここが小さな工場だとしたら、画期的な新製品を開発するとか、大きな工場の下請けをやって仕事を増やすとか、そういうアドバイスをすると思います。ただ、結婚相談所に関しましては、業績向上につながる実例が少なく、具体的な提案をすることが難しい。私の力不足で、申し訳ない」

「い、いえ。佐伯さんが謝るようなことじゃないですから」

　頭を下げる佐伯に、縁太郎も深く頭を下げる。

　そして、心の中で佐伯の言葉を繰り返す。

　──変化、かぁ……。

　もっともな意見だと思う。ここを稼げる事務所にしたいなら、何かを変えなくてはならない。事務所のリニューアルがそうだと考えたが、そのためにすら〝変化〟は必要らしい。

　しかしその、具体的な形が見えてこなかった。

　一体どういう変化をすれば、良い方向へと向かうことができるのか。

「……それではひとまず、ご一考いただくという形で」

　佐伯が腕時計へ目を向けた。縁太郎は慌てて立ち上がり、

「あっ、すみません。お時間ないなか、ありがとうございます」

「いえいえ。また何か思いつきましたら、ご連絡いただければと思います」

　縁太郎は佐伯と一緒に玄関まで行って、彼の背中を見送った。

　融資ができないと言われて、しかしそれほど落胆していない自分に、何とも言えない無力感を覚えてしまう。佐伯に言われるまでもなく、見通しの甘い事業計画なのだと、自分でも薄々勘づいていた。きっと突っぱねられると思っていたから、大して落ち込まない。

　縁えん太た郎ろうが考え込みながら廊下を歩いていると、インターフォンの音がした。

　──今日の約束は、佐さ伯えきさんだけだったよな？

　荷物でも来たのか、もしかしたら新規会員かもしれない。

　縁太郎は勢いよくドアを開けるが、すぐに怪け訝げんな顔になる。

「……ええと、営業の方ですか？」

　ドアの向こうにいたのは若い女性で、黒いスーツを着ていて、笑い慣れている様子でニコニコしていた。化粧品の訪問販売でもしていそうで、少なくとも会員希望ではなさそうだ。

「いえいえ、わたしはこういうものです」

　女性がスーツの内ポケットから名刺を取り出した。その拍子に大きな胸がたゆんと揺れて、縁太郎はドキッとさせられる。どういうつもりか、この女性はワイシャツのボタンを大胆に外しているので、谷間が見えてしまいそうなのだ。

「こうしてお会いするのは、久しぶりですね」

「……え？」

　縁太郎は初対面だと思い込んでいた。

　しかしたしかに、そう言われると、八重歯を見せて笑う姿に既視感があった。

　そして受け取った名刺を目にして、縁太郎はハッとする。

「あんた、勉強会の時に……」

　女性が首をすくめるように会釈する。

　ふわっと、香水の匂いが広がった。

「黒くろ峰みねマリッジプランナー、社長秘書の逢あい川かわ藍あい子こです。改めて、よろしくお願いしますね」
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　＊　＊　＊




　黒峰の秘書と聞いて、縁えん太た郎ろうは逢川を追い返そうとした。縁太郎と黒峰マリッジプランナーの社長──黒峰優ゆう輝きとの間には、強い因縁がある。

　しかし逢川は人ひと懐なつっこく微笑んで、

「まあまあ。悪い話じゃありませんから、聞くだけ聞いてくださいよ」

　と、家に上がり込んでしまう。

　なんと言うか、つかみどころのない女性だった。

　大人であるのにどこか無邪気で、やけに距離感が近い。うっかりすると気持ちを許してしまいそうになる。しかしその振る舞いには演技っぽさがあり、腹の底ではとんでもないことを企たくらんでいるんじゃないかとも思う。

「いやあ、懐かしい雰囲気のおうちですねえ。実家を思い出しますよ。東北の山奥なんですけどね」

　居間を見渡した逢川が楽しそうに笑う。さっきまで銀行員の佐さ伯えきが座っていた座布団の上に腰をおろして、ブリーフケースをちゃぶ台の上に置く。佐伯はネクタイを緩ゆるめることすらしなかったのに、逢川はワイシャツの胸元へ手をやって、暑そうにパタパタしている。その拍子にチラッとブラが見えてしまい、縁太郎は慌てて目をそらす。

「ところで、何か飲み物をもらえませんか？　もー、暑くって」

「えっと、麦茶でよければ」

　縁太郎は早足で台所へ行き、冷蔵庫から麦茶の入ったガラス瓶を取り出した。そこで自分の行動に違和感を覚え、逢川のペースに乗せられているのだと気づく。

　──黒峰の秘書なんだから、もっと警戒しねえと。

　縁太郎はバタンと音を立てて冷蔵庫の蓋を閉めた。ゆっくりとした歩調で居間に戻って、麦茶の入ったコップを逢川の前に置く。

「やっぱり夏は麦茶ですよね。うちの実家でも、夏は冷やした麦茶が冷蔵庫にありました」

　逢川は麦茶を美味しそうに飲んで、縁太郎に微笑みかけてくる。

「それで、うちに何の用で？」

　縁太郎はわざとぶっきらぼうな口調で言って、逢川の向かいにあぐらをかいて座る。

「お仕事の話です。弊社から白はく城じようさんにご提案があるんです」

　逢あい川かわは緩ゆるい笑みを崩さず、ブリーフケースの中から書類を取り出した。

「黒くろ峰みねマリッジプランナー・パートナーシッププロジェクト。詳しくは資料を確認していただきたいのですが──早い話が業務提携です」

「業務提携？　ウチとおたくで？」

「はい。同業者同士手を取り合って、大きな利益を生み出そうって話です。ＷＩＮ[image: ]ＷＩＮってやつですね」

「ちょっと、待ってくれ。そりゃあ、おかしくないか？　ウチと組んで、あんたんとこに得があるとは思えねえし……それにあんたも秘書なら、俺と黒峰の関係は知ってるんだよな？」

　逢川はきょとんとしてから、「ああ」と何でもなさそうなつぶやきをもらす。

「そういえばウチの社長と白はく城じようさんって、仲が悪いんでしたね」

「だったら業務提携なんて」

　すると逢川は、クスッと笑って、




「それ、なんの問題があるんですか？」




「……は？」

「社長同士の仲が悪い。でも、会社同士で喧けん嘩かをしているわけじゃない」

　逢川の顔から、すっと笑みが消え、

「分けて考えるべきですよ、経営者と会社は。白城さんも〝社長〟なら、もう少し会社の利益に貪どん欲よくになったほうがいい。成功している社長はね、そこらへんの割り切りが上手いんです。腹わたが煮えくり返るほどに嫌いな相手でも、会社の利益になるのであれば笑顔で握手する。そういうことができないと、いつまでたっても出世なんてできませんよ。しゃちょーさん♪」

　辛しん辣らつな話をしたかと思えば、愛あい嬌きようたっぷりに笑って。

　その巧みな話術に、縁えん太た郎ろうは翻ほん弄ろうされてしまう。

　彼の知る由よしもないことだが、逢川は最近まで銀座でホステスをしていた。その口調の端はし々ばしに、夜の蝶だった頃の名残を漂わせている。

「それでね、白城さん。これは本当に悪い話じゃないんですよ」

　ニッと八重歯を光らせて笑う逢川。

　縁太郎は小さく頭を左右に振って、今度こそ手玉にとられまいとする。

「黒峰マリッジプランナーは、大きく会社をリニューアルしようと考えています。おそらくそれは成功し、多くの新規会員を獲得することになります。ただ、そうなると、対応するスタッフが足りなくなるんです」

　逢川が資料へ指を向ける。綺き麗れいにネイルされている爪の先に〝パートナー〟の文字がある。

「そこで我々は、中小の結婚相談所の方々に、会員の婚活を支えるパートナーになっていただきたいんです」

「……つまり、黒くろ峰みねのところだけじゃ手が足りないから、協力してほしいと？」

「まあ、そういうことですね。悪い話じゃないでしょう？　宣伝も営業もなしに、新規会員を獲得できるんです。いくらか手数料はいただきますが、常識の範囲内です。少なくともそれで結婚相談所の方々が不利益をこうむることはありません。むしろ大きく儲もうかるでしょうね。そこら辺の仕組みはすべて、この資料に書いてありますので」

「…………」

　縁えん太た郎ろうは資料を見下ろし、腕を組む。決してそれを手に取ろうとはしない。

「まだ何か疑ってるんですか？」

「……さすがに、うまい話すぎるなって」

「素直じゃないですねぇ。ま、疑うのは白はく城じようさんの勝手ですけど」

　逢あい川かわが苦笑しながら立ち上がる。

「ただ、もし仮に、我々になんらかの企たくらみがあったとしても──」

　腰を曲げてブリーフケースを手にした逢川が、古ぼけた居間をぐるっと見渡して、




「この話に乗れば、劇的に変わると思いますよ。ここは」




　縁太郎の脳裏に銀行員──佐さ伯えきの言葉がよみがえる。

　──何らかの〝変化〟が必要だと思います。

　黒峰マリッジプランナーとの業務提携は、彼の指摘に対する答えになると思う。稼げる事務所にしたいなら、こういうことが必要なんだろうと思う。

「ご連絡、お待ちしています。麦茶、ごちそうさまでした」

　逢川がコップを差し出してくる。

　その飲み口には、生々しく口紅の跡がついていた。




　＊　＊　＊




　縁太郎は居間で一人、逢川の残していった資料を読みふける。

　──黒峰マリッジプランナー・パートナーシッププロジェクト。

　黒峰マリッジプランナーはマッチングアプリを運営している会社と提携し、婚活のためのリアルなネットワークを作ろうとしている。マッチングアプリのように気軽に、しかしちゃんと結婚を見据えた相手との婚活ができる。結婚相談所の信頼感と、マッチングアプリの気安さ。その両方を併せ持った会員制ＳＮＳを立ち上げて、現代のネット社会に順応した新しい婚活の基盤を作るつもりらしい。それが本当に上手くいくのかどうかはともかく、その資料に記載されている広告費は膨大なもので、黒くろ峰みねマリッジプランナーがこの企画に本腰を入れているのだと、強く訴えかけていた。

「でも……」

　縁えん太た郎ろうはやはりどうしても、黒峰に対する悪印象を拭ぬぐえない。

　結ゆ衣いを金持ちの上客として特別扱いしていたが、黒峰がふさわしいと思った相手としか婚活をさせていなかった。本人の意思を無視したあのやり方は、結婚に対する冒ぼう涜とくであるとすら思う。

　黒峰は結衣を結婚させようとしていた。

　しかし、幸せになってほしいと考えていたかどうかは、疑わしい。

　黒峰のやり方と縁太郎のやり方では、根本的な部分に大きなズレがある。




　──それ、なんの問題があるんですか？




　ふと、逢あい川かわの言葉が脳裏をよぎる。

　縁太郎は悩ましげに腕を組む。

　あくまでも社長として、白はく城じよう結婚相談所の利益を考えるのなら──。

　割り切ったほうがいいのかもしれない。この業務提携は悪い話じゃない。ずっと負い目に感じている〝稼ぎの悪さ〟を解消できるかもしれない。

「…………」

　縁太郎はちゃぶ台の上に置いているスマホへ手を伸ばし、友人の仲人なこうど──花はな之の木き誠まことに電話をかける。

　彼もまた個人で結婚相談所を経営しているので、同じ目線で話ができるのだ。

『もしもし、縁太郎？　どうかした？』

「急に悪いな。ちょっと相談したいことがあるんだが、今、話せるか？」

『うん。ちょうど暇だし、何でもどうぞ。仕事の話でも、恋愛相談でも』

「相変わらず恋バナが好きだな。でも、聞きたいのは仕事がらみのことで──」

　縁太郎は誠に、黒峰から業務提携の話がきたと切り出した。

　すると誠は、特に驚くこともなく、

『黒峰マリッジプランナー・パートナーシッププロジェクト、でしょ？』

「お前、知ってるのか？」

『その人、僕のところにも来たんだよ。話が上手で、色っぽいんだよねぇ……』

　嬉うれしそうに語る誠に、縁太郎は呆れて吐息をついて、

「簡単に鼻の下伸ばしやがって。紗さ奈なちゃんに言いつけちまうぞ」

『え、縁太郎！　それは、ダメ！』

　その慌てぶりに、縁えん太た郎ろうは苦笑してしまう。

　話に出てきた〝紗さ奈な〟とは誠まことの妻の名前で、まだ新婚なのだが、この様子だと早くも尻に敷かれているのかもしれない。

「悪い悪い。ちょっとふざけただけだって」

『新婚生活はデリケートなんだから、冗談でもやめてよね』

　電話越しに笑い合ってから、縁太郎は口調をあらためて、

「黒くろ峰みねの話、誠はどう思う？」

『うーん、そうだね……』

　誠は少しだけ言葉をためらった。

　そして、




『僕は、ためしにやってみようと思う』




「やってみるって……黒峰の話に乗るつもりなのか!?」

『縁太郎の件があるから黒峰のことは気に入らないけど……それはそれ、これはこれ。悪くない話だと思うし、それに……ちょっと心配なんだ』

「心配？」

『この話に乗らないと、業界の動きに乗り遅れるんじゃないかって』

「……業界の動き？」

『うん。黒峰は新しい婚活のネットワークを作ろうとしている。これを利用できるのって、パートナーシップに加盟している事務所だけになると思うんだ。それで、このネットワークがすごく優秀で、みんながこれを使い始めたら、まずいことになるんじゃないかって』

「結婚相談所・連合会のネットワークがあれば問題ないだろ？」

『今のところはそうだけど、黒峰のネットワークが動き始めたら、どうなるか分からない。だから取りあえず加入してみようと思う。合わなければやめればいいだけだし』

「……そうか。それなら、どういう感じか教えてくれよ。俺も興味あるからさ」

『おっけー。悪い話じゃないもんね』

「ああ、そうなんだ。悪い話じゃないんだよ」

　縁太郎はもの分かりが良さそうな受け答えをして、少しだけ雑談をしてから電話を切った。

　思わず、ため息がこぼれる。

　まさか誠が、黒峰の話に乗り気であるとは思わなかった。しかも、縁太郎には何の相談もなしに。

　縁太郎はあらためて資料を手にとって、おかしいところはないかとあら探しをする。しかし何も見つからない。この資料にはやましいところが何もない。黒峰との確かく執しつさえなければ、縁太郎だって二つ返事で了承していたかもしれない。

「こんにちわ」

　と、玄関のほうで声がして、居間に結ゆ衣いがやって来た。両手にスーパーの袋を提げている。

「結衣、いらっしゃい。もうそんな時間か……」

　日が長くなったので気づかなかったが、壁の時計を見ると午後の六時になっていた。

「縁えん太た郎ろう、何か悩んでる？」

「えっ……」

　スーパーの袋を廊下におろした結衣が、腰をかがめて縁太郎の顔をのぞき込んでくる。

「なんか、そんな顔してる。悩んでるような、落ち込んでいるような」

　そんなに分かりやすかったかと、縁太郎は自分に苦笑してしまう。

「……実は、黒くろ峰みねのやつが、妙なことを言ってきたんだ」

「黒峰!?」

　ぎょっとして険しい顔になる結衣に、縁太郎は左右に手を振って、

「いや、そうじゃない。むしろ仲間になってほしいと言われたというか」

「どういうこと？」

「それが──」

　縁太郎は結衣にも事情を説明した。

「……黒峰マリッジプランナーとの、業務提携」

「ああ。悪い話じゃないと思うが、相手はあの黒峰だ。踏ん切りがつかなくて」

　頭の後ろで手を組んで、窓の向こうで赤く輝く夕日を見つめる縁太郎。

　結衣は少しだけ何かを考えて、申し訳なさそうにうつむいた。

「それって、私のせいよね」

「え、いや──」

「私のせいで黒峰と揉もめたから、縁太郎は……」

　たしかに黒峰と最初に揉めたきっかけは、結衣のことであるのだが。

「ただ単に、俺がアイツのやり方を許せなかったっていう、それだけの話だ。結衣が気にすることじゃない」

　縁太郎は何でもなさそうに笑って見せる。

　結衣も笑みを返してくれたが、そそくさと台所へ行ってしまう。

　──気にしてんのかな、結衣。

　縁太郎が思案げに眉を寄せていると、玄関のドアが開く音がした。

　そして、

「縁太郎くん。ただいま♪」

　と、戸口にまひるが顔を見せる。

「まひるさん、いらっしゃい」

　まひるは結ゆ衣いと同様に、スーパーのビニール袋を提げていた。

「あの……夕飯は、結衣が作ってくれるから」

　気まずげに切り出した縁えん太た郎ろうに、まひるは「うん。知ってるよ」と笑みを返す。

「じゃあ、それは？」

　上機嫌な足取りで居間に入ってきたまひるが、鼻歌をうたいながら袋の中身をちゃぶ台の上に並べていく。

「全部、酒……」

　まひるは飲む気満々だった。缶ビール・チューハイ・カクテル。ざっと見て二十本ぐらいある。

「縁太郎くんも、好きなの取って♪」

　座布団の上に座ったまひるが、嬉うれしそうに缶ビールへ手を伸ばす。

「……ちょっとだけですよ」

　付き合わないのも悪いなと思い、縁太郎もビールを手にして、まひると缶をぶつけ合う。

「んぐっ、んぐっ…………ぷはぁ。やっぱりお酒はいいわね。嫌なことを忘れられるわぁ」

「……何か、あったんですか？」

「それがね、菜な緒おちゃんがひどいの！」

　あっという間にビールを飲み干したまひるが、はぁーっと大きな吐息をついて、

「わたしが灘なだ原はらくんにフラれたこと、保育士のみんなに言いふらしちゃったのよ。それで、みんなでお説教してくるの！　次はもっとまともな男を探せとか、男を見る目を養ったほうがいいとか、もー言いたい放題で！」

「そ、それは、災難でしたね。あはは……」

　縁太郎は苦笑しながら、ちびっとビールを口に含む。

　心の中ではまひるの同僚たちの意見に賛成していたが、それを言ったらまひるがさらに荒れそうなので、口にしない。

「それでね、縁太郎くん！　菜緒ちゃんったら、保育園の子供たちにまでそのことを話しちゃったのよ。そしたら五歳の女の子から『ちゃんとけっこんできるから、だいじょうぶだよ』って、慰められちゃって……」

　ビールの缶から手を放したまひるが、今度はカクテルをつかんだ。

「お迎えにきた保護者の人にも、『婚活、頑張ってくださいね』とか言われちゃうし……。もう、恥ずかしくてお嫁にいけないわ！」

　カクテルの小瓶を口にくわえて、白い喉のどをさらしてラッパ飲みをして、

「ぷはぁ……まあ、お嫁にはいけないんだけどね」

　と、ほの暗い笑みを滲にじませるまひる。

「だ、大丈夫ですよ。次はきっとうまくいきますから！」

　ぐっと自分の両手を握って励ます縁えん太た郎ろうだが、まひるの口から「はぁー……………………」と長いため息がもれる。

「無理よ、わたし。きっとこのまま一生結婚できないの。独身のままお婆ちゃんになって、最後には孤独死しちゃうのよ……」

「まひるさん、弱気にならないで！　諦めなければちゃんと結婚できるから」

　次の缶ビールへ手を伸ばしかけていたまひるが、縁太郎へ湿っぽい眼差しを向けて、

「……ほんとにぃ？」

「もちろん」

「じゃあ、もし結婚できなかったらぁ──」

　まひるの口に、いたずらな笑みが現れて、




「縁太郎くんが結婚してくれる？」




「えっと、それは……」

　その時とっさに、縁太郎は台所のほうを見る。

　その反応に、まひるの酔いが少しだけ醒さめる。

　酔ってふざけて絡むと、縁太郎は決まって照れていた。

　しかし今、縁太郎は、誰かの目を気にしているような……。

「もしかして、縁太郎くんって」

「え、はい？」

「結ゆ衣いちゃんのこと──」

　その時、廊下を駆ける足音が近づいてくる。

　そしてスパッと、勢いよくふすまが開ひらかれた。

　驚いて戸口へ目を向ける縁太郎とまひるに、コップを手にしている結衣が、




「縁太郎！　なにこれ!?」




　それを目にして、縁太郎は「あっ」と声をもらす。

　結衣が持っているのは来客用のコップで、赤い口紅の跡がある。逢あい川かわに出した麦茶のコップを、後で洗おうと思って台所の流しに置いていたのだ。

「そ、それは、昼間に、お客さん……が」

「……女性の？」

「そ、そうだけど、ただの営業だ。やましいことはない」

「営業？　百貨店の訪問販売でも来たの？」

「ほら、さっき話した、黒くろ峰みねの──っていうか、百貨店の訪問販売って何だ？」

「え？　ウチにはたまにそういう人が来るけど──って、そうじゃなくて！」

　縁えん太た郎ろうを問い詰める結ゆ衣いの横顔を見つめて、まひるは確信を抱いだく。

　──結衣ちゃんも、縁太郎くんのことが……。

　その時、玄関のドアが開ひらく音がした。

「ごめんくださいまし……って、何を揉もめておりますの？」

　やって来たカレンが、結衣と縁太郎を交互に見つめて怪け訝げんな顔になる。

「カレン、見て！　台所にこれが！」

「？　ただのコップですわよね。何が……」

　眉をひそめるカレンだが、口紅の跡に気づくと、両目をくわっと見開いて、




「縁太郎！　どういうことですの!?」




「お前もかよ！」

　結衣に続いてカレンからも追及されて、縁太郎はうんざりしてしまう。

　そんなカレンの姿に、まひるは再び驚いていた。

　──そういえば昨日……。

　酔って縁太郎に甘えていたら、カレンが不機嫌になった。縁太郎に〝あーん〟を要求したら、グラタンをねじ込んできた。

「そういうこと、だったのね……」

　結衣とカレンの二人が、縁太郎に恋心を持っている。縁太郎も満まん更ざらではなさそうだ。

　少し目を離した隙に、白はく城じよう結婚相談所が昼ドラの舞台みたいになっていた……。

「まひるったら、もうそんなに飲んでおりますの？　そのぐらいでやめておいてくださいまし」

　ちゃぶ台に転がる空き缶に気づいたカレンが、呆れた声を出す。

　結衣からも「まひるは酒癖が悪いんだから、控えてほしい」と苦言を呈される。

　しかしまひるは、マッコリの缶へ手を伸ばし、

「もう、わたしのことは放っておいてちょうだい。わたしの味方はお酒だけなのよ。きっと結衣ちゃんもカレンちゃんも、わたしを置いて結婚しちゃうわ！　……はぁ。わたし、お酒と結婚しようかな」

　なんだか置いていかれたような気分で、切なげな眼差しをマッコリの缶へ向けるまひる。

　そんなまひるの姿に、縁太郎たちが思わず顔を見合わせて、

「まひるさん、そんなこと言わないで。次の婚活を始めましょう」

　まひるの手からお酒の缶を取り上げる縁太郎。

　まひるは拗すねた子供のように口をとがらせて、

「でも、成功しないもん。みんな最後には、わたしを捨ててどこかへ行っちゃうの！」

「それはほら……今までの相手は、ダメな感じの人だったから」

「縁えん太た郎ろう。ここはハッキリ言うべきですわ」

　近くに腰をおろしたカレンが、まひるの顔をのぞき込みながら、

「まひる。貴女あなたは殿方の趣味がよろしくありませんのよ。ダメ男と呼ばれるような相手ばかりに入れ込んで」

「……だって、好きなものは好きなんだからしょーがないじゃない」

　まひるはカレンから顔をそむけて、ブドウ味のサワーへ手を伸ばす。

「分かりましたわ。それなら──」

　カレンがパシッとまひるの手をつかむ。




「わたくしが、ダメだけどダメじゃない殿方を紹介してさしあげますわ」




「……へ？」

「実はバイト先のファミレスに、そういう殿方がいらっしゃいますのよ。それで、まひるの話をしてみたら、ぜひとも会ってみたいって」

「そう……なの？」

　突然の話に、まひるは戸惑う。

「良かったですね、まひるさん。さっそく候補が見つかって！」

　縁太郎も嬉うれしそうに笑いかけてきて、頬ほおを緩ゆるめるまひるだが、

「でも、どういう人なのか、教えてもらわないと」

　その問いかけに、カレンが少しだけ気まずげな顔になる。

「実はその方、ちょっとだけ問題というか、特殊な条件がありますの。それでもまひるが構わないのであれば、紹介したいのですが……」

　カレンにしては、珍しく歯切れが悪かった。

　そして彼女は、すっと目を伏せて、




「その方は、子供のいるバツイチの男性なんですの」




　まひるの口が、わずかに強こわ張ばった。

　すぐにカレンはまひるのことを見て、

「でも、いい人ですのよ。子供想いのお父さんで、バイト仲間からも慕われておりますの。人柄に関してはわたくしが保証しますし、社員さんですから収入も安定してますの。まひるが好きそうなダメな部分もちゃんとありますのよ」

「べ、別にわたし、ダメな人が好きってわけじゃないんだよ」

　冗談っぽく笑って見せるまひる。

「ちなみに子供って、何歳ぐらいなんだ？」と縁えん太た郎ろう。

「来年小学校へ行くと言ってましたから、五歳か六歳だと思いますわ」

「なるほど……」

　縁太郎がつぶやいて、そこで会話が途切れた。

　まひるはちゃぶ台に並ぶお酒の缶を見つめて、黙っている。

　縁太郎も同じような顔つきで考え込んでいた。

　婚活の相手が子持ちのバツイチというケースは、縁太郎も初めてだったのだ。

「……とりあえず、会ってみたいかな」

　と、カレンに微笑みかけるまひる。

　縁太郎はあえて否定的な口調で、

「バツイチで子供がいることに関しては、大丈夫ですか？」

　その条件が大きなハードルになってしまうことは、まひるも分かっていると思う。

　それを承知のうえで、その男性と会おうと考えているのかどうか。

　これは絶対に、最初に問いただしておかないといけない。

「そういう人とお付き合いをしたことがないから、いいともダメとも言えないけど……」

「そう、ですよね」

「だから、とりあえず会ってみたいの。縁太郎くん、いつも言ってるでしょ。大切なのは人柄の相性だって」

　まひるは酔っているのを感じさせないほどに、しっかりとした目つきで縁太郎のことを見ていた。

　縁太郎は寄せていた眉から力を抜いていき、

「俺の言うこと、なくなっちゃいました」

「えへへ……。自慢じゃないけど、わたしはここの最古参だからね。……ほんと、自慢にならないね…………」

　再びどんよりとした笑みを浮かべるまひるに、縁太郎とカレンが慌てて、

「そういうことでしたら、わたくしが責任を持って引き合わせてあげますわ！　だからそんな顔をしないでくださいまし」

「そうだぜ、まひるさん。今度こそチャンスをものにしよう！」

　縁太郎とカレンが、ちゃぶ台に身を乗り出している。

　二人から励ましてもらって、まひるが元気にうなずいて。

　そして結ゆ衣いは──。

　三人の様子を、戸口に突っ立って見ていた。

　まさかカレンが、昨日の今日で、ダメだけどダメじゃない男性をまひるに紹介するとは思っていなかったのだ。

「さすがカレン。頼りになるな」

「ふふっ。わたくし、人を見る目には自信がありますの」

　縁えん太た郎ろうとカレンが親しげに笑い合っている。

「わ、私、ご飯を作るから」

　結ゆ衣いは早口で言って、逃げるように台所へと向かう。

　その手には口紅のついたコップがあったが、もうそんなことはどうでもよくなっていた。




　＊　＊　＊




　縁太郎の家で夕食を食べて、自宅のタワーマンションに帰って。

　結衣はすぐにカバンからスマホを取り出して〝通話〟をタップする。

『もしもし、結衣チャン？　夜のラブコール、嬉うれしいよ』

「そ、そういう話じゃないわ！」

　電話の向こうでチャラい発言をしてきたのは、玉たま置き瞬しゆん介すけ。パリピを自称している寺の住職で、結衣の友人だ。

「あのね、ちょっとまずいことになったの」

『結衣チャンはいつもまずいことになってるね。そんなトラブルメーカーなところも、嫌いじゃないよん♪』

「……玉置さん。ひょっとして飲んでる？」

　結衣はスマホを耳にあてたまま靴を脱いで、スリッパにはきかえてリビングへ移動する。

『へへっ、実は坊主のみんなで酒盛りしてた。お布施でいい日本酒をもらってさ。よかったら結衣ちゃんもこっち来ない？　うまいハムもあるんだぜ』

「ありがとう。でも今はそういう気分じゃないの」

　結衣はカバンをリビングのソファーへ放って、窓際のロッキングチェアに腰かける。

『で、今日はどうしたの？』

「うん……。あのね、まひるが──」

　結衣はロッキングチェアを揺らしながら、最近起こった出来事を話す。

　まひるが失恋したこと。カレンがまひるに次の交際相手を紹介しようとしてること。それをきっかけに縁太郎とカレンが接近してしまいそうで怖いこと。

『なるほど……。やっぱカレンちゃん、手強いね。仕事をサポートしてくれるとか、男子的にはかなり好感度上がっちゃうぜ』

「……うん。私もそう思う」

『でも、結ゆ衣いチャンにも同じことができるよね』

「え？　どういうこと？」

　ロッキングチェアの動きを止める結衣。

『ほら、結衣チャンにもいるでしょ。お友達に紹介できるイケメンが』

「……もしかして、玉たま置きさんのこと？」

『いえーす』

　結衣は呆れて、聞こえるようにため息をついた。

「玉置さん、かなり飲んでるでしょ？」

『飲んでるけど正気だよ？　だってオレ、どんなに飲んでも酔わないし』

「いや、酔ってるわ。だって玉置さん、私のことが好きなのに──」

　そこで結衣は、慌てて言葉にブレーキをかける。

　しかし電話の向こうから、『へぇー』と嬉うれしそうな声がして、

『結衣チャンってば、オレのことちょー意識してんじゃん！』

「やっ、そのっ」

　結衣はスマホを持っていないほうの手を、わたわたと振って、

「違うの！　今のは、その……勢いあまって変なことを言っちゃっただけ！」

『恥ずかしがらなくてもいいよ。結衣チャンの気持ち、ちゃんと分かってるからさ』

　演技っぽくキザな物言いをする玉置。

　結衣は意図的に声をとがらせて、

「わたしは縁えん太た郎ろうのことが、その……好きだし、まひるも本気で婚活をしてるの。本気で結婚を考えてくれる人じゃないと紹介できないわ」

　すると玉置は、その声こわ色いろを真面目なトーンに切り換えて、

『ちゃんと結婚相手として考えるよ』

「……？」

『たしかに今は結衣チャンのことが好きだけど、まひるチャンに会ったら、まひるチャンに夢中になっちゃうかもしれない。女心と秋の空っていうけどさ、男の気持ちも同じだよ』

　玉置はそれを、何気なく言ったのかもしれない。

　だけど結衣は、椅子の背もたれに寄りかかり、シャンデリアを模した照明を見つめて、

「……それは、縁太郎も同じなの？　たとえば、誰かを好きになったら、私やカレンに冷たくなるとか。そういうことがあるの？」

『んー、そうねぇー。オレは白はく城じようさんがどういう人なのかよく知らないから、断言はできないんだけど……基本的には、みんなそうでしょ。恋人ができたらその人が最優先になる。露骨に冷たくなるかは人それぞれだけど、優先順位は変わるよね』

「……そう、よね」

　結ゆ衣いはきゅっと口を引き結ぶ。

　カレンと楽しそうに話している縁えん太た郎ろう。

　少し前にお見合いをした、綾あや羽はという女性と仲良くしている縁太郎。

　こちらを向いて、優しく微笑みかけてくれる縁太郎。

　同じ縁太郎だけど、しかし違う縁太郎で。

　それは一種の並行世界のようだ。何かを起点に分岐して、確定してしまう未来の可能性。

　じゃあ、一体。

　どういう行為が、未来の縁太郎を決定づけるのか。

「……玉たま置きさん、前に言ってたわよね。縁太郎のことが好きなら、告白をしたほうがいいって」

『え？　ああ、そうだね』

　もしかすると今まさに、並行世界の分岐点にいるのかもしれない。

　だとしたら迷ってはいけない。




「私、縁太郎に気持ちを伝えようと思う」




『えっ。急にどうしたの？　あっ、ひょっとして、飲んでる？』

　電話の向こうで玉置が笑う。

　しかし結衣は笑わずに、

「このまま何もしないのは、ダメだと思うの。縁太郎と一緒にいたいなら、今のうちにどうにかしないと」

『……つまり、白はく城じようさんが結衣チャンのことを見ているうちに、勝負をかけたいと』

「うん」

　わずかに沈黙を挟み、

『で、どういうふうに告白すんの？』

「……え？」

『……ん？』

　再びの沈黙。

『もしかして結衣チャン、ノー・プラン系？』

「だ、だって……。今、そうしようって、決めたから」

『ははっ。その行き当たりばったり感、結衣チャンっぽいねー』

　スマホの向こうから陽気な笑い声が聞こえて、結衣は無言でロッキングチェアを揺らす。

　何か言い返したくなるけど、言葉が出てこない。行き当たりばったりと言われれば、まさにそのとおり。白城結婚相談所に入会してから、予想できない自分の気持ちにずいぶん振り回されている。

『じゃあ、オレから提案。さっきのまひるチャンの話に便乗しちゃおうか』

「……どういうこと？」

『まずはオレをまひるチャンに紹介するんだ。そして──』




　＊　＊　＊




　結ゆ衣いと玉たま置きが、縁えん太た郎ろうの落とし方について話し合っている時。

　牡ぼ丹たんは出版社で担当編集者──百もも瀬せと打ち合わせをしていた。

　そこは新宿の裏通りに林立しているビルの一つで、かなり古い。エレベーターは遅いし、壁のコンクリートにはうっすらと亀裂が走っている。そこにベタベタとエロ関連のポスターが貼ってあるので、アングラ感がすごく強い。小規模の怪しい風俗店や、いかがわしいマッサージ屋の温おん床しようになっていそうな雰囲気だ。

　牡丹はそんなビルの三階。エレベーターホールの脇に設置されている応接スペースで、百瀬と向き合っていた。パイプ椅子と簡素な机。いちおうパーテーションで区切ってあるが、話し声はロビーに筒抜けだ。

「──それで、カレン嬢がまひるママの相手を探すべきだって言い出したんです。たしかにまひるママを放っておいたら、縁太郎さんを無自覚に誘惑しちゃうかもしれません。でも、カレン嬢の真の狙いは、別にあると思うんです」

　楽しそうに身振り手振りをしながら話している牡丹だが、百瀬はそれを見ていない。机の上に置かれた漫画のネームをチェックしている。

「あれはきっと、縁太郎さんのポイントを稼ごうとしているんです。まひるママの婚活には縁太郎さんも手を焼いてますからね。それを颯さつ爽そうと解決したら、評価が上がるってもんですよ。まひるママを結婚させてあげられて、縁太郎さんからの好感度も上がる。まさに一石二鳥です」

　ネームを読んでいる時に牡丹がベラベラ喋しやべってくるのはいつものことで、百瀬はあまり気にしない。編集者に原稿やネームを目の前で読まれるのは落ち着かないものらしく、そわそわとした反応を見せる漫画家は多い。

「牡丹先生」

「は、はいっ」

　顔をあげた百瀬が、肩口から垂れていたポニーテールを後ろへやった。

「先生は、何もしなくていいんですか？」

「え……いや。わたしはヒロインレースに参加してませんし」

「そうなんですか？　私はてっきり……」

　百瀬はそこで言葉を区切って、ネームを牡丹に差し出した。

「次回の立たち華ばなさん。おっしゃっていたとおりコスプレえっちものですが、そのコスプレのシチュエーションが、部活の選手とコーチなんですね」

「……ダメ、ですか？」

「いえ、ダメじゃないです。ただ、旦那さんがコーチ役で、立華さんが生徒役。コーチから応援されているうちに、生徒がコーチに特別な感情をいだいてしまう──。このシチュエーションって、何と言うか……牡ぼ丹たん先生と白はく城じようさんの関係に似ているなって」

　自分で描いたネームを見つめて、赤くなっていく牡丹。

「漫画家さんにはよくあることです。恋愛をすると、それが何らかの形で漫画に反映されてしまう。牡丹先生、本当は」

「だぁ──────ッ！」

　突然、牡丹が大声を出した。

　編集部で原稿のチェックをしていた編集長が、顔を上げてこちらへ目を向ける。

「ち、違います。縁えん太た郎ろうさんは……そういう感じじゃないですよ。ただ、ちょっとだけ、ちょーっとだけ、良いかもって思うようになってはいますけど！」

　牡丹が本気で恥ずかしそうにするのは珍しい。

　せっかくなので冷やかしの言葉を投げてみたくなる百もも瀬せだが、咳払いをして小悪魔な衝動を抑え込む。

「じゃあ、牡丹先生の気持ちは置いておくとして……。まひるさんに男性を紹介できれば、白城さんの助けになるんですよね？」

「それは、そうですけど」

「だったら、うってつけの人がいるじゃないですか。ほら、牡丹先生と同期の」

「……もしかして、男爵のことを言ってます？」

「そうです。男爵先生です！　最近ずっと結婚したいって言ってますし、同期のよしみで紹介してあげるというのはどうでしょう？」

　話題に上っている〝男爵〟とは、牡丹と同じ時期にスカウトされた漫画家で、同じベテラン作家の下もとでアシスタントをしたことがある。百瀬の目線で見ると二人は、同期の親しい友人に見えるのかもしれない。だけど牡丹の中には、もう少し複雑な感情がある。

　たしかに男爵とは友達と言える間柄であるが、彼は牡丹の何倍も売れている。その画力とセンスは牡丹のそれを遥かに上回っている。自分が描きたい漫画を描ければそれでいいと思っている牡丹だが、それでも実力差をまざまざと見せつけられると、悔しいものがある。

「男爵は結婚したいんじゃなくて、セックスがしたいんじゃないですか？」

　そっけない口調で言う牡丹。

　百瀬はニコニコと揉もみ手をしながら、

「そうでもないみたいですよ。結婚とセックスって、別物ですから」

「…………？」

　どちらかというと淡泊な物言いをすることの多い百もも瀬せが、猫撫なで声を出している。いつもの百瀬らしくない。

　牡ぼ丹たんはすっと目を細め、




「百瀬さん。なんでそんなに必死なんですか？」




　うぐっと、百瀬の喉のどから声がした。

「百瀬さんと男爵って、そんなに仲良くないですよね？　担当ってわけでもないし」

「いやぁ、そのぉ……」

　首を伸ばした牡丹にじろじろ見られて、百瀬の額に汗がにじむ。

「な、なんにも、ないですよ？　ほんとに、なにも……」

「そうですか。じゃあ、男爵の話は無しで。ネームの打ち合わせに戻りましょう」

「…………」

　百瀬はぐっと目をつぶり、土下座でもするかのように両手を机の上に置き、

「すいません、牡丹先生。実は、男爵先生に女の子を紹介しないと、セックスさせられそうなんです！」

「…………は？」

　ぱしっと牡丹の両手をつかんだ百瀬が、今にも泣きそうな顔で訴えかけてくる。

「ぜんぶ編集長が──いや、編集長の皮をかぶった悪魔が悪いんです！　男爵先生のモチベーションを保つために女の子を紹介しろって言ってきて、それができなきゃお前が相手をしろって！」

「……ひどいセックス・ハラスメントですね」

　牡丹はパーテーションの陰からひょいっと顔を出し、編集長が遠くにいるのを確認し、

「でも編集長……前は逆のことを言ってましたよね？　童貞じゃなくなったら今みたいな漫画を描けなくなるから、貞操を守れって」

「それが男爵先生、二十五になって焦り始めて、マッチングアプリとかをやりまくってるんです。そのせいで仕事に支障をきたす始末で……」

「…………」

　そのとき牡丹は、眉間にシワを寄せていた。

　出会い系にうつつを抜かして、漫画の仕事をおろそかにしている男爵を叱りたくなった。それでも出版社から、読者から求められている彼に嫉妬してしまう。

　しかし同時に、納得もしていた。

　男爵の才能と漫画の売り上げは別格のものであり、出版社からそれ相応の特別扱いがあってもおかしくない。

「それで編集長が、文字どおり一肌脱いでやるって言い出したんですけど……男爵先生、『編集長じゃ勃たたない』とか言っちゃって」

「うわぁ……」

　その時の様子を想像するだけで、牡ぼ丹たんは背筋が寒くなる。

〝ドＳの女王〟と恐れられる編集長に、そんな暴言を……。

「でも編集長、怒らないんですよ。にっこり笑って『じゃあ、誰なら勃つんだ』って」

「ひぃ……。その笑顔、怒るより怖いやつですよ」

「そしたら男爵先生、『百もも瀬せさんならビンビンです』とか、言いやがって！」

　ドンと机を叩いた百瀬が、握りこぶしを震わせる。

「そりゃあ私は編集部では若いほうだし、スタイルもいい。編集長より可愛いし！」

　カツンと、ヒールの音がした。

「だからって指名しますか普通？　私は既婚者なんですよ」

　ヒールの音が近づいてくる。

「それで編集長、男爵先生に相手を紹介できなければ、私が相手になれって……。あれ、絶対に嫉妬ですからね」

　カツ、カツ、カツ。

「自分が選ばれなくて私に指名が入ったから、女として──」




　パーテーションの向こう側から、編集長──神かみ代しろ静しず華かがぬっと顔を出す。




「盛り上がってるな、百瀬」

「あ！　えっと、そのぉ………………………………」

　ピキッと硬直する百瀬。

　神代は百瀬を見つめて、にっこり笑って、無言の圧をかけている。
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「だ、男爵に女の子を紹介しようって、話してたんです」

　牡丹がたまらず助け船を出し、神代がゆっくりと百瀬から目を離す。

「牡丹が協力してくれるのか？」

「まぁ、成り行きで……」

「そうか。悪いが、よろしく頼む」

　神代は去り際にもう一度だけ百瀬を見据えて、ニッと笑う。

　ヒールの音が、ゆっくりと遠ざかっていき──。

　張りつめていた空気が緩ゆるんで、百瀬が机に突っ伏した。

「だはぁ……。殺されるかと思ったぁ」

　牡ぼ丹たんも脱力し、

「こ、怖かったぁ……」

　顔を見合わせた二人の口から、安あん堵どの笑い声が出た。

「……それで、牡丹先生。男爵先生の件ですが」

　百もも瀬せから気まずげな上目遣いを向けられて、牡丹は肩をすくめる。

「まあ、編集長にも紹介するって、言っちゃいましたし」

「あ、ありがとうございますっ！　助かります！」

　両手を合わせて拝み倒してくる百瀬に苦笑して。

　──でも、もしかすると……。

　男爵とまひるは、上手くいくんじゃないかと牡丹は考える。

　だって男爵は、まひるの好きそうなダメ男だけど、でも…………。







　第３話　ダメだけどダメじゃない男たち




　七月下旬。夜の十一時。

　カレンがバイトをしているファミレスに、縁えん太た郎ろうとまひるの姿があった。

　すでにファミレスの営業時間は過ぎている。客もいないしバイトもいない。

　縁太郎とまひるは、静まり返ったファミレスの雰囲気に違和感を覚えつつ、ソファーに並んで座っていた。テーブルを隔てて向かいに、ウェイトレスの制服を着ているカレンがいて、そのとなりに白いコックコートを身につけている男性がいる。

「こちらが、阿あ笠がささんですわ。ここでキッチンを担当しておりますの」

　カレンに紹介されて、コックコートの男性──阿笠がまひるに微笑みかける。

「どうも、阿笠寛ひろしです。この歳でこういうことするのって、何だか気恥ずかしいね」

　阿笠は眠そうな口調で言って、じょりじょりと無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。外見から察するに、年齢は三十代後半。年相応に落ち着いた雰囲気がある。つまりはおじさんなのだけど、その顔立ちは男前であると縁太郎は思う。時代劇の〝子連れ狼〟をやっている俳優に似ている。

「えっと……吸ってもいいかな？」

　と、阿笠がコックコートの内ポケットからタバコの箱を取り出した。

「阿笠さん。これはお見合いみたいなものなんですから、もっと緊張感を持ってくださいまし」

「あっ」

　カレンにタバコを奪われて、やれやれと苦笑する阿笠。

「いっつもこんな調子なんだよ、カレンちゃん、おれに厳しいの。外で一服しようとしたら、すぐにやって来て、『厨ちゆう房ぼうに戻ってくださいまし』って言ってきたりさ」

「そりゃあ、厳しくもなりますわ。阿笠さん、きまって忙しい時間にいなくなるんですもの」

「だって、キッチンにいたらサボれないじゃん。忙しい時」

「サボらないでくださいまし！」

　カレンは呆れているようだったが、縁太郎は一連のやり取りを好意的にとらえていた。

　サボるサボらないという会話の内容はさておき、それを無遠慮に口にしている阿笠は、裏表がなさそうだ。自分をよく見せようとして何かを誤ご魔ま化かしたり、嘘をついたりはしないタイプだと思う。

　まひるはどちらかというと騙だまされやすいので、素行はどうあれ正直な相手でなければ、交際を勧めることができない。もちろん、ちゃんと真面目な人であってほしいところだが。

「じゃあまひるさんも、自己紹介を」

　縁太郎がうながして、まひるが阿笠に微笑みかける。

「初めまして、小こ日向ひなたまひるです。普段は保育園で保育士をやっています」

「たしかにそんな感じだね。母性が強そうっていうか、甘やかしてくれそう。ギャンブルですった時とか、こころよくお金を貸してくれそうだ」

「それは、どうかな……」

　思わず苦笑し、左右にわけている前髪を揺らすまひる。

　これはあらかじめカレンから聞いていた話だが、縁えん太た郎ろうはあたかも初めて耳にしたかのような口調で問いかける。

「阿あ笠がささんは、ギャンブルをされるんですか？」

　すると阿笠は、誇らしげに親指を立ててニッと笑う。

「競馬・競輪・競艇、なんでもやるぞ。ギャンブルは男のロマンだからな。君もそうは思わないかい？　えっと……縁太郎君、だったよな」

　阿笠の声が勢いづいている。さっきまで眠そうだった顔も生き生きとしている。これは予想以上にギャンブルが好きなのかもしれない。

「俺、あまり賭け事はやらなくて」

　縁太郎が小さく肩をすくめると、阿笠はテーブルに身を乗り出して、

「そうなのか？　そりゃあもったいない。やったほうがいい。おれが教えてやるからさ」

「縁太郎を悪の道に引きずり込まないでくださいまし！」

　阿笠のとなりに座っているカレンが鋭く言い放つ。

「悪の道って、大げさだなぁ」

　へらへらと笑う阿笠に、カレンはため息をついて、

「これが阿笠さんのダメなところなんですの。ギャンブルをやめられませんのよ。ああいうのは勝てないようにできてますから、時間とお金の無駄ですのに」

　すると阿笠は、ちょっと待ってくれといわんばかりに手のひらをかざし、

「偉そうに言うけどね、カレンちゃん。ギャンブルの勝ち負けなんて、やってみるまで分からんよ。誰もサイコロの目を正確に言い当てることはできないんだ。勝つか、負けるか。勝負するまで分からないから、面白い」

「それなら聞かせていただきますけど──阿笠さんは勝っておりますの？　今までの成績をトータルして」

「それは……」

　阿笠はすっと、気まずげにカレンから目をそらす。

　そしてぼそっとした声で、

「……ギャンブルってのは、勝負すること自体に意義がある。勝ち負けを気にするのは、男らしくない」

　苦しい負け惜しみの言葉にカレンが呆れて、「まったくもう……」とため息をついた。

「でも──」

　と、今まで静観していたまひるが口を開く。

「ギャンブルが好きな男の人、いいと思います」

「「えっ!?」」

　カレンだけでなく、縁えん太た郎ろうも声をあげた。

「やっぱり、男らしいし……」

　両手を合わせて微笑むまひるは、困ったことに本気でそう思っているようだった。

「まひるさん、話が分かるね！　じゃあ今度、競馬場とか行ってみる？　今は女性向けのスペースもあるんだよ」

「いいですね。ぜひ♪」

　阿あ笠がさとまひるが競馬の話で盛り上がり、縁太郎とカレンはすっかりおいてけぼりにされてしまう。

　仲良くなってくれるのはいいのだが、縁太郎は阿笠をまひるの旦那候補として推せるのかどうか。まだ確信を持てていない。

「──あの。ちょっと聞きたいことがあるのですが」

　と、二人の会話が途切れた瞬間を狙って、声を差し込む縁太郎。

「カレンから、阿笠さんはすごいシェフで、将来は自分のお店を持つつもりだって聞いているんですけど、そうなんですか？」

　阿笠のダメじゃない部分について尋ねると、彼はあまり気ノリしない様子で「まあ、そうねえ」とつぶやいた。

　そして言葉を途切れさせてしまう阿笠に、カレンがもどかしげに眉を寄せ、

「今はここで働いておりますけど、若い頃はフランスで料理の修行をしておりましたの。有名なレストランに勤めていたこともありまして、いつかは自分のお店を開くつもりなんですの」

　しかし阿笠は、ぼんやりと頭をかきながら、

「そのつもりなんだけど、それもなかなか大変でね。あかねもまだ手がかかるから、もうちょっと先でもいいかなって」

「あかねちゃん……っていうのは、その」

　まひるがおずおずと阿笠に問いかける。

「あかねはおれの娘なんだけど……カレンちゃんから聞いてるんだよね？　おれがバツイチで子持ちってこと」

「……ええ。もちろん」

　まひるは阿笠と会ってみると言ってくれたが、子供のいる彼との交際については、いいとも悪いとも言っていない。

　こればっかりはためらっても仕方がないと、縁太郎も思う。

　子供がいる相手との交際に消極的な気持ちを持ってしまうのは当然であるし、そういう相手との交際を強引に勧めることは出来ない。

「一度、あかねと会ってみるといいですわ。可愛いですわよ。生意気ですけど」

　カレンが明るい口調で提案し、ぎこちなくなってしまった空気を押し退ける。

「生意気とはなんだ。ひたすらに可愛いだろうが」

　コックコートの内ポケットからスマホを取り出した阿あ笠がさが、待受画面をまひるへと見せる。

「こいつが、あかね。今は幼稚園の年長組で、来年は小学校」

　スマホの画面の中で、子供用のドレスを着ている女の子が嬉うれしそうにしている。

「わあ、可愛い。これは、誕生日とか？」とまひる。

「そう。プレゼントは何がいいかって聞いたら、お姫様みたいなドレスを着たいって言うから、子供向けの写真屋に連れていったんだ。そしたらここ、すごいたくさんドレスがあって、もうあかねのやつ大はしゃぎでさ」

「もしかして、スタジオ・アリサ？」

「お、よく知ってるね」

「保育園の子供たちも、よくアリサで写真を撮ってるの。衣裳が充実してるって、お母さんたちからも好評で」

　競馬の話をしていた時とは、また違った意気投合の仕方をする二人。

「縁えん太た郎ろう。ちょっと手伝ってくださいまし」

「ああ」

　カレンに呼ばれて、縁太郎は席を立つ。

　ドリンクバーに二人で並んで飲み物を作る。

「あの二人。どう思います？」

　小声で聞かれて、縁太郎はコップに氷を入れながら答える。

「人柄の相性はいいと思う。あとは、あかねちゃんとの相性次第ってところかな」

「まあ、そうですわよね。あかねとも会ってみないと分かりませんわよね。どうします？　なんなら食事会でもセッティングしますけど」

「そうだなぁ……。何かいい感じのイベントを企画できないかどうか、ちょっと考えてみるよ」

「分かりましたわ。わたくしも何かあれば協力いたしますので」

「悪いな、カレン。助かるよ」

　子供が喜びそうなイベントを企画したいなと思いつつ、縁太郎は飲み物を手にしてテーブルに戻った。
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　カレンがまひるに阿笠を紹介した、その翌日。

　カレンに続いて、今日は牡ぼ丹たんがまひるに男性を紹介する。

　そこは出版社の近くにある喫茶店で、牡丹は四人がけのテーブル席に男性と並んで座って、縁えん太た郎ろうたちが来るのを待っていた。大きな窓から射し込んでくる夏の日差しがまぶしいが、店内は空調が効いていて涼しい。それなのに牡丹のとなりにいる男性は、だらだらと汗をかいていた。

「大丈夫ですか、男爵。昨日の夜、変なプレイでもしたんですか？」

「い、いや。むしろ煩ぼん悩のうを振り払うために、オナ禁したし」

　見るからに緊張している彼こそ、成り行きでまひるに紹介することになった漫画家──怪盗エロゲ男爵だ。黒いスーツを着用し、まだまひるが来ていないにもかかわらず背筋を張っている。歳は二十代半ばで、やせ型。顔立ちは悪くないのだが、変わったヘアースタイル──前髪を伸ばして片目を隠して、銀色に染めて、赤いメッシュを入れている──ので、奇抜な印象が強い。

「その格好、暑くないですか？　冬のスーツですよね、それ」

　男爵の頬ほおに汗がつたって、あごの先からぽたっと落ちる。

「だって、ちゃんとした服とか、これしかないし……。編集長からパーティー用に良いスーツを持っておけって言われて、買ったやつ」

「……うわ、ほんとだ。アルマーニとか初めて見ました」

　スーツの襟をつかんで、ブランド名のタグを確認する牡丹。

　男爵は口元を強こわ張ばらせたまま、

「こ、これで、平気かな？　変じゃない？」

「大丈夫だと思いますよ。変ですけど」

「変なのぉ!?」

　ガーンとショックを受ける男爵に、牡丹は「うーん」と喉のどをうならせる。

「気合いが入りすぎて空回ってる感じなんですよ……。ちょっとした顔合わせなんだから、もっとラフな服装でいいのに」

「だって牡丹センセーが、ちゃんとした服で来るようにって、言うから」

「それは、男爵の普段着がヤバすぎるからですよ。そういうふうに言わないと、アニメのプリントＴシャツとか着てきちゃうでしょ、男爵は」

「……あれだってちゃんと服だし。オシャレぶってるリア充の服より、高いし」

　男爵はぶつぶつ文句を言いながら、テーブルに頬ほお杖づえをついて、窓の外へと目を向ける。するとそこに、カノジョらしき女性をつれている若い男性が通りかかる。それはリア充を絵に描いたようなオシャレ男子で、男爵のこめかみにビキッと青筋が浮いた。

「そのリア充コンプレックス、なんとかしたほうがいいですよ。そんなんだからモテないんですよ」

「んなっ!?」

　キッとにらんでくる男爵を尻目に、牡ぼ丹たんは涼しい顔でキャラメルフラペチーノのストローをくわえる。

　この怪盗エロゲ男爵という男は、実に〝もったいない〟人だと牡丹は思うのだ。

　顔立ちは悪くない。むしろどちらかといえばイケメン寄りで、普通にしてればモテると思う。しかしリア充たちを嫌悪して、劣等感をこじらせているせいでモテから遠ざかっている。もっとこちらから歩み寄ればいいのに、リア充に媚びるぐらいなら貞操を守って死んでやるとまで言っている。

　いったい彼とリア充の間に何があったのか？

　事情を聞いても、男爵は不機嫌な顔で一切を語ろうとしない。

「そういや、牡丹センセー。漫画って、続けるんだよね？」

　ふと、思い出したかのような口調で聞かれて、牡丹はこほっとむせかえる。

「ええ、まあ……はい」

「あんときは焦ったよ。牡丹センセーが漫画辞めるかもしれないって聞いて」

　牡丹はエロ漫画雑誌に〝妊活ガール立たち華ばなさん〟という漫画を連載しているが、婚活絡みのごたごたのせいで、先月号の原稿を落としてしまった。穴を開けてしまったところに別の漫画を掲載する必要があって、臨時で読み切りを描いてくれたのが、この男爵だったのだ。

「あの、休載の穴埋めをしてもらって、すいません。助かりました」

　姿勢をただして頭をさげる牡丹。

　男爵は「あー、まあ、その」と視線を泳がせて、

「牡丹センセーは、同じ先生んとこで修行した穴兄弟みたいなもんだし」

「いや、穴兄弟ではないですよ。わたし、チンチンありませんし」

　真面目に感謝したのに下ネタで茶化されて、むっとする牡丹。

　もっともそれが、彼の照れ隠しであることは分かっている。

「あ、来ましたよ。縁えん太た郎ろうさんとまひるママ」

「え、ちょっと待って。心の準備が！」

　牡丹は椅子から立ち上がり、喫茶店の入口でキョロキョロしている縁太郎とまひるに手を振った。
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「か、怪盗エロゲ男爵です！　牡丹センセーと同じ雑誌で、エロ漫画を描いてます！」

　カチコチに緊張している男爵が、ガチガチに固い声を出す。その視線はコーヒーカップに固定されたままだ。

「小こ日向ひなたまひるです。はじめまして」

　向かいの席に座っているまひるが、男爵の緊張を察して、優しく微笑んでくれる。

「あっ、はっ、はじめまして！　本日は、お日柄もよくて、えっと、その……」

　男爵は苦心して顔を上げるが、まひるの顔を見ることができず、その視線をまひるの胸元へ向けて、




「おっぱいも、大きくて！」




「ちょっ、なに言ってんですか!?」
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　となりに座っている牡ぼ丹たんがぎょっとして、

「まひるママ、ごめんなさい。男爵、緊張してるみたいで」

　頭を下げる牡丹と一緒に、男爵も「──っす」とお辞じ儀ぎする。

「そんなに緊張しないで。深呼吸して、落ち着いて」

　まるで園児に接するように優しくされて、男爵の肩から力が抜けていく。

「あ、はい。じゃあ……すはぁーっ」

　言われたとおりに、深呼吸。

　どうにか落ち着きを取り戻して、たどたどしい口調でまひると話し始める男爵。

　しかし天気の話と趣味の話をしたところで、沈黙してしまう。何か喋しやべらなくてはと焦った結果、「好きな体位はなんですか！」という最低な話題を振ってしまって、牡ぼ丹たんが「もぉー」と呆れた声を出す。

「──ところで、男爵ってのはペンネームなんですよね？　本名は？」

　縁えん太た郎ろうが会話を繋つなごうと思って話題を振るが、

「本名は、言いたくない」

　と、男爵は不機嫌そうにそっぽを向いてしまう。

　そういえば言い忘れていたと、思い出した牡丹がフォローする。

「実は男爵、名前がアレなんです。変わってるというか、オンリーワンというか、キラキラしてまして……。だから、触れないでおいてあげてください」

「そうなのか？　でも、本名を知らないっていうのは、さすがに……」

　男爵のことを見つめて、腕を組む縁太郎。

　男爵も名前のことを話題にされたのが嫌だったのか、口をへの字に曲げている。

「だ、男爵。せっかくだからまひるママを描いてあげてください。漫画家として格好いいところを見せるんです」

　気まずい空気を何とかしたくて、トートバッグからスケッチブックを取り出した牡丹。

「まあ、いいけど……」

　スケッチブックと鉛筆を受け取った男爵が、まひるのことを見る。

　その顔から、すっと表情が消えた。

「……うん」

　小さくうなずき、スケッチブックへ目を向ける男爵。迷いのない筆さばきで鉛筆を動かして、しゃしゃっと小気味よい音が聞こえて、そのたびに牡丹は感嘆の吐息をもらしそうになる。でも悔しいから、口を固く引き結ぶ。

「できたっ」

　スケッチブックを立てた男爵が、少年のように笑う。

「わぁ……」

「おぉ……」

　まひると縁太郎の口から、同時に声が出た。

「男爵はいろいろとこじらせてますけど、漫画の腕はすごいんです。今はエロ漫画を描いてますけど、作画の腕を見込まれて、原作つきで少年漫画の連載をすることが決まってます」

　牡丹はいつものように笑おうとするけど、その笑みがぎこちなくなってしまう。

「すごいんだね、男爵くん」

　まひるがぱちぱちと手を叩き、男爵が頬ほおを赤らめながら目をそらす。うつむいたまま「じゃあ、これっ」と、スケッチブックを切り取ってまひるに差し出した。

「いいの？　もらっちゃって」

「も、もちろん。そのために描いたんだし」

　男爵の画力は本物で、牡ぼ丹たんも漫画家だからこそ、その凄さが理解できてしまう。

　人間としてはダメだけど、漫画家としてはダメじゃない。それどころか、ものすごい。才能に嫉妬してしまう。安易にこの言葉を使いたくはないけど、天才……だと思う。

「牡丹。どうかしたか？」

　と、縁えん太た郎ろうが心配そうな顔で牡丹のことを見ている。

「い、いえ。何でもないです」

　牡丹は慌てて笑みを取とり繕つくろって、

「それより、男爵はどうですか？　まひるママのお相手として、悪くないと思いますよ」

「お、おう。そうだな」

　縁太郎が男爵とまひるの会話に戻って、牡丹は小さく息をつく。

　──縁太郎さんは、こういうところが……。

　ズルいよなぁと、あらためて思う。

　普段はぼーっとしてるくせに、妙に鋭い時がある。誰かに気づいてほしい気持ちを、汲み取って気にかけてくれる。

「お、おれ、まひるさんのこと、好きになったかも！」

　男爵が楽しそうに笑っている。

「もー、男爵くんったら」

　まひるも嬉うれしそうに照れている。

　そして牡丹はこっそりと縁太郎のことを見つめて、小さく首をかしげる。

　縁太郎に対して好意があるのは事実だが、百もも瀬せがいうようなものではないと思うのだ。これまで経験してきた恋愛のそれとは違う。何かもっと、穏やかで温かいものであるような気がするのだが……。

　果たしてそれが何なのか、牡丹は分からないのだった。
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　牡丹がまひるに男爵を引き合わせた、その日の夕方。

　白はく城じよう結婚相談所の居間に、結ゆ衣いと玉たま置きが横並びになって座っていた。

「私の友達で、玉置さん。こう見えてお坊さんだから……ちゃんとしてるの」

「玉置でーす。ちゃんとしてまーす♪」

　ニカッと笑って横ピースをする玉置の向かいに、まひると縁太郎がいる。

「仲人なこうどの白城縁太郎です。神田祭の時に会ってますよね」

　座布団の上に正座をしている縁えん太た郎ろうに、あぐらをかいている玉たま置きが「んー」と不満げな声を出す。

「もっと気軽に、タメ口でいいよ。オレと縁太郎チャンって同い年ぐらいっしょ？」

「縁太郎、チャン……」

　縁太郎はあくまでも仲人なこうどとして玉置と接するつもりだった。しかし玉置がそう言ってくれるのであれば、そちらのほうが縁太郎としてもやりやすい。

「じゃあ、堅苦しいのは無しにさせてもらおうかな」

「おっ、いいね、そのノリ。社交辞令とか無しでいこう。オレのことは〝瞬しゆん介すけ〟でよろしく！」

「分かった。よろしくな、瞬介」

　縁太郎と玉置がハイタッチ。

　その様子を結ゆ衣いとまひるが、ポカンとした顔で見ている。

「──って、男同士で仲良くなってる場合じゃねえな。えっと、こちらがまひるさん」

　縁太郎が慌てて紹介し、まひるが玉置に微笑んだ。

「小こ日向ひなたまひるです。よろしくね」

「こちらこそよろしく、まひるチャン。オレの名前は、玉置瞬介。普段はお寺で坊主をやってて、木魚でバイブス感じちゃってる系なんだ」

　クラブのＤＪみたいなノリで、木魚を叩くジェスチャーをする玉置。

「こう見えて、ちゃんとしてるから！」

　結衣が必死に訴えかけて、玉置が大げさに笑う。

「結衣チャン。そんなに心配しなくて大丈夫だって。そういうノリって分かってくれるよ。ね、まひるチャン」

「ええ、そうね」

　まひるは玉置を見つめて、クスッと楽しそうに笑う。

「玉置くんって、わたしが付き合ってきた人たちと、似てるかも」

　すると玉置は、ニカッと笑ってガッツポーズ。

「好感触、きたぁっ！」

　しかし結衣は、言いづらそうに目を伏せて、

「玉置さん。それってあんまり、名誉なことじゃないからね。まひるがつき合ってきた男の人って……ダメな人ばっかりなんだから」

「結衣ちゃん、その言い方はあんまりよ。ねえ、縁太郎くん？」

　眉をハの字に曲げたまひるが、縁太郎を見つめるが、

「…………」

　と、縁太郎は険しい顔で目を閉じる。

「もー、二人してひどい！」

　ぷくぅと頬ほおを膨ふくらませるまひるに、玉たま置きがずいっと顔を近づけた。

「それなら証明してやるよ。オレみたいなタイプの男が、優良物件だってこと」

「あら……。ずいぶん積極的なのね」

　じっと見つめ合う二人。

　しかしまひるが目をそらし、

「でも、どうしよう。実はわたし、他にも男の子を紹介されたところなの」

　玉置がチラッと結ゆ衣いを見る。

　それは〝合図〟で、結衣は小さくうなずいて、

「そ、それなら、提案があるわ。交際相手を絞り込むために、旅行へ行くのはドウかしら？」

「おっ、いいねえ結衣チャン。せっかく夏だし、海とか行きたいところだね」

「ど、どうせなら、ミンナで行っても、いいかもネ。私や縁えん太た郎ろうも、イッショに！」

　結衣の口調が不自然にギクシャクしていて、玉置は吹き出しそうになる。

　──結衣チャン、演技下手すぎじゃん。

　疑われたらフォローしようと、身構える玉置。

「んー、そうね。それは面白そうかも♪」

　まひるは嬉うれしそうに手を合わせている。

「いいな、それ。じゃあ、みんなにも声をかけて出掛けるか！」

　縁太郎も乗り気で、「行くならお盆休みがいいよな」と日程の話をし始める。

　彼は仲人なこうどとして、テンションをあげていた。

　海への小旅行なんて、いかにも子供が喜びそうなイベントだ。まひると阿あ笠がさの娘──あかねを引き合わせるのにぴったりであるし、男爵や玉置との相性をたしかめることもできる。まひるの婚活を、大きく前進させることができるかもしれない。

　そして結衣は、こっそり玉置と視線を交わしてうなずき合っていた。

　ここまでは、計画どおり。

　まひるの婚活をきっかけにして、縁太郎と一緒に旅行へ行く。

　そこで結衣は勝負をかける。




　──今度こそ、縁太郎に告白を。




　心の中でつぶやいて、それだけで結衣は頬を赤らめてしまうのだった。







　第４話　夏の準備




　水み無な月づき結ゆ衣いは新しいことを始める時、知識から入る。

　本を読み、ネットを漁り、可能な限りの理論武装をしてから本番に挑む。

「愛されガールになりたいあなたへ」

　結衣は自宅のマンションで、お気に入りのロッキングチェアに座って本を読んでいる。窓の外には東京を一望できる夜景が広がり、床の上には結衣が読み終えた本が散らばっていた。

「大好きなカレからプロポーズされる１００の方法」

　結衣の読書ペースはものすごく速い。パラパラと適当にページをめくっているように見えるが、ちゃんと読んでいる。

「完全告白マニュアル」

　ページをめくる音がして、とさっと床に本が落ちる。

「……いまいち」

　ロッキングチェアから立ち上がって、リビングの中央にあるソファーへ移動する。そこにもたくさん本がある。すべて恋愛に関する本で、縁えん太た郎ろうに告白をすると決めたその日に注文したものだ。

「あ、ライン」

　結衣は通知に気づいて、ソファーの上に放置していたスマホへ手を伸ばす。




牡ぼ丹たん：海の話、聞きました。すっごく楽しみです♪　わたしたちの水着姿で、みんなを悩殺しちゃいましょう！




　水着……。

　結衣は自分の水着姿を思い描く。

　どんな水着で勝負しよう……。やはりビキニか、それとも清楚なワンピース？　縁太郎は、どういう水着が好きなのか。




牡丹：そのためには結衣にゃん。ちょっと痩やせたほうがいいかもしれませんね。

（苦笑するアニメキャラのスタンプ）




「え……」

　結衣はスマホの画面をにらんで、すぐに微笑んだ。

　まったく牡丹は、タチの悪い冗談を……。

　それでもいちおう電話をかけて、発言の意図をたしかめる。




『結ゆ衣いにゃん、太ってきてますよ。気づいてなかったんですか』

「え……ッ！」




　結衣は雷にうたれたような顔になる。

『わたし、見ただけで女性のスリーサイズが分かるんです。ほら、エロ漫画家ですからね。女の子の体型を普段から気にしているんです。それで結衣にゃんは、ここ一カ月ぐらいでウェストが増えてますけど……何か心当たりはありますか？』

　ある。

　縁えん太た郎ろうの気を惹くために、料理の練習を始めた。

　たくさん作って、たくさん食べた。

『普段は洋服で誤ご魔ま化かせますけど、水着になるとそうもいきません。ワンピースの水着にしても、体型は出ちゃいますからね』

「……そうね」

『もしよければ、わたしの通ってるジムを紹介しましょうか？』

「牡ぼ丹たん、ジムなんて行ってるの？」

『漫画家って仕事で運動しないから、油断するとすぐに妊娠しちゃうんです』

「にん、しん……」

　それはもちろん冗談なのだが、結衣は笑えない。

『その気になったら声をかけてください。一緒にエロい体を目指しましょう！』

「……ぜ、善処するわ」

『それ、絶対やらないやつじゃないですか』

　電話の向こうで牡丹が笑って、それに乾いた笑い声を重ねて、通話を終わらせた。

　スマホを持つ手が、震えている。

　──太った私じゃ、告白なんて……。

　結衣が思い詰めていると、スマホに別のメッセージが届く。

　それは蒼あお梨りとその友達のグループラインだった。




蒼梨：バイト、カレンちゃんのファミレスでいいかな？

ちー子：いいんじゃない？　定番って感じだし！

なほ：ファミレス、立ち仕事、重労働……。

（ため息をつく猫のスタンプ）




　女子高生たちのナチュラルなやり取りを見つめて、結ゆ衣いは太ってしまったショックに強こわ張ばっていた頬ほおから力を抜いていく。

　結衣は蒼あお梨りと仲良くなったことをきっかけに、蒼梨の友達の女子高生たちとも親交を深めていた。休みの日には一緒に遊びに行ったりするし、ライングループにも参加させてもらっている。ずっと遠くから眺めることしかできなかった女子高生と、今ではこうして直に触れあうことができる。




蒼梨：たしかに大変かもだけど、ウェイトレスって痩やせるみたいだよ。カレンちゃんとか、ほっそりしてるもん。




「──!?」

　そのメッセージに、結衣の顔つきが変わった。




ちー子：それ、いいね！　なほはちょっと太いし、ちょうどいいじゃん？

なほ：適正体重なんだが？

（不機嫌な猫のスタンプ）

ちー子：みんなそう言うんだよ。現実から目をそむけてさ。

蒼梨：っていうか、ちー子も人のこと言えなくない？

（クスッと笑う猫のスタンプ）

ちー子：はあ!?　そういう蒼梨も、お腹なかが成長期のようですが！

（太った猫のスタンプ）




　結衣はスマホの画面を見つめて、指を動かした。

　女子高生の間で流は行やっている猫のスタンプと一緒に、メッセージを送る。




結衣：そのバイト、私も興味ある！

（目を光らせる猫のスタンプ）




　＊　＊　＊




　七月も終わりに近づいて、夏休みが始まったころ。

　カレンの働いているファミレスの事務室に、四人の女子高生が来た。バイトの面接ということで横並びになって店長に挨あい拶さつをしている。

　彼女たちを推薦したカレンも、気になって様子をうかがっている。

「神か楽ぐら坂ざか蒼あお梨りです。よろしくお願いします」

　蒼梨が丁寧に頭をさげて、カレンは感心してしまう。白はく城じよう結婚相談所にいる時とはまるで別人だ。知らない大人の前なので猫をかぶっているのだろうけど、礼儀正しくできることは良いことだ。問題なく接客の仕事ができそうだ。

「ちー子だよ。よろしくねー」

　続いてちー子こと、岡おか崎ざき知とも子こがニコッと横ピースを決めた。

　茶髪のショートカットで、前髪ぱっつんで。顔立ちが幼くて言動が子供っぽい。

　フレンドリーなのはいいけど、さすがに礼儀がなさすぎる気がして、カレンはそれが気になった。

　ただ、本人は愛あい嬌きようたっぷりに笑っていて、悪気はなさそうなので、大丈夫かなと思う。接客の時だけ丁寧な言葉遣いができるように教育すればいい。

「……日ひ菜な塚づかなほ。よろしくおねがいします」

　なほは三人の中で一番背が低くて、黒髪ロングで整った目鼻立ちをしていて、無愛想で眠そうな目をしている。

　ちー子よりもなほのほうが心配だと思って、カレンはあごを触る。

　この手のやる気がなさげなタイプは、嫌そうな顔をしながらも仕事をきっちりこなす子と、イメージどおりに仕事をやらない問題児のどちらかであることが多い。キッチンを担当している阿あ笠がさはまさに前者で、怠惰な態度を見せてはいるけど、このファミレスで一番仕事ができる。後者にあたる存在としては大おお晴はる萌も恵えという問題児がいる。少し前に『セルフ夏休みに入ります』と宣言してから顔を見せていない。

　なほがどちらのタイプか分からないので、そこは不安であるけど……ひとまずは様子を見るべきだろうとカレンは考えていた。

　カレンはホールのバイトリーダーなので、新人バイトの面接に多少の口出しができる。この三人は採用で良さそうだと、店長へ目配せをする。

　しかし店長は、残ったもう一人へ目を向けていた。

　ＪＫたちに続いて、女子高生の制服を着ている結ゆ衣いが言い放つ。

「水み無な月づき結衣、名誉ＪＫよ。よろしくお願いします」

「ちょっと待ってくださいまし！」

　カレンがたまらず口を挟む。

「貴女あなた、保護者としてここに来たんじゃなくて、バイトをするつもりなんですの？　っていうか、何ですの名誉ＪＫって。女子高生でもなんでもないでしょう」

　結衣は涼しい顔でふぁさっと髪をかきあげる。

「何をもって女子高生とするのか？　その定義は人によって違うのよ」

「高校に通っている〝少女〟のことをいうんだと思いますわ」

　結ゆ衣いとカレンの視線がバチッと絡み合う。

「大切なのは気持ちなの。自分のことを女子高生だと思ったら、その時点で名誉ＪＫになれるのよ」

「女子高生が絡むと無茶苦茶なことを言い出しますわね……。っていうか貴女あなた、そもそもどうしてバイトをやりますの？　その必要はないでしょう」

　店長が「そうなの？」と聞いてきたので、カレンは立てた親指を結衣へ向け、

「結衣はお金持ちのお嬢様ですの。ファミレスでバイトをする理由がありませんわ」

「理由ならあるわ」

　肩にかけているスクールバッグ（の精巧なレプリカ）に手を入れた結衣が、履歴書を差し出してきた。

　カレンはそれを受け取って、その文面に目を向ける。

　志望動機の欄に、達筆な文字で──。




「ダイエットぉ!?」




「お、大きな声で言わないで。……その、ちょっと太っちゃったのよ。だから、旅行までに痩やせたくて」

「それならジムにでも行きなさいな」

「でも、ここで運動したほうが、蒼あお梨りたちを観察できるし、新しい女子高生との出会いがあるかもしれないし」

「不純な動機ですわね……」

　カレンはげんなりしていたが、店長はよく太った丸顔に歓迎の笑みを浮かべている。

「志望動機は何でもいいよ。働いてくれればそれでいい。とにかく人手不足なんだ。子供が夏休みに入って忙しいからって、パートさんたちがシフトに入ってくれなくて。学生たちも夏休みは遊びたいって言って、シフトに入ろうとしない。中にはセルフ夏休みに入りますとか、わけの分からない理由で休む子までいて……。だから君たち、大歓迎。女子高生でも名誉ＪＫでもなんでもいいから、ぜひとも働いてほしい」

　両手を広げて疲れた笑みを見せる店長に、結衣を含めた女子高生たちが引き気味に苦笑する。

「じゃあ、さっそくだけど、今日からシフト入れる？　早さ乙おと女め君、面倒見てあげて」

「それは構いませんけど……」

　店長は「よろしくね」と投げやりに言って、鏡の前に立つ。手早く身なりを整えて、ホールへ出ていった。

「……と、いうことですけど、どうします？」

「あたしはいいよ。どうせ暇だし」

　と、蒼あお梨りが頭の後ろで手を組んだ。

「そだねー。暇だったらお金使っちゃうし」

　ちー子が歯を見せて笑う。

「……二人がやるなら、私も」

　なほもやる気をみせて話がまとまった。

　その時、廊下を通りかかった男性がピタッと足を止める。

「おやぁ、見ない顔だね。新人ちゃん？」

　戸口に立って事務室をのぞき込んできたのは、キッチン担当の阿あ笠がさだった。

「面接のつもりが、今日からシフトに入ってくれって、店長が無茶振りをしてきましたの」

　カレンが肩をすくめると、阿笠がくっくっくっと喉のどの奥で笑う。

「そりゃあ災難だ。ま、でも、そういうことなら、今日からバイト仲間ってわけだ。おれはキッチン担当の阿笠。おじさんだけど、よろしくな。えっと、君たちは……」

「神か楽ぐら坂ざか蒼梨です」

「ちー子だよ♪」

「……なほです」

　ＪＫ三人たちに続いて、

「水み無な月づき結ゆ衣い。名誉ＪＫよ」

　キリッとした顔をしている結衣を見据えて、阿笠はじょりじょりと無ぶ精しよう髭ひげをさする。

「……君は、女子高生じゃないよね？」

　初対面の相手からまじまじと指摘されるとさすがに恥ずかしいのか、かぁっと赤くなりながらうつむいてしまう結衣。

「結衣ちゃん、負けないで！」と蒼梨。

「そうだよ！　結衣ちゃんは名誉ＪＫなんだから！」

　ちー子が両手を握りしめ、なほも結衣をじっと見て、

「結衣さん。自信をもって」

　ＪＫたちの声援に、結衣が顔を上げる。

「私は、女子高生ではなくても、女子高生。この胸に女子高生の気持ちを宿した、名誉ＪＫ──水無月結衣！」

　ふんすと鼻息を荒げる結衣に、阿笠は観念したかのように両手を開いて、

「分かったよ。女子高生の結衣ちゃんだね。よろしく」
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「──いや、納得しないでくださいまし！」

　カレンがたまらずツッコむが、阿笠は「いーじゃないの。女子高生が多いほうが、男性バイトもヤル気になるし」とヘラヘラ笑って、キッチンへ行ってしまう。

「まったく、もう……」

　カレンはバサバサと後ろ髪をかきあげて、吐息をついて気持ちを切り替える。

「ま、ＪＫでも名誉ＪＫでもなんでもいいですわ。店長の言うとおり人手不足ですから、とりあえず働いてみてくださいまし。まずは控え室へ行って、そこでサイズの合う制服に着替えて、最初は簡単な配膳の仕事をやっていただきますわ」

「カレン」

　事務室を出ようとしたカレンを、結ゆ衣いが呼びとめる。

「どのくらい働いたら、お腹なか回りに効果が出るかしら？」

「……貴女あなたはやっぱり、ジムへ行きなさいな」

　カレンが足早に廊下を歩き始めて、その後ろを結衣とＪＫたちが追いかけた。




　＊　＊　＊




　結衣が初めてのバイトに奮闘している頃。

　新宿にある出版社では、牡ぼ丹たんが編集の百もも瀬せと打ち合わせをしていた。

「今回は優良進行じゃないですか、牡丹先生」

　エレベーターホールの脇にあるパーテーションで区切られた打ち合わせスペースで、読み終えた原稿をテーブルの上に置いた百瀬が、向かいに座る牡丹に微笑みかけている。

「みんなで海に行くので、頑張りました！」

　いつものように露ろ出しゆつの多い格好をしている牡ぼ丹たんが、誇らしげに歯を見せて笑う。

「そうなんですね。もう、毎月海に行ってもらいたいぐらいです」

　牡丹は締め切り破りの常習犯なので、百もも瀬せはいつも苦労している。彼女の原稿の進み具合によっては、お盆休みを取れない可能性もあった。これで心置きなく帰省できると気を緩ゆるめたいところだが──百瀬にはもう一つ。心配の種がある。

「……ところで、男爵先生の婚活、どうですか？　上手くいってます？」

「んー、微妙ですね。まひるママと顔合わせをしてみたんですが、失言のオンパレードでした。まひるママだから笑って許してくれましたけど、普通の人が相手だったらセクハラで訴えられてます」

「あー。その場面、想像できちゃいます」

　男爵は男子校の出身であるせいか、エロに関する発言をまるで遠慮しない。ここがエロ漫画雑誌の出版社だから不問にされているが、もしも普通の会社であったら、セクハラで訴えられていてもおかしくないと、百瀬は思っている。

「でも、まひるママはさすがでした。男爵のダメなところを見事にスルーしてましたからね」

「まひるさんって、たしか……ダメな人ばっかり好きになってしまうんですよね？」

　牡丹はうなずき、テーブルに頬ほお杖づえをついて、

「だから男爵って、悪くないんです。いろいろこじらせちゃってますけど、将来有望ですからね」

「まあ、そうですね。ああ見えて突出した才能を持ってますからね、男爵先生は」

　怪盗エロゲ男爵という作家の将来性については、百瀬はもとより、業界全体でも話題にのぼるほどだ。同業者と会うたびに百瀬は、こんな言葉をかけられる。

『男爵先生、すごいよねぇ。うちでも描いてくれないかな』

　そのたびに百瀬は、誇らしさと同時に悔しさを覚える。

　担当としての贔屓ひいき目めがあるかもしれないが、牡丹だって負けてないと思うのだ。

　世間の評価がついてきてないだけで、単純に漫画の才能でいえば……。

「あ、あの！」

　と、パーテーションの向こう側から声がした。

　ひょっこりと顔を出したのは話題の男爵で、「まだ打ち合わせ中、ですか？」と遠慮がちに百瀬のことを見る。

「もう終わってるから大丈夫ですよ。どうしました？」

「いや、その、牡丹センセーに頼みたいことが」

「わたしに……ですか？」

　首をかしげる牡丹に、男爵はうつむいてモジモジと手を擦り合わせつつ、

「海に行く時の水着って、どんなのにすればいいのかな……。おれ、女の子と海に行くとか、初めてだから」

　牡ぼ丹たんはまるで興味のなさそうな顔で、

「何でもいいんじゃないですか。男爵だって竿役の水着とか適当に描くでしょ？」

「そ、それはそうだけど、形とか柄とか、一杯あるし！　どういうのがいいのか、分かんないし……」

「選んであげればいいじゃないですか、牡丹先生」

　百もも瀬せが助け船を出すと、牡丹が「えぇー」と口を歪ませる。

「牡丹センセー。よろしくおなしゃす！」

「もー。何でわたしが男爵のパンツを……」

　のっそりと立ち上がった牡丹が、重い足取りでエレベーターのほうへ行く。

　そのとなりを歩く男爵は、スキップを踏むような歩調で、しきりに牡丹に話しかけている。

　──おや……？

　エレベーターから手を振る二人を見送って、百瀬は笑みを引っ込める。

　もちろんそれは、ただの勘違いかもしれない。

　女の勘としかいえない程度の気づきではあるが。

「…………」

　百瀬はメガネをはずして、考える。

　果たしてこの可能性を、編集長へ報告するべきかどうか……。




　＊　＊　＊




　夜の白はく城じよう結婚相談所。

　居間のちゃぶ台に、空になったビールの缶が並んでいる。

　縁えん太た郎ろうが飲んだのは一本だけで、それ以外はまひるによって飲み干されている。

「これはちょっとぉ……はしたないかなぁ？」

　そう言って腰をくねらせるまひるは、ビキニの水着を着ていた。

「い、いいんじゃないですか。その……魅力的だと、思いますし」

　縁太郎は気まずげに言って、まひるから目をそらす。

　酔ったまひるから『新しく買った水着を見てほしい』と言われて、水着ファッションショーが始まってしまった。ただでさえ酔うと色っぽくなるまひるが、水着姿になっている。プールや海ではなくて居間で水着になっているというのが、なんかエロい。まるでＡＶの撮影みたいだなと思いそうになり、縁太郎は慌てて邪念を振り払う。

「そ、そろそろ、普通の服に着替えませんか？　俺、いったん外に出ますから」

「わたしはこのままでもいいよ。涼しいし」

「俺がよくないんです！　……目のやり場に困ります」

　目に毒なのに加えて、こんなところを誰かに見られたらまずい。

　そろそろカレンが来る時間だし、バイトの面接に行った結ゆ衣いと蒼あお梨りが戻ってくるかもしれないし。

　とか思っていると、玄関のドアが開ひらく音がして、足音が近づいてきた。

「なっ、ナニをしてるんですか！　これはどういうプレイですかっ!?」

　戸口に現れたのは牡ぼ丹たんだった。

　一番この状況に寛かん容ようそうな女性が来てくれて、縁えん太た郎ろうはとりあえずほっとする。

「まひるさんが酔っぱらって、水着の試着を始めちゃったんだ」

　苦笑しながら、ちゃぶ台の上に転がっている空き缶へ指を向ける縁太郎。

　すると牡丹は、探偵のようにあごをさすり、

「そして縁太郎さんは、これ幸いとまひるママの生着替えを？」

「観賞してない！　俺は廊下に出てた！　観賞するわけないだろ」

　縁太郎はまひるの着替えを見なかった。衣きぬ擦ずれの音がかなり耳に残っているけど、のぞいたりはしなかった。

「縁太郎さん。男らしくないですよ。女性の着替えと入浴シーンは、ラッキースケベを起こさないとダメなんです」

「それは牡丹の漫画の世界の話だろ。現実とごっちゃにするなって」

「まあ、そうですね。現実だとなかなか起こらないんですよねぇ。エロ漫画みたいなラッキースケベって」

　そう言いながら牡丹は、肩にかけているトートバッグの中から、デパートの袋を取り出した。

　そしておもむろに上着に手をかける。

「──って、なんで脱ごうとしてんだよ」

　思わず後ずさってしまう縁太郎に、牡丹はふふっと蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべて、

「実は今日、わたしも水着を買ったんです。まひるママも水着になっていることだし、わたしも水着バージョンになろうかなって」

「いやいやいや。なんでお前まで水着になるんだよ。一緒にまひるさんを正気に戻してくれよ！」

「起きぬなら、起こしてやろう、スケベ事故」

「ホトトギスみたいに言うなっ！」

　牡丹がするすると脱ぎ始めたので、縁太郎は慌てて廊下に飛び出した。

「牡丹ちゃんって、けっこう胸があるんだよね」とまひるが感心している。

「こう見えてＥカップあるんです。縁太郎さん、聞いてますか？　Ｅカップですよ！」

「いいからさっさと着替えろって！」

　縁えん太た郎ろうはふすまを背にして、迷惑そうに目を閉じて。

　それでもドキドキしてしまうのが、どうにも悔しくて。

「いいですよ、縁太郎さん」

　何でもなさそうな顔を意識しながら、居間に戻る縁太郎だが……。

「どうですか、縁太郎さん。今年は過激に攻めてみようと思うんです！」

「いや、さすがにこれは、まずいだろ……っ！」

　牡ぼ丹たんの水着はほとんどヒモで、あまりにも裸に近かった。

　縁太郎はたまらず牡丹から目をそむけて、まひるのほうを見る。そして目で訴える。牡丹の過激すぎる水着を注意してほしいと。

「このぐらいフツーですよ。ねえ、まひるママ？」

　ビールの空き缶を指でつまんで残っていないか確認していたまひるが、牡丹を見つめて、ニッと笑う。

「セクシーでいい感じよ、牡丹ちゃん」

　笑い合う二人の声に、縁太郎は小さくうなだれてしまう。
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　──やっぱ、まひるさんじゃダメだよなぁ……。

　ただでさえ牡丹のエロ活に寛かん容ようなまひるが、酒を飲んでより一層甘くなっている。

「ごめんくださいましー」

「こんばんわ」

　と、玄関のほうからカレンと結ゆ衣いの声がした。

　──あの二人なら！

　縁えん太た郎ろうが期待の眼差しを向ける先で、戸口にカレンが顔を出す。

　水着のまひるを見るなりぎょっとして、ヒモみたいな水着を着ている牡ぼ丹たんに向かって、

「露ろ出しゆつ狂きようですわ！」

　その声に縁太郎は、ほっとした。

　やはりカレンは常識人で、期待に応えてくれそうだ。

「カレン嬢。これぐらい普通ですよ。夏なんですよ！」

「夏だからって、そんな破は廉れん恥ちな水着は許されませんわよ」

　縁太郎の言いたかったことをビシッと言ってくれたカレンが、自分の着ていた上着を脱いで牡丹に羽織らせた。

「──で、縁太郎は何をしてましたの？　まひると牡丹に、水着を着せて」

「え？」

　まるでこの騒動の首謀者みたいに言われて、縁太郎はぶんぶんぶんと首を振る。

「二人が勝手に水着になったんだ。まひるさんは酔っぱらって、牡丹は何か、それに影響されちまって」

「……なるほど。二人とも海に行くから、はしゃいでますのね」

　カレンが腕を組んで吐息をつくと、まひると牡丹が仲良く「えへへ」と微笑んだ。

「ちなみに、縁太郎は──」

　戸口で様子を見ていた結衣が、少しだけ恥ずかしそうに頬ほおを染めながら、




「どんな水着が好きなの？」




「えっ、いや……」

　縁太郎は返事に困って、視線を泳がせる。

「やっぱりビキニよね、縁太郎くん」

　ビールの缶を持ったまひるが、キャンペーンガールのようなポーズをして見せる。

「いやいや、男の人は布面積が少ないほうがいいんです。このわたしのように！」

　くわっと目を見開いた牡丹が、羽織っていた上着をバッと脱ぎ捨てた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。何でそんな話になってんだ。俺の水着の好みなんて、どうでもいいだろ。なあ、カレン？」

　必死な笑みを浮かべて、カレンに助けを求める縁太郎。

　カレンは腕を組んだまま、柱に背中をあずけて、チラッと横目で縁えん太た郎ろうのことを見て、




「わたくしも……気になりますわ」




「カ、カレン!?」

　まさかの裏切りに、目を剥むいてしまう縁太郎。

「ヒモですよね、縁太郎さん」

　ふひひと笑った牡ぼ丹たんがにじり寄って来る。

「ビキニよね、縁太郎くん？」

　まひるもニコニコしながら縁太郎に近づいてくる。

「これは大切なことなのよ、縁太郎」

　戸口は結ゆ衣いがガードしていて、

「恥ずかしがらずに、おっしゃってくださいまし！」

　と、裏切りのカレンが瞳を光らせる。

「び、ビキニ。普通にビキニだから」

　追い詰められた縁太郎が答えて、四人の動きがピタッと止まる。

「……でも、ビキニといってもいろいろあるわ」

　結衣が不穏なつぶやきをもらして、再び四人が動き出す。

「マイクロビキニですか？　それともヒモみたいなビキニですか？」

「色もたくさんあるわよね。わたしは白が好きなんだけど」

「そこら辺はどうなんですの、縁太郎」

「これは大切なことなのよ、縁太郎！」

　じりじりと迫って来る四人に追い詰められて、縁太郎はたまらず天井をあおいで、

「もー、いい加減にしてくれって！」

　まひると牡丹は悪ノリを楽しんでいて、結衣とカレンは本気で縁太郎の好みを探ろうとしていて──。

　そんな四人に、縁太郎は水着の趣味を徹底的にリサーチされてしまったのだった。




　＊　＊　＊




　白はく城じよう結婚相談所で夕飯を食べて、みんなと一緒に家を出て。

「カレン。ちょっといい？」

　と、結衣が呼びとめてきたので、カレンは牡丹・まひると別れて近くの公園に入った。

「夜でも暑くなってきましたわね」

　カレンは公園の入口に設置されている自動販売機を見つめて、さっと目をそらす。家まですぐだし、無駄なお金は使いたくない。縁えん太た郎ろうたちとの旅行は予定外の出費で、ジュース一本だって節約したいのだ。

　──ガコン。

　と、自販機から大きな音がした。その近くに結ゆ衣いがしゃがみ込む。

「カレン、これ」

　結衣がジュースを差し出してくれた。

「あ、ありがと」

　カレンは結衣と並んでベンチに座って、何の話だろうかと思う。

　──バイトの話、かしら？

　面接だけの予定だったのに、いきなりシフトに入れられてしまった結衣と蒼あお梨りたち。カレンがつきっきりで仕事を教えたが、楽しそうに働いているように見えた。特に結衣はダイエットのために入店しているだけあって積極的だった。店長からも正式に働いてほしいと歓迎されている。悩むようなことがあるようには思えないのだが……。

「あのね、カレン……」

　コーヒーの缶を両手で握った結衣が、誰もいないブランコを見つめて、




「私、今度の旅行で……縁太郎に気持ちを伝えようと思う」




　蒸し暑い夏の夜だった。

　手のひらからジュースの缶の冷たさが伝わってきて、それが妙に現実的だった。

「カレンには言っておきたかったの。抜け駆けとか、そういうことはしたくないから」

　おそるおそる、顔色をうかがってくる結衣。

「……結衣はやっぱり、初心者ですわね」

　一瞬だけ表情を迷って、カレンは笑うことにする。

「婚活とは、仁義なき闘いなんですのよ。ライバルに情けをかけてはいけませんわ」

「でも」

「でももへちまもありませんわ。わたくしを出し抜いて縁太郎と結婚したいなら、全力でかかってきなさいな」

　カレンがじっと見据える先で、それでも結衣は目を伏せて、




「……でも、カレンとも、このまま友達でいたい」




　天下にその名を轟とどろかせる財ざい閥ばつの令嬢──水み無な月づき結衣。

　望むだけでほとんどのものを所有できてしまう。

　そんな彼女のどこか寂しげな横顔を、カレンはじっと見つめる。

「それだけ、だから」

　ベンチから立ち上がった結ゆ衣いが微笑みかけてくる。

　つい、笑みを返してしまうカレン。

　すぐに罪悪感がきた。

　遠ざかっていく結衣の背中を見つめて、カレンはゆっくり笑みを消す。

　恋愛が成就した時に、そのままの関係でいられるかどうかは分からない。

　少なくとも、何かは絶対に変わっているだろう。

　結衣とカレン。

　そのどちらかが、縁えん太た郎ろうと交際することになったら──。

「…………」

　生暖かい夜風を頬ほおに感じて、カレンは結衣からもらったジュースに口をつける。

　それはカレンの好きな炭酸オレンジだった。




　＊　＊　＊




　結衣たちが帰った後、縁太郎は居間で後片づけをしていた。

　今日もまひるがたくさんお酒を飲んだので、空き缶がちゃぶ台の上に転がっている。それを大きなビニール袋に入れながら、縁太郎は時代劇のテーマソングを口ずさんでいる。

　まひるの婚活のため──という名目で企画した旅行だが、その当日が近づくにつれて、縁太郎も自然とテンションが高まっていた。仲人なこうどの仕事を始めてから、こんなふうに海へ遊びに行くのは初めてだったのだ。

『本日のゲストは、婚活業界で注目を集めている若き社長。黒くろ峰みね優ゆう輝きさんです』

　と、何気なくつけっぱなしにしていたテレビから女性の声がした。

　縁太郎はビールの空き缶を手にしたまま動きを止めて、テレビへ目を向ける。

『それではみなさん。拍手でお迎えください』

　それは業界の著名人をゲストに招いて、その世界ならではの話を聞かせてもらうバラエティ番組で、司会をしている女性タレントが拍手をしている。それに続いて、観覧席の観客たちも手を叩く。軽快なＢＧＭが流れて、パリッとしたスーツ姿の男性──黒峰優輝が、堂々とした足取りで姿を現した。

『黒峰マリッジプランナー・社長の黒峰です。よろしくお願いします』

　黒峰はカメラに向かって礼儀正しく頭を下げて、女性タレントと向かい合う位置に置かれた椅子に腰かけた。女性タレントが慣れた様子で黒峰のことを紹介し、黒峰は自信に満ちた口調で受け答えをする。

『社長は最近、黒くろ峰みねマリッジプランナー・パートナーシッププロジェクトという、新しい試みに挑戦しているとのことですが』

　女性タレントの問いかけに、黒峰はカメラ目線で語り出す。

『今のままではダメだと思うんです。時代と共に人は変わる。昭和から平成に。平成から令和に。これだけ時代が変わっているのに、結婚相談所が変わらないのは、それこそおかしな話です。結婚相談所も進化しなくてはなりません。今の時代に、即した形に』

　黒峰は因縁の深い相手で、その言葉に耳を傾ける必要なんてない。

　そうは思うが、縁えん太た郎ろうはテレビから目が離せない。

『私はすべての会員、そして仲人なこうどたちに問いかけたい』

　黒峰は悠然と、自信に満ちた口調で言い放つ。




『時代は変わった。婚活はどうだ？』




　縁太郎は座ることもせず、腰をかがめた体勢のまま、気づけばその番組を最後まで見届けていた。

　──時代は変わった。婚活は……。

　縁太郎は母親からこの事務所を受け継いでいる。その仕事のやり方も母親のそれと変わらない。会員の気持ちに寄り添って、二人三脚で婚活をする。縁太郎はそれが正しいと思っているし、それこそが仲人の仕事であると考えている。

　しかし同時に。

　売り上げという非情な数字に、己の信念を揺さぶられてもいた。

　もしかすると、自分のやり方は時代遅れなのだろうかと……。

　不安に思うことはある。黒峰マリッジプランナーのやり方こそが、今の時代に合っているのかもしれないと。

「……いや。そうじゃねえ」

　縁太郎は首を振り、ちゃぶ台の上を片づける。

　すると、ピコン。

　小さなテーブルの上にのせているパソコンから電子音が鳴る。一般に公開している白はく城じよう結婚相談所のホームページに、一件のメールが来ていた。




〝テレビ、観ました？〟




　知らないアドレスから届いた、いかにも迷惑メールみたいな題名のメッセージ。読まずに削除しようかと思う縁えん太た郎ろうだが、タイミング的にギクッとさせられるものがあり、マウスのボタンをクリックする。




〝こんばんは、黒くろ峰みねマリッジプランナーの逢あい川かわです。

　白はく城じようさん、観ましたか？　先ほど放送された〝先駆者の流儀〟。うちの社長が出演したんです。これ実は、テレビ局からのオファーなんですよ！　黒峰マリッジプランナー・パートナーシッププロジェクトのことを知ったプロデューサーが、ぜひとも話を聞かせてほしいって。

　こんなことは滅めつ多たにないですよ。

　婚活業界という枠を超えて、注目されているんです。

　でも、これはまだほんの序の口。

　ほかにも雑誌や新聞から、取材の依頼がきてるんです。

　想定よりも大きな反響があって、営業部は嬉うれしい悲鳴をあげています。すでに新規会員の数が、先月の一・五倍になってます。もー、猫の手も借りたいほどに忙しい！

　なーんて、猫じゃダメですね。実力のある、仲人なこうどさんの手を借りないと。

　ということで、白城さんからのご連絡、お待ちしておりますので。〟




　縁太郎はパソコンの画面を見つめて、腹の底にじんわりとした熱を感じていた。

　それが果たして、苛立ちなのか、嫉妬なのか、羨せん望ぼうなのか焦しよう燥そう感かんなのか。

　分からないが、縁太郎は落ち着いていられない。

　インターネットで黒峰マリッジプランナー・パートナーシッププロジェクトについて検索し、逢川の言っていることが果たして正しいのかどうか、断片的な情報を繋つなぎ合わせて真実を突き止めようとする。

　その日は夜遅くまで、居間の明かりがついたままだった。







　第５話　渚の婚活女子




　まひるの交際相手を決めるための婚活旅行は、八月中旬・お盆休みの直前に、一泊二日で決行されることになった。

　いつもそのタイミングで白はく城じよう結婚相談所を休みにしていたし、まひるの保育園もお盆休みを取っていた。お盆より少しだけ早いタイミングにしたのは、寺の住職である玉たま置きの都合を考慮してのこと。さすがにお盆に入ってしまうと、忙しくて休めないらしい。

「いやぁー、晴れたねーっ！　まさに海水浴日和じゃん♪」

　雲ひとつない青空の下で、開襟シャツに短パンというバカンス・スタイルの玉置が、嬉うれしそうに白い歯を輝かせている。

　そこは白城結婚相談所の玄関の前で、二台の車が縦に並んで停車している。

　一台は縁えん太た郎ろうの車で、かなり使い込まれている白のワゴン。その後ろに停めてあるのは結ゆ衣いの車で、黒いステーションワゴン。

「これは、高級車ですわよ……」

　結衣の車を見つめるカレンが、鑑定士のような目つきになっている。玉たまの輿こし狙いの婚活をしていた彼女は、車や時計の値段に精通している。

「本当はもっと頑丈な車にしたかったんだけどね。女子高生を乗せるんだから、要人警護用の車を出したかったんだけど、あの車は四人しか乗れなくて」

　サングラスを外した結衣が、まぶしそうに目を細める。その視線の先には、蒼あお梨りとその友達──ちー子・なほの姿があって、自撮り棒の先端にとりつけたスマホで、結衣の車を背景に写真を撮っている。

　そう、この旅行には蒼梨たちＪＫ組も参加するのだ。

　……というか、いつのまにか、旅行の主導権をＪＫたちが握っていた。

　旅行のことを結衣から聞いた蒼梨が、一緒に旅行をすれば旅費を節約できると思いつき、同行したいと申し出てきたのだ。車を出してもらう代わりに旅行の計画を立てると言われて、それなら頼むと縁太郎が任せた結果、蒼梨たちはものすごく綿密な行程表を作り上げてきた。それを見た縁太郎は苦笑して、電車の時刻表のように細かく設定された予定はさすがに現実的じゃないので、行き先と泊まる宿だけを採用することにした。

「いえーい！」

「テンションあがってきたーっ！」

　蒼梨とちー子が声をあげ、なほもピースサインをスマホのカメラへ向けている。

　子供みたいにはしゃいでいる蒼梨たちは、学校の制服を着ている。制服姿で映ばえる写真をたくさん撮るつもりらしい。

　結ゆ衣いも同じ思惑を持っているのか、蒼あお梨りたちのそれと同じ制服（のレプリカ）を着ている。

　そんな結衣に対して、縁えん太た郎ろうたちはもはやツッコむことすらしないが、牡ぼ丹たんと同期の漫画家──怪盗エロゲ男爵は、結衣と蒼梨たちを交互に見つめて訝いぶかしげな顔になっていた。

　彼はエロ漫画家として鋭い観察眼を持っているので、女性を見ただけでその体型を骨格からイメージすることができる。結衣が十代ではないと即座に見抜き、女子高生の制服を着ている彼女に強い違和感を覚えていた。しかし誰もそれに対してツッコもうとしないので、触れてはいけないことなのかと思って口を閉じている。

「どうかしたんですか、男爵」

　いつもよりもさらに露ろ出しゆつの多い服装をしている牡丹が問いかけてきて、男爵が小さく結衣を指さした。

「あの人、何で制服着てんのかなって」

「ああ。結衣にゃんは名誉ＪＫなんですよ」

「名誉……ＪＫ？」

「ＪＫの気持ちを胸に秘めた、大人の女性ということです」

「？？？」

「まあ、コスプレのようなものだと思ってもらえれば」

「……それなら、理解できるけど」

　男爵がじっと見つめる先で、結衣は蒼梨たちと一緒に自撮りを楽しんでいる。

「あと来てないのは、阿あ笠がささんとあかねちゃんだけかな」

　と、まひるが遠足の引率をする保母さんのように、辺りを見回している。

　彼女は清楚なワンピースに麦わら帽子をかぶって、大きな箱形のバスケットを持っていた。

　飲んだくれている時とは、まるで別人。

　綺き麗れいなまひるがそこにいた。

　縁太郎は思わず見とれてしまったし、その後ろに控えている婚活男子たち──玉たま置き・男爵も、まひるを見つめて「おぉ……」と感嘆の声をもらす。

「まひるチャン、高原が似合いそうなコーデ、最高じゃん！」

　玉城がびっと親指を立てて笑う。

　男爵はありがたいものを拝むように両手を擦り合わせ、

「母性のオーラが目に見えるようだ……。ママぁ！」

「うふふ。二人とも、ありがとう」

　まひるがにこやかに手を振った、その時。

「いやー、悪い悪い。遅れちまった」

　カレンのファミレスの同僚──阿笠が、重そうなリュックを背負ってドタドタ駆けてきた。

「あかねの水着が見つからなくて。タンスをひっくり返して、どうにか見つけて」

　たははと苦笑する阿あ笠がさ。

　しかし、誰も彼を見ていない。

　みんなの視線に気づいた阿笠が、背中に隠れている子供の手を引いた。

「コイツは、あかね。ほら、お兄さんとお姉さんに『こんにちは』だ」

　阿笠は小さな女の子を連れていた。

　年齢は幼稚園児ぐらいで、長い黒髪をポニーテールに結っている。見知らぬ大人たちを怖がっているのか、阿笠の足に抱きついている。

「こんにちは、あかねちゃん。パパとお出かけ、嬉うれしいね」

　まひるがしゃがんで、あかねと目線を合わせるが、

「こどもあつかいしないで！」

　と、甲高い声が返ってきた。

「パパにはあたしがいるんだから、カノジョなんて、いらないんだから！」

　べーっと舌を出されて、まひるが大げさにビックリした表情をつくる。

「す、すいません。こら、あかねっ」

　ぎゅっと抱きついているあかねを引き剥がそうとする阿笠に、まひるはさっと手のひらを向けて、

「じゃあ、勝負だね。どっちがパパのカノジョになれるか」
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「そ、そんなの、あたしにきまってるもん。だってパパは、あたしのことがだいすきなんだから！　そうでしょ、パパ？」

　ぐりんと首を回して見上げるあかねに、阿あ笠がさは「そりゃ、まあ……」とまひるに気を遣って言葉を迷わせる。

　その時、まひるがこっそりウィンクをした。

　阿笠は察したように小さくうなずいて、

「そうだな。あかねがパパの一番だ。誰もあかねには勝てない」

「ほら、いったでしょ？　あたしのかちっ！」

　まひるは嬉うれしそうに肩をすくめて、

「負けちゃった」

「あたしのかちっ。あたしのかちぃ」

　あかねはその場で踊るようなステップを踏んで、「ねー、どっちのくるまにのるの？」と阿笠の服をぐいぐいと引っ張る。その無邪気な横顔を見つめて、まひるはにっこりと微笑んでいた。

「女性陣は結ゆ衣いの車。男性陣は、俺の車で」

　縁えん太た郎ろうがワゴン車のスライド・ドアを開け、男女に別れて車に乗り込んでいく。あかねは阿笠と一緒に縁太郎の車に乗ることになった。

「あたし、あっちのくるまがよかったなぁ。おじさんのくるま、ボロいんだもん」

「おじ……さん…………」

　あかねの何気ない一言に傷つく縁太郎だが、ぐっとこらえて、運転席のドアを開ける。

「縁太郎チャン、どんまい」

　助手席に座った玉たま置きが笑いかけてくる。

「いや、べつに」

　縁太郎は気にしてない感じを装いながら、車のエンジンをかけた。
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「みんな。合コンで成功する秘訣って、知ってるかい」

　出発してすぐに、助手席の玉置が後ろを振り返りながら言った。

「相手に合ったトークをする、とか？」

　縁太郎が車を運転しながら答えて、左のウィンカーを出して曲がる。一瞬だけバックミラーへ目をやって、結衣の車がちゃんとついてきていることを確かめる。

「女の子を性的な目で見ない」

　と、男爵が真面目な顔で言う。

　するとそのとなりに座る阿あ笠がさが、早起きをしたせいで寝てしまっているあかねを、自分の肩に寄りかからせながら、

「変に気張らず、ありのままでいたほうがいいんじゃないか？　女の目を欺あざむくなんて、男にはできん。最初から自然体でいたほうがいい」

　それを聞いた男爵は、シートの上で背中を丸めて爪を噛かむ。

「ありのまま？　じゃあ、おれは間違ってなかったのか？　でも、胸を見ないで顔を見ろって、牡ぼ丹たんセンセーが……」

「みんな、不正解」

　どさっと助手席のシートに背中を預けた玉たま置きが、これ見よがしに人差し指を立てる。




「正解は──男同士で仲良くなっておくこと」




　親指の爪から口を離した男爵が、玉置の後頭部を見据えて口をとがらせて、

「男同士で仲良くなっても、意味ないじゃん。女の子と仲良くならないと」

「それはそうだが、そこへたどり着くための布石が必要じゃん？　男同士で仲良くなれば、恋愛バトルでギスギスしないし、違う相手を好きになった時にはお互いサポートできる」

　男爵は「……なるほど」とつぶやき、阿笠は「たしかにねー」とあごの無ぶ精しよう髭ひげをさする。

「──と、いうことで、あらためて自己紹介。オレは玉置瞬しゆん介すけ。気軽に瞬介って呼んでくれ」

「怪盗エロゲ男爵。男爵って呼んでほしい。本名は言いたくない」

「阿笠寛ひろし。名字でも名前でも、好きなほうで呼んでくれ」

　続いて自己紹介をするべきかどうか、縁えん太た郎ろうは迷う。自分は仲人なこうどだから、距離を置いたほうがいいような気もするが……。

「ほら、縁太郎チャン。次は縁太郎チャンの番だぜ」

　と、玉置から水を向けられたので、赤信号で停車したタイミングで車内を振り返る。

「白はく城じよう縁太郎です。まひるさんの仲人として、サポートさせてもらいます。よろしくお願いします」

「……固いって！」

　玉置が呆れたように笑う。

「仲人って立場は忘れて、ダチになろうぜ。歳とか同じぐらいっしょ？」

「まあ、二十五だけど」

　それを聞いた男爵が目を丸くした。

「──えっ、そうなの!?　同い年じゃん。……てっきり、もっと上かと思ってた」

「うぐっ……」

　縁太郎は思わず息を詰まらせる。

　実年齢よりも年上に見られてしまうことを、縁えん太た郎ろうは気にしている。学生時代なんかは、同級生の保護者だと思われてしまうことがよくあった。それは恵まれた体躯のせいで、顔立ちがどうこうという話ではないのだが、そうと分かっていてもやっぱり、年相応に見られたいという気持ちが強かった。

「何か、ごめんな。でも、そういうことなら遠慮しないから。よろしくな、縁太郎」

　男爵が笑いかけてきて、縁太郎も気を取り直す。

「こちらこそよろしく。……えっと、〝男爵〟でいいんだよな」

「ああ。おれ、本名は結婚したい相手にしか教えないから」

「そんなに変わった名前なのか？」

「ネットでキラキラネームの話題になったら、たまに出てくる。改名したい」

　そこまで言われると逆に気になってしまうが、男爵が拗すねたようにそっぽを向いてしまったので、これ以上追及するのはやめておく。

「ところで、縁太郎チャンに聞きたいことがあるんだけどさ」

　青信号で車を発進させた縁太郎に、助手席の玉たま置きが何でもなさそうな口調で、




「結ゆ衣いチャンとカレンちゃん。どっちが本命？」




「はっ、えっ、いやっ！」

　しどろもどろになってしまった縁太郎に、玉置がハッハッハッと愉快そうに笑う。

「わっかりやすいなー、縁太郎チャン。で、どっちよ？　黒髪清楚な結衣チャン？　それとも金髪美人なカレンちゃん？」

「いや、その──」

「縁太郎！　お前っ、そういうことなのかっ!?」

　急にシートがガクッと揺れて、縁太郎は危うく舌を噛かみそうになる。

　後ろに座る男爵が、鬼の形相で縁太郎のシートを揺さぶって、

「あの女の子たちって、お前とそういう関係なのか？　お前、リア充だったのか？　おれを裏切るのかッ！」

「ちょっ、男爵、椅子を揺らすな！　危ねえって！」

「男爵君。ほら、落ち着いて」

　阿あ笠がさが男爵をなだめて、シートの揺れがおさまった。

「実はねぇ、縁太郎君。おれも気になってたんだよ。君と話す時のカレンちゃん。あれは恋する乙女の顔だ。賭けてもいい」

「阿笠さんまで……勘弁してくださいよ」

　縁太郎が眉を寄せながら嘆いて、阿笠がくっくっくっと喉のどの奥で笑う。

　そして縁えん太た郎ろうのとなりで玉たま置きは、談笑しつつも鋭い目つきで、縁太郎のことを観察していた。




　──結ゆ衣いとカレン、どちらが本命なのか？




　ただの話題作りとして、その質問を投げたわけじゃない。

　結衣のために探りを入れた──というわけでもない。

　玉置も自身の婚活のために、動き出していたのだった。
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　縁太郎の車の後ろを走る、結衣の車。

「結衣が車を運転できるなんて、意外ですわ」

　助手席のカレンから感心されて、誇らしげに口元を緩ゆるめる結衣。

「私、アメリカにいたから。あそこは車社会だから、車がないと不便なの」

「そうだとしても、運転手に送迎されているのかと」

　ほころんでいた結衣の口が、不満げなへの字になって、

「カレンは私を誤解してるわ。たしかに私の家はお金持ちだけど、お姫様ってわけじゃないんだから」

「……そうね。お姫様っていうより、女子高生って感じですものね」

　結衣は女子高生の制服を着て、サングラスをしてハンドルを握っている。いろいろとちぐはぐなスタイルだけど、それでも様さまになってしまうあたりは流石だなとカレンは思う。美人は服を選ばない。

「ところでカレン、牡ぼ丹たんは平気？　蒼あお梨りたちにセクハラしてない？　私はハンドルを放せないから、代わりに目を光らせてほしい」

「いくら牡丹でも、初対面の女子高生にそんなことはしませんでしょう」

　助手席のカレンが後ろを振り返る。

　結衣の車は三列シートで、一番前に結衣とカレン。二列目に牡丹とまひる。三列目に蒼梨・ちー子・なほのＪＫ三人組がいる。

　牡丹はカレンと同じように、後ろを振り返っていて、

「ちー子ちゃんとなほちゃんは処女なんですか？　セックスの経験は──」

「!?」

　結衣の眉が大きく動いて、ハンドルを持つ手に力が込められる。

　車がグラッと左右に揺れて、カレンがさぁっと青くなる。

「牡丹！　そういう話は着いてから！　死にますわ！」

「そ、そうですね。じゃあ、セックスの話はまたあとで」

　なほとちー子が赤い顔で、チラチラと視線をぶつけ合っている。

「なほは処女でしょ？　相手いないじゃん」「そう言うちー子も、カレシの気配がまるでない」

　ひそひそ声で牡ぼ丹たんのエロトークの余波を処理している二人。

　その横で蒼あお梨りは、別の理由で赤くなっていた。

　いきなりひどい話をしてきた牡丹のことが、身内として恥ずかしい。事前にエロトークをしないようにと、釘をさしておくべきだった。

「じゃあ健全に、婚活の話をするとしましょう。どうですか、まひるママ？　あの三人の中に運命の相手はいそうですか？」

「……そうねぇ」

　頬ほおに手を当てたまひるが、悩ましげに首をかたむける。

「男爵はどうですか？　ずっと男子校だったから童貞力が高めですけど、悪い人じゃありませんよ。まひるママが〝大人〟にしてあげれば、いい男に覚かく醒せいするかもしれません」

「それなら、阿あ笠がささんはすでにいい男ですわ」

　カレンがふふんと鼻を鳴らす。

　しかし牡丹は、まぶたを下ろして疑わしげなジト目になって、

「あの人、遊び人っぽくないですか？　若い頃はいろんな女性と遊んでたような気がします。ヤリチンの波動を感じるというか」

「ヤリ……」

　思わず眉をひそめるカレンだが、すぐに気を取り直し、

「その心配はいりませんわ。若かりしころの阿笠さんは、女性ではなく競走馬のお尻を追いかけていたみたいですから。競馬に負けて借金ができて、その時に助けてくれた女性と結ばれたんだとか」

「それはそれで、大丈夫じゃないような……」

　二人の話を聞いていたまひるが、おだやかな口調で、

「阿笠さんって、すごくあかねちゃんと仲がいいのね」

　するとカレンは、少しだけ気まずげに、

「まあ、お父さんしかいませんからね。阿笠さんも子こ煩ぼん悩のうなところがあるみたいですから、あんな感じで、べったりで。何というか、あかねは恋人気どりなんですのよ」

「たしかに、そんな感じだったね」

　ふふっと微笑むまひるに、カレンがおずおずと問いかける。

「実際に会ってみて、どうでした？　その……さっきのアレは、あかねも知らない人ばかりで怖がっていて、それでああいう態度になっただけだと思いますの。まひるに対して悪い印象を持っているとか、そういうわけではありませんのよ」

「うん。それはちゃんと分かってるよ。保育園でも、入園してしばらくはあんな感じになる子も多いから。阿あ笠がささんを取られちゃうんじゃないかって、警戒していたんだと思う」

「さすがは保育士ですわね。子供のことに関しては、わたくしよりも詳しそうですわ」

　笑みを交わす二人に、牡ぼ丹たんがずいっと身を乗り出して、

「でも、まひるママ的には、そこのところどうですか？　あかねちゃんを結婚相手の連れ子として、受け入れられそうですか？」

「それは……」

　まひるは前を走る縁えん太た郎ろうの車を見つめて、ふっと目尻を緩ゆるませる。

「思ったより、平気かも。あかねちゃんと仲良くなれたらいいなって、思ってる」

「さすがはまひるママ！」

　牡丹がにっと微笑んで、運転席と助手席の二人に向かって、

「結ゆ衣いにゃん、カレン嬢。二人にとっても、今回の旅行は婚活なんですからね。うかうかしてたら、わたしがみんなを悩殺しちゃいますよ。例の水着で！」

　膝の上に乗せているバッグをパンパンと叩く牡丹。

「本当にアレを着るつもりなんですの？」

　と、半眼になるカレン。

「私、他人の振りをするから」

　結衣がばっさり切り捨てて、牡丹のヒモみたいな水着を巡る議論が始まった。
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　縁太郎たちは高速道路を東へ進み、房総半島の東側──鴨かも川がわの海水浴場へ到着した。

　男女で別れて海の家で着替えをすることになり、先に水着になった縁太郎・玉たま置き・男爵が、横に並んでビーチを見渡している。

　眼前に広がっているのは、まさしく夏の海。

　強い日差しが砂浜を白く光らせて、ところどころにビーチパラソルがある。有線スピーカーから夏っぽい音楽が流れて、波打ち際から楽しそうな歓声が聞こえる。吹き抜ける風は潮の香りをふんだんに含み、ソースが焼ける香ばしい匂いも少しだけ。

「やっぱ夏の海ってテンションあがるよな。大人になってもわくわくするぜ」

　嬉うれしそうに深呼吸をする玉置。

「水着美女が一人……。水着美女が二人……」

　男爵はキョロキョロと落ち着きなく視線を動かしていて、その手には何故かスケッチブックと鉛筆があった。気になった縁太郎が「何でそんなもん持ってるんだ？」と尋ねると、

「カメラで撮ったら盗撮だけど、模写を罰するルールはない。つまりおれは、合法的に、水着美女を描き放題！」

　クククと喉のどで笑う男爵。

「実物が目の前歩いてんのに、スルーしてお絵かきとかあり得ないだろ」

　玉たま置きが呆れたように肩をすくめて、ちょっと見てろといわんばかりに歩き出す。タクシーをとめる仕草で手を挙げて、通りかかった水着の女性を呼びとめた。最初は怪け訝げんな顔をしていた彼女だが、すぐに笑って、何かを否定するかのように首を振る。

　女の子と笑顔で別れて、縁えん太た郎ろうたちのところに戻ってきた玉置が、やれやれと苦笑して、

「残念、カレシ連れだった」

「いきなりナンパかよ!?」

　たまらずツッコんでしまう縁太郎。

　そのとなりでは男爵が、どす黒いオーラをぶわっとまき散らし、

「おのれリア充、許すまじ……。セックスしたらチンコにイボができる呪いをかけてやる！」

　しかし玉置は笑って、男爵の肩に手を回す。

「じゃあさ、一緒にやろうぜ。オレがレクチャーしてやるよ♪」

「い、いや、無理だし……。おれがナンパとか、成功しないし……」

「──っていうか、ナンパしにきたんじゃねえだろ！」

　縁太郎が再びツッコみ、男爵と玉置を引き離す。

「おい、ちょっと手伝ってくれ」

　と、背中で阿あ笠がさの声がした。

　振り返ると、レンタルショップでビーチパラソルを借りてきた阿笠が、「なかなか上手く刺さらんな……」と苦戦している。

「パパ！　がんばって！」

　阿笠のそばにはワンピースの水着を着ているあかねがいて、両手に持った大きなヤドカリを振り回して、阿笠のことを応援している。

　縁太郎・玉置・男爵も手伝い、どうにかパラソルを立てることができた。

「縁太郎ーっ！」

　縁太郎がひたいの汗をぬぐっていると、カレンの声がした。

　見ると、こちらへ手を振っているカレンに続いて、結ゆ衣いと牡ぼ丹たんとまひるがやって来る。もちろん全員、水着姿になっている。

「「「おおーっ！」」」

　玉置・男爵・阿笠が声を揃えて、縁太郎も控えめに歓声を上げた。

　まひると牡丹の水着はすでに見ているが、結衣とカレンのそれを見るのは初めてだ。

　大きなクーラーボックスを肩に担いでいるカレンは、モデルのようにほっそりしている。陸上競技のアスリートさながら、引きしまったお腹なかの肉体美がすごい。

　結ゆ衣いはパレオを巻いてお腹なかのあたりを隠しているが、均整のとれた女性的な体型をしている。太陽の下で白い肌がまぶしいほどに……。

　──って、何を分析してんだ俺は！

　縁えん太た郎ろうは結衣とカレンを〝そういう目〟で見てしまったことに、罪悪感を覚える。夏の砂浜の開放的な雰囲気に、そそのかされてしまっていた。

　でも、それは縁太郎に限ったことじゃない。

　結衣とカレンも、いつもより大胆になっていたし、牡ぼ丹たんなんてヒモみたいな水着で砂浜を闊歩かつぽしている。

「牡丹センセー、えっろ!!」

　男爵が両目をカッと見開いて、スケッチブックをバッと開く。

「ちょっ、男爵！　男爵の写しや生せいは生々しいからダメですよっ！」
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「そんなこと言われても、牡丹センセーエロすぎて、我慢できないし！」

　しゃしゃっとすごい速さで鉛筆を振り回す男爵。スケッチブックに無数の線が刻まれて、あっという間に水着姿の牡丹になっていく。

「男爵、めっちゃ上手いじゃん！　ほとんど写真だな、こいつは……」

　スケッチブックをのぞき込んだ玉たま置きが息をのんでいる。

　男爵はペン回しの要領で鉛筆を回転させて、ニッと笑う。

「言っただろ？　模写を禁ずるルールはない。つまりおれは、合法的に、水着美女を描きほうだ──あっ！」

　牡ぼ丹たんが男爵からスケッチブックを取り上げた。

「男爵。ここに何しに来たんですか？」

「うっ……」

　言葉を喉のどに詰まらせる男爵。

「……そうだった。おれは、まひるさんに、ママになってもらうために！」

「いや、お嫁さんになってもらってくださいよ。……まあ、気持ちは分かりますけど」

　嘆たん息そくした牡丹が、まひるのことを見る。

　ビーチパラソルのところにやって来たまひるが、「まずはお昼ご飯にしよう」と言って、レジャーシートの上に箱形のバスケットを置いた。蓋を開ひらいた中にぎっしりと入っているのは、

「さんでぃっち！」

　すぐさま駆け寄ってきたあかねが、嬉うれしそうに言った。まひるはふふっと微笑んで、「これで手を拭いてからね」と使い捨てのおしぼりをあかねに差し出した。

「飲み物はここから取ってくださいまし」

　カレンがクーラーボックスを砂の上におろす。ジュースやお茶のペットボトルばかりで、アルコールの類たぐいは見当たらない。

「……まひるが飲んだら、台無しですから」

　カレンが縁えん太た郎ろうに耳打ちをして、縁太郎は手仕草でカレンに感謝する。

「それじゃーみんなで、乾杯しよーぜ！」

　玉たま置きがクーラーボックスからコーラを取って、他の面々もそれぞれ好きな飲み物を手にして、




「かんぱーい！」




　カチャンと、缶のぶつかる音がビーチにこだました。
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「まあまあのあじね。パパのさんでぃっちの、つぎぐらいにおいしいわ」

　評論家みたいな顔で偉そうにしているあかねが、もぐもぐとまひるのサンドイッチを食べている。ビーチパラソルの根元に置かれたバスケットの近くに陣取って、まあまあと言いながらも、次から次へとサンドイッチを口に運んで、頬ほおをふくらませていく。

「気に入ってもらえてよかった」

　あかねのそばに腰をおろしたまひるが、オレンジジュースの缶のプルタブを引き起こして、あかねに差し出した。

「でも、ぱふぁをあげたり、ひないんらから」

「あかね。食べるか話すかどっちかにしろ」

　阿あ笠がさから優しく諭さとされて、あかねはまひるの手からジュースの缶を受け取った。両手で持って、ラッパを吹く時のように口にくわえて、背中をそらせて一気に飲んだ。

「ぷはっ。さんでぃっちはおいしかったけど、パパをあげたりしないんだから」

　手の甲で口をぬぐったあかねが、これ見よがしに阿笠の腕を取る。

「和ロリはファザコンこじらせてんのな」

　からかう口調で言った男爵が、バスケットの中からサンドイッチを取り出して、食べる前にパンを上下に開いて中身をチェックする。

「わろりじゃなくて、あかね！　あなた、おとなのくせに、なまえがおぼえられないの？」

「お前みたいな和風ロリータを、おれの世界じゃ和ロリっていうの。ツナタマゴ♪」

　ニッと笑って、サンドイッチを口へ放り込む男爵。

「……男爵。あかねちゃんに変なこと教えないでくださいよ」と牡ぼ丹たんが小声でたしなめる。

「さすがのわたしも、幼女をエロ漫画のタグで呼んだりしませんよ」

「だって実際に和ロリなんだからしょうがないじゃん。げっ、トマト……」

　男爵がサンドイッチを閉じて、牡丹へ差し出した。

「トマトが食べられないなんて、男爵のほうがあかねちゃんよりも子供なんじゃないですか」

　男爵の代わりにトマトとチーズのサンドイッチを食べる牡丹。

「あたしはトマト、たべれるよっ！」

　と、あかねが男爵へ満面の笑みを向けて勝ち誇る。

「別に、トマト食えなくても死なないし……。げっ、パセリ」

　今度はあかねにパセリの入った蒸し鶏のサンドイッチが渡される。

「ちょっと男爵。手作りのサンドイッチをそんなふうにするのは失礼ですよ」

　牡丹が小声で指摘して、男爵がギクッとする。

「あっ、えっと、これは……」

　気まずげにまひるの顔色をうかがう男爵に、まひるはにっこり微笑んで、

「食べられるものだけ、食べてくれればいいからね」

「ま、ママぁっ！」

　まひるの母性にあてられた男爵が思わず声をあげ、男爵のとなりに座る牡丹が「まひるママ。あんまり甘やかしちゃダメですよ」と釘をさす。

　すると、その様子をじっと見ていたあかねが、

「だんしゃくは、パパにつくってもらえばいいわ。パパのさんでぃっちは、もっとおいしいんだから」

「お、おい。あかね」

　阿あ笠がさが慌ててあかねをたしなめようとするが、あかねはさらに大きな声で、

「パパはすごいのよ。なんでもおいしくしちゃうし、おやすみのひには、どうぶつえんにつれてってくれるの！」

　小さな胸を張ってふふんと得意げな鼻息をついたあかねに、まひるが優しく問いかける。

「あかねちゃんは、どんな動物さんが好きなの？」

「おうまさん！　あのね、どうぶつえんにいくとね、おうまさんがたくさんいてね、みんなでかけっこしてるの」

「お馬さんが、かけっこ……」

　まひるが微笑んだ顔のままで首をかしげた。

「あ、あかね。その、もっと違うところにも行っただろ？　ほら、おばあちゃんと一緒にデパートとか」

　必死な笑みを浮かべて、あかねをうなずかせようとする阿笠。

　しかしあかねは、きっぱりと首を横に振る。

「それはようちえんがやってるときでしょ？　なつやすみになってからは、どうぶつえんしかいってない」

　カレンが腰に手をあてて「たしかに馬はいますけど……」とつぶやいた。

　阿笠がギャンブル好きであることを知っている縁えん太た郎ろうは「そういうことか」と苦笑するが、他の面々はピンときていない様子。

「……あっ、もしかして」

　男爵がスケッチブックに絵を描いた。

「なあ和ロリ。それって、こんな馬？」

「そう、そんなかんじ！　あなた、えがうまいのね」

　男爵の描いた競走馬のイラストを見つめてはしゃぐあかねに、一同の口からため息がもれた。

「あのね、あかねちゃん」

　ずっとニコニコしていたまひるが、すっと真面目な顔になる。

「そこは競馬場っていう場所で、お馬さんはいるけど、動物園じゃないのよ」

「えっ。でも、パパがどうぶつえんって、いってたもん！」

「パパはうっかり、間違えちゃったんだと思うな」

　そしてまひるは、阿笠へ視線を送って、たしなめるように小さく首を振る。

「そ、そうだな。パパ、ちょっと勘違いしてたな。ほら、動物園ってのはアレだ、パンダさんがいるところだ」

「そーなの？　だからあのどうぶつえんには、おうまさんしかいなかったの？」

「あ、ああ。動物園っていうか、競馬場……だな」

「けーばじょー……。でもあたし、けーばじょーもすきだよ！」

　あかねが無邪気に笑って、「ちょっとあそんでくる」と言って、ビーチサンダルをはいた。

「待ってくださいまし。一人じゃ迷子になりますわ」

　走り出したあかねをカレンが追いかけて、阿あ笠がさも立ち上がろうとするが、

「ちょっと、阿笠さん」

　と、まひるが阿笠を引きとめた。

「ダメですよ。大人の都合で子供に嘘をついたら。阿笠さんが嘘をついていたって知ったら、あかねちゃんも嘘をつくようになっちゃいますよ」

「いやぁ……面目ない。たしかに、そのとおりだな」

　阿笠がしゅんと頭をさげて、まひるが「気をつけてくださいね」と念を押してから、微笑んだ。

　彼女が笑ったことでお説教の空気が消えて、再び夏のバカンスの雰囲気になるが。

　縁えん太た郎ろうはまひるのことを、じーっと見てしまう。

　彼女がこんなふうに誰かを叱っているのを見るのは、初めてだったのだ。
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　大人たちがビーチパラソルの下で昼食をとっている一方で。

　蒼あお梨りは海の家の軒先に並べてある木製の椅子に座って、瓶のコーラを飲んでいた。もちろん水着で、結ゆ衣いから借りたサングラスをして、潮風の心地よさを全身に感じて。

「蒼梨、なにひたってんの？　ウケる」

　ちー子がラーメンのどんぶりをテーブルの上に置き、そのとなりに座ったなほが焼きそばをすすり始める。インスタで見かけるセレブを気取っていたのに、ちー子の笑い声とソースの匂いが全てを台無しにしていく。

「映ばえないなぁ……」

　ずるずると麺をすする二人を見据えて、瓶のコーラを飲む蒼梨。

「いや、蒼梨だって」

　ちー子がナルトをつかんだ割り箸ばしを蒼梨へ向けてきた。蒼梨の前には山盛りのカレーライスがでんと置いてある。

「……まあ、映えじゃお腹なかは膨ふくらまないし」

　蒼梨は肩をすくめて笑って、コーラをテーブルに置いた。

「──で、どうする？　結衣ちゃんの件」

　蒼梨のコーラへ手を伸ばしたちー子が、断りもなしに口をつける。

「準備は万端。結衣さんの告白は上手くいく」

　ちー子からコーラの瓶を渡されたなほも、当然のように喉のどを鳴らす。

「まずは海へ連れ出す作戦でいこう。ちょっと泳ぎたいし」

　手元に戻ってきたコーラの瓶をくわえて、怪け訝げんな顔になる蒼あお梨り。妙に軽い。逆さにして振っても何も出てこない。全部飲まれた。

「ラーメンのスープ飲んでいいよ」

「紅しょうが、あげる」

「……割に合わない気がするけど」

　スープを飲んで、紅しょうがを食べて、一気にカレーをたいらげて、

「行こうか」

　ちー子となほがうなずいて、海の家の浮き輪レンタル・コーナーへと向かう。

　蒼梨たちは大人たちの婚活とは無縁であるけど、無関係というわけではない。

　同じＪＫ仲間として、結ゆ衣いの告白を応援していたのだった。
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　食後に玉たま置きが「みんなでスイカ割りをしようぜ」と言い出して、パラソルの近くに置いてあるスポーツバッグの中から、スイカとバットを取り出した。

「あたし、やりたい！」

　と、真っ先に手を挙げたあかねに、まひるがタオルで目隠しをする。地面に向けてバットを立てて、それを支点に十回転。

「わっ、なんか、くねくねするっ」

　砂の上に尻もちをついたあかねが、お腹なかをへこませて笑う。まひるに手を貸してもらって立って、重そうに両手でバットを構え、心眼をたよりにスイカを目指して歩き出す。まだ回転の余よ韻いんが残っているのか、その足取りがおぼつかない。右左によたよたフラついて、それが酔っぱらいのコントみたいで、見守る大人たちは吹き出しそうになるのを必死に我慢する。

「和ロリ！　もっと左！　いや、それは行き過ぎ……。っていうか、こっちくんな！」

　目隠しをしたあかねが男爵の声に誘われて、バットを振りかぶる。男爵が砂を蹴って逃げだした。

「とぁーっ！」

　こてっ、と。

　バットに振られて、あかねが後ろにひっくり返る。こけた拍子に目隠しがズレて、遠くにあるスイカをじっとにらむ。

「だんしゃくのいってるの、ぜんぜんちがうじゃない！」

「いやお前、おれの言うこときいてないもん。右とか左とか、ちゃんと分かってんのかよ」

「そのぐらいわかる！　あたし、ねんちょうのアゲハぐみなんだから！」

　尻もちをついたままの体勢で足をバタバタさせるあかねに、阿あ笠がさが近づいて、

「あかねには、こっちのほうがいいかもな」

　そう言って差し出したのは、プラスティックでできた棒状のおもちゃだった。

　それを目にした牡ぼ丹たんが、ほっこり微笑んで、

「あかねちゃん、プルキャラが好きなんですね。まあ、思いっきりターゲット世代ですもんね」

　その棒は〝プルリラ☆キャラット〟という魔法少女アニメに出てくる武器で、あかねぐらいの女の子はみんなプルキャラが好きだった。

「アレ、おれも持ってる。結構よくできてんだ」

　嬉うれしそうにしゃしゃり出てきた男爵に、牡丹が笑みを曇らせる。

「男爵って、プルキャラおじさんでしたっけ？」

「いや、最近のやつだけ。ほらあの、金髪で巨乳の子、いるじゃん？　キャラデザが良かったからエロ同人描きたくなって、原作チェックしたらハマっちゃって」

「……その話、あかねちゃんの前では絶対にしないでくださいね」

　プルキャラ・ステッキに武器を変えたあかねが、小さな肩に力を込めて、深呼吸。

　今度は男爵に代わって阿笠が、目隠しをしているあかねに声をかける。

「よしあかね。そのまま真っ直ぐ。もう目の前だ。とまって、ステッキを振り下ろせ！」

　あかねが「えいっ」とステッキを振った。

　その先端がスイカに当たって『シャララン』と、ステッキに内蔵されている効果音が鳴る。

　もちろんその程度ではスイカはびくともしないが──バットを手にしている阿笠が、あかねにバレないように素早く振り下ろし、

「……わ、すごい。やった！」

　目隠しのタオルを外したあかねの目に飛び込んできたのは、プルキャラ・ステッキの一撃によってパカッと割れたスイカだった。

「どう！　わっちゃった！」

　ステッキを振り回してはしゃぐあかねに、まひるが「すごいね、あかねちゃん」と手を叩く。

「へぇ……。阿笠さん、ちゃんとパパやってんじゃん」

　玉たま置きが小声で感心し、「ギャンブルのことさえなければ、いい人ですのよ」とカレンが苦笑する。

　そして二人の間に、一瞬、沈黙が流れ──。

「っていうか、久しぶりだね、カレンちゃん。お祭りの時以来じゃん」

「そう、ですわね」

　神田祭を舞台にした婚活企画で、二人は顔を合わせている。一度は婚活のターゲットにして、二人で食事にも行った。

「カレンちゃん、何か変わったね。今のほうが素敵かも」

　歯の浮くような台詞せりふを差し出してきた玉たま置きに、カレンは細い肩をすくめる。

「玉置さんは変わってませんわね。そういう言葉を、目についた女性へ片っ端から投げているんでしょう？」

「そ、そんなことないよ。オレがアプローチすんのは美人限定。たとえば、カレンちゃんみたいな」

「調子のいいことを言って」

　カレンは素っ気なく金色の髪をかきあげて、嬉うれしそうにスイカを配っているあかねに「くださいな」と声をかける。

「はい。どうぞ！」

　あかねからスイカをもらって、降り注ぐ日差しに目を細めつつ、さざ波の音につられて海のほうを見る。

「──お兄ちゃんも一緒に来て。なんかあったら危ないし」

　蒼あお梨りが縁えん太た郎ろうの腕を引いている。

　そのそばには大きな浮き輪を持ったＪＫたちがいて、名誉ＪＫの結ゆ衣いもいる。

「いいの？　行かせちゃって」

　玉置がよけいなことを言ってきた。

　カレンはガジガジとスイカをかじって、種をぷっと飛ばす。

「玉置さんこそ、よろしくて？」

「え、オレ？」

　うなずき、じっと玉置の目を見つめ、




「てっきり、玉置さんは結衣に気があるのかと」




　玉置は笑って、「結衣チャンはただの友達だって」と口にする。

「ま、信じておいてあげますわ」

「ほんとだよ。本気で好きなら、恋の応援なんてしないっしょ」

「恋の応援……。なるほど」

　カレンは指についたスイカの汁を、ペロッと舐なめて、

「誰かが結衣に入れ知恵をしているとは思っていましたが、玉置さんでしたのね」

「あー、まー、そんなとこ。ちょっと成り行きで」

「じゃあ、蒼梨たちをそそのかして抜け駆けをするというのも？」

　海に入ろうとしている縁太郎たちへ、スイカの切れ端を向けるカレン。

「いや。この旅行を提案するとこまではオレだけど、そっから先はノータッチ。結衣チャンやるじゃんって、感心してた」

「そう、ですの……」

　カレンはすっと腕をおろして、遠目に結ゆ衣いのことを見る。

　遠ざかっていく結衣の背中を見つめて、ぼんやりとスイカを食べて……。

　がりっと、妙な食感に思わず顔をしかめる。

　見ると、うっかり皮まで食べようとしていた。

「カレンちゃん、カブトムシじゃないんだから」

　カレンはかぁっと赤くなり、けらけらと笑う玉たま置きに、スイカの皮を投げつけた。
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　結衣は縁えん太た郎ろうに告白をするにあたり、蒼あお梨りたちに応援を頼んだ。

　玉置よりも女子高生たちのやり方のほうが、自分に合っていると思ったのだ。玉置は恋愛に慣れすぎている。彼の要求は、初心者の自分にとってはレベルが高すぎる。

　ＪＫたちは結衣の頼みを快く引き受けてくれて、告白のための計画を立ててくれた。

　その第一段階が、海で二人きりの時間を過ごすこと。

　特別な場所で、特別な時間を過ごしてこそ、特別な関係を築くことができる。

　蒼梨たちの理屈に結衣も同意して、縁太郎と海で二人きりになるためのお膳立てをしてもらった。

『沖へ行きたいからついてきてほしい』と蒼梨たちが縁太郎に声をかけ、ＪＫ組の一員として結衣もそれに同行する。

「じゃあ、お兄ちゃんと結衣ちゃんは丸太で。あたしたちはシャチで行くから」

　蒼梨たちが結衣と縁太郎に海の家でレンタルした丸太の浮き輪を渡し、自分たちはシャチの浮き輪を担いで砂浜を走り始めた。

「俺たちも行くか」

「うん」

　結衣はチャンスをくれたＪＫたちに感謝しながら、縁太郎と並んで砂浜を歩く。

　砂の感触が固くなると同時に、さざ波が押し寄せてきた。

「ひゃっ」

　思っていたよりも海水が冷たくて、声がもれてしまう。

「けっこう冷たいな」

　縁太郎が笑いかけてきて、それにコクッとうなずく結衣。

　ここで恋愛ドラマなら、「それっ」とか言って、水をかけあったりするのだが……。

「結衣って、泳げるのか？」

　そーっと水をすくっていたところに声をかけられて、結ゆ衣いは慌てて海水を捨てた。

「ええ。私、子供のころにそういう訓練を受けさせられていたから。自分の身は自分で守れるようにって」

　答えてすぐ、結衣はまずったなと思う。嘘でもいいから泳ぎが苦手と言っておいたほうがよかった。そのほうが、縁えん太た郎ろうから気にかけてもらえる。

「そういえば結衣って、お金持ちのお嬢様なんだよな。そういうの、忘れそうになってた」

「え。そう……？」

「すっかり庶民的になったっていうか、お嬢様って感じ、しないんだよ」

　丸太の浮き輪を脇にかかえた縁太郎が、結衣のことを見つめて微笑みかけてくる。

　結衣はドキッとしてしまい、照れ隠しに口をとがらせて、

「縁太郎。それ、褒ほめてるの？」

「も、もちろん、褒めてるよ。ほら、とっつきやすくなったっていう意味だし」

　慌てて弁解する縁太郎に、結衣はツンとしていた口を緩ゆるませて、

　──もしそうなら、嬉うれしいかも……。

　とっつきやすくなった、つまり、距離が縮まった。

　そんな方程式を思い浮かべて、ざぶざぶと海へ入っていく結衣。

「そろそろ足、つかないだろ」

　 と、縁太郎が丸太の浮き輪を差し出してきた。

「うん」

　長身の縁太郎はまだ余裕で歩いていたが、結衣は高い波に合わせて水中でジャンプをしていた。

「じゃあ、縁太郎。一緒に」

　結衣は丸太の浮き輪を横にして、その右側を両手でつかんで水面に体をあずける。縁太郎も同じようにして、プカプカと浮いている丸太の浮き輪につかまった。二人してうつ伏せに寝そべるみたいな体勢で、横並びになる。

　──これ、かなり近い……。

　すぐ真横に縁太郎の腕があって、結衣はドキドキしてしまう。

　しかしそれは縁太郎も同様で、結衣との距離感に緊張しているようだった。

　二人でゆっくりバタ足をして、だんだんと砂浜の歓声が聞こえなくなって。

　──落ち着いて、話を。

　結衣はあらかじめ、縁太郎と二人きりになった時の話題を用意していた。

　しかしそれを、思い出すことができない。

　波に揺られて、浮き輪が動いて、縁太郎と肩が触れてしまう瞬間があって。

　そのたびに結衣は、思考能力を失ってしまうのだ。

「俺、こんなふうに海で泳ぐの、久しぶりだよ」

　縁えん太た郎ろうが夏の太陽を見上げて、微笑んだ。

「私も、日本の海は初めて」

　結ゆ衣いもまぶしそうに目を細める。

「海外の海は、日本と違うのか？」

「あまり違わないけど、日本よりも広くて、サメが出る」

「サメ!?　それは、まずいんじゃないか」

「サメっていっても、大人しくて人ひと懐なつっこいサメだから」

「……そっか。映画に出てくる人食いザメみたいなやつじゃないんだな」

「そういうのもたまにいるけど」

「いるのかよっ!?」

　いつものように他愛のない話をして、笑い声を響かせて。

　こんな時間がずっと続けばいいのにと、願わずにはいられない結衣だった。
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　縁太郎と結衣とＪＫたちが砂浜に戻ると、男爵が埋められていた。

「やりましたね男爵。女体化ですよ、女体化」

　小さなシャベルを手にしている牡ぼ丹たんが、楽しそうに笑いながら男爵の体に砂を盛って、女性の形にしている。

「マジで？　おれ、エロくなってる？」

　サングラスをしている男爵が、視線を左右に振って目線で問いかけてくる。自分ではどうなっているのか分からないようだ。

「いい体だぜ、男爵。グラビアアイドルみたいだ」

　にかっと笑った玉たま置きがスマホで写真を撮って、それを男爵に見せる。

「でも、ボディラインがはしたないですわ。胸が大きすぎますのよ」

　カレンが男爵の近くにしゃがみ込んで胸を削ごうとするが、牡丹がすかさず「男性は大きいほうが好きなんです。ね、縁太郎さん？」と、縁太郎のことを見上げてニッと笑う。

「そいつは……人によると思うけどな」

　気まずげに頭をかいてうやむやにしてしまおうとする縁太郎だが、悪ノリを始めた牡丹がしつこく食らいついてくる。

「じゃあ、縁太郎さんはどちらがお好きなんですか？　貧乳・オア・巨乳？」

　機内食の〝フィッシュ・オア・ビーフ〟みたいな聞き方をされて、「いや、それは……」と返答に困る縁太郎。

　この質問は、何を言っても女性陣から批ひ難なんされてしまいそうだ。しかし興味がないと嘘をついたら、男爵や玉たま置きが冷やかしてきそうだし……。

「と、ところで、阿あ笠がささんとまひるさんは」

　縁えん太た郎ろうは強引に話題を変えることにして、牡ぼ丹たんが「あっ、もぉー」と不満げな声を出す。

「縁太郎、聞いてくれよ！　まひるさんが和ロリに夢中なんだよ」

　男爵が体を動かして砂が崩れて、「ちょっと男爵。動いちゃだめです。おっぱいが」と牡丹が男爵の肩を両手で押さえ込む。

「オレたちじゃあそこに入れない。お邪魔虫ムーブになっちゃいそうで」

　すっと玉置が指をさす。

　波打ち際で、阿笠とまひるとあかねがビーチボールで遊んでいた。

　阿笠がボールを高く放って、それをあかねとまひるが追いかける。二人して波に足をとられて、砂だらけになって、笑みがこぼれる。

「まひるさん。楽しそうだな……」

　あかねと遊ぶまひるを見つめて、縁太郎は思わず頬ほおを緩ゆるませるのだった。







　第６話　かくして夜はふけていく




　縁太郎たちが泊まる宿は、砂浜に隣接している民宿で、宿泊客専用のバーベキュースペースを持っていた。利用したいと希望すれば、キャンプ場で使われるようなバーベキューセットを用意してくれるし、具材も持ってきてくれる。準備と後片付けの一切を任せて、地元の漁港から届いたばかりの新鮮な魚介類を楽しめる。

「こ、こう？　こんなかんじ？」

　あかねがすごく慎重な手つきで、エビの刺さった串をバーベキューの網の上に置いている。すぐにジュゥーと焼ける音が聞こえて、煙が立ちのぼる。

「もう少ししたら、ひっくり返して」

　あかねのすぐとなりに立っているまひるが、優しく声をかける。

「もうすこしって、いつ!?」

　まひるを見上げて、切羽詰まった顔になるあかね。

　まひるは「うーん」とのんびり迷って、チラッと串を見る。

「今かな」

「いまなの!?　はやくいってよ！」

　あかねが慌てて串をひっくり返して、ハッとする。

「わかった……。いろでしょ？　えびがあかくなったらひっくりかえすの！」

　まひるがにっこりうなずいて、まひるとは反対側に立っている阿あ笠がさが「あかねは賢いなー」と言って、あかねの頭をぐりぐりと撫なでた。

「えへへ……」

　嬉うれしそうにはにかんだあかねが、今度はイカが刺さった串を手にして、そーっと網に乗せていく。




「──もうあれ、家族じゃん！」

　と、となりのバーベキューセットで男爵が吠える。

「まひるママ。本当にママみたいです……」

　同じバーべキューの網を囲んでいる牡ぼ丹たんはほっこりしているが、男爵はしかめっ面でジョッキのビールを飲み干して、

「っていうか、阿笠さんの力じゃなくて、和ロリのおかげだし」

「まあ、それを含めての相性ってことですよ。普通は足かせになっちゃいますからね。婚活をする時に子供がいるって」

「つ・ま・り、わたくしの見立てが良かったということですわね」

　牡丹のとなりでホタテに醤しよう油ゆをかけていたカレンが得意げに笑う。

　すると男爵は、肩を縮めて、

「あ……。……っすね」

「？　ずっと思ってましたけど、貴女あなたはわたくしのことが嫌いなんですの？　急に態度が変わりますわよね」

　カレンがバーベキューの串を男爵へと向ける。

　男爵は「いやっ、その……」と口ごもり、すっかり萎い縮しゆくしてしまった彼に代わって牡丹が口を開く。

「逆ですよ、カレン嬢。カレン嬢のことが気になってるから、まともに話せないんです。男爵は女性見知りなんですよ」

「女性──見知り？」

　牡丹がうなずき、やれやれと嘆たん息そくする。

「女性限定の人見知りです。男爵ってずっと男子校だったみたいで、女性に免疫がないんです。まひるママとも、すぐにはまともに喋しやべれませんでした。わたしとだって、目を見て話せるまでそれなりに時間がかかりましたから。最初のうちは男爵、わたしのおっぱいに話しかけてたんですよ」

「……だって、しょうがないじゃん。牡丹センセーが誘惑してくるから」

「し、してませんよ！」

　憤慨してツインテールを揺らす牡ぼ丹たん。

　しかし男爵は、そちらを見ずにエビを食べて、

「エロ漫画のアシスタントするのに、胸パッカーって開いた服を着てくるとか、おかずにしてくれって言ってるようなもんだし」

「あれは、そういうファッションです！　都合のいい解釈をしないでください」

「いやぁー、男爵の言うことも一理あるかもよ」

　男爵の横で焼きたてのホタテを頬ほお張ばっていた玉たま置きが、牡丹の谷間を指差した。

「牡丹チャンってセクシーだから、無自覚に誘惑しちゃうのよ。オレだって今、目が離せなくなってるもん」

　すると牡丹は、少しだけまぶたをおろしてふふんと微笑んで、

「玉置さんって、エッチなお坊さんですね」

「それについては否定しない。エロ坊主とか、よく言われるし」

　ニッと歯を見せて笑う玉置。

　そんな彼のことをジロッと男爵がにらむ。

　その眼差しに気づいた玉置が、「へぇ……」と面白がるかのように微笑して、

「何か言いたそうだな、男爵」

「べ、別に」

「もしかしてお前、牡丹チャンのこと……」

「えっ。そうなんですの？　そうなんですのっ！」

　カレンが身を乗り出してきて、男爵はたまらずうつむいた。

「……牡丹センセーは、同じ漫画家の友達、だから」

「…………」

　それを耳にして牡丹は、少しだけ不満げな気持ちになっていた。

　自分でも男爵のことは漫画家の友達だと思っている。

　だから何もひっかかることはないはずなのに、何故か腑に落ちないというか……。

「なるほど、友達ねー」

　串に刺さっているイカに噛かみついた玉置が、ニヤニヤしながらさらに追及しようかどうかを考えていると、

「──つまり、玉置さんと結ゆ衣いの関係ですわね」

　横からカレンが言い放つ。

　予想外の攻撃にひるんだ玉置に、すかさず牡丹が二の矢を放つ。

「そういえば気になってたんです。結衣にゃんと玉置さんって、どういう関係なんですか？　神田祭の婚活で知り合ったんですよね？　ちょくちょく会ってるんですよね？　本当にただの友達なんですか？」

　玉たま置きは笑って、バーベキューセットの脇のテーブルに置かれたジョッキへ手を伸ばす。

「結ゆ衣いチャンは、友達でしかないよ」

　ほんの一瞬──苦々しい表情を見せる玉置だが、一気にビールを飲み干して、パリピの笑みを取り戻し、

「──っていうか、カレンちゃんこそどーなのよ？　昼に続いて、抜け駆けさせちゃってもいーわけ？」

　玉置が立てた親指を、となりのバーベキューセットへと向ける。

　さっきまでそこにＪＫたちと結衣と縁えん太た郎ろうがいたが、蒼あお梨りが『インスタ映ばえスポットへ車で連れてってほしい』と言って、みんなで展望台へ行ってしまった。

「結衣チャンから聞いて知ってるぜ。縁太郎のこと、狙ってるって」

　カレンは無言で赤くなり、玉置の視線を横顔に受けながらハマグリを焼く。

「ちょ、待って。縁太郎と女の子の話って、マジだったの？　縁太郎爆発しろってこと？」

　困惑する男爵の肩に、玉置がぽんと手を置いた。

「そのとおりだ、男爵。結衣チャンとカレンちゃんのハートを盗んだ、縁太郎がぜんぶ悪い！」

「おのれ縁太郎……。仲間だと思ってたのに、許せねえ！　肝心な時に勃たたなくなる呪いをかけてやる！」

「じゃあオレは早漏になる呪いだ！」

　肩を組んでガハハと笑う二人に、牡ぼ丹たんが呆れて、

「勃たないのに早漏って、どんなチンチンなんですか……」

　騒がしい笑い声の中で、カレンは黙々と食べている。

　結衣の抜け駆けは、しかし抜け駆けではないとカレンは思っている。

　結衣はあらかじめカレンに告げてきた。この旅行で縁太郎に告白をすると。

　そのとき自分は、彼女を止めることができなかった。

　それなのに直前になって口を挟むのは、ズルイというか、卑怯というか、自分らしくないというか……。

　だからカレンは、あえて何もしないのだ。

　焦る気持ちはもちろんあるけど、必死にそれを隠しながら。
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　民宿から車で十分ほどの場所に展望台がある。

　そこはカップルが絆を深めるためのパワースポットで、恋する二人を盛り上げるためのアイテムが点在している。たとえば、一緒に鳴らすと幸せになれる鐘とか、それぞれの名前を書いた南京錠を引っかけておけば、ずっと一緒にいることができる金網とか。

「いい夜景だな。うん、これはたしかに映ばえる」

　吹き抜ける夜風に短い髪をなびかせている縁えん太た郎ろうは、ここがただのインスタ映えスポットだと思っているようだ。蒼あお梨りたちから『夜景の綺き麗れいなところで写真を撮りたいから、車を出してほしい』と頼まれているのだから、そう考えても仕方がない。

　でも、気づいてほしいと、結ゆ衣いは思う。

　この展望台にいる人たちが、そういう男女ばかりであることに。仲睦まじく手を繋つなぎ、夜景ではなくお互いの顔を見つめ合っていることに。

「……ここ、カップルが多いな」

「!?」

　縁太郎が照れくさそうに苦笑して、結衣の胸が高鳴った。

　周りのカップルたちとは、ほどよく距離が空いている。告白のことを知っているＪＫたちは、気を遣ってちょっと離れたところで写真を撮っている。

「そ、そういうジンクスがあるの。あそこにある鐘を一緒に鳴らしたカップルは、結婚できるとか。ほら、あの金網。南京錠がいっぱいあるでしょ。二人の名前を書いてくっつけておけば、ずっと一緒にいられるの」

「へぇー。結衣ってそういうのに詳しいよな。前に原宿でデートの練習をした時も」

「あの公園は有名な場所だから。原宿で一番ファーストキスをされている公園かもしれないって、ＳＮＳで言われてて」

「……なんかこういう話って、こっぱずかしいな」

　縁太郎が頭の後ろをかいて笑う。

「……うん」

　と、結衣も頬ほおを赤くしながらうつむいた。

　そして、

「あのね、縁太郎」

「お、おう」

　結衣は服の襟をただして、真っすぐに縁太郎のことを見る。

　おもむろに唇を開ひらいて、すっと空気を吸い込んで。




　──あなたのことが、好きなの。




　と、気持ちを伝えればいい。

　難しいことじゃない。

　たくさん練習もした。

　縁えん太た郎ろうだって何かを感じているかのように、こちらを見つめて言葉を待っている。

「私、その……」

　強く目を閉じて、結ゆ衣いは踏み出そうとする。

　意外なほどに、恥ずかしさがない。

　思っていたよりすんなりと、告白の言葉が喉のどを通りそうだった。

「縁太郎のことが──」

　しかしドクンと、嫌な感じの鼓動が耳にこだまする。

　ほんとうに踏み出してもいいのかと……。

　もう一人の自分が問いかけてくる。




　今、このタイミングで告白をすることが、果たして正解であるのか。




　気持ちを伝えるのはいいが、その先に待ち受けているのは、果たして本当に自分が望む未来なのか。告白の言葉によって引き起こされる化学反応に、後悔という二文字が含まれてしまう可能性は──。

「……結衣？」

　急に黙り込んでしまった結衣のことを、縁太郎が心配そうに見つめている。

　結衣は風船から空気が抜けていくような、長い吐息をついてから、

「縁太郎。写真を撮ってもらってもいいかしら？」

「おう、もちろん。せっかく映ばえる所に来たんだもんな」

　肌に馴染んだ空気を感じて、にっこり微笑んで。

　今はまだ、これでいい。

　この関係を、守りたい。

　結衣はスマホのカメラを見つめて、ポーズをとって。

　ふと、鐘の音が聞こえた。

　見ると、カップルが手を伸ばして鐘を鳴らしている。一緒に鳴らすと、結婚できるという鐘だ。

　──結婚。

　心の中でつぶやいて、結衣は表情を曇らせた。

　その場から動けずに、勢いよく駆け抜ける風に髪をなびかせる。




　目的地の遠さを知って、立ち尽くす旅人のように。







　第７話　手のひらの温もり




　翌日。

　東京へ帰る前に、鴨かも川がわシーアイランドという水族館に寄っていくことになった。

　そこは沿岸に面している大きな施設で、雰囲気はテーマパークのそれに近い。魚の水槽だけでなく、シャチやイルカやペンギンといった海獣のエリアがあって、定期的にショーをやっている。

『それでは、私の合図でジャンプします。それっ』

　ウェットスーツを着ているトレーナーの声に続いて、シャチが飛び上がる。空中に跳ね上がった水しぶきが、日光を反射してキラキラと光る。

「うわぁ！　きたっ！」

「あははっ！　迫力すごっ！」

「これ、カッパなかったらびしょ濡れじゃん！」

　最前列に座っている蒼あお梨りたちが歓声をあげた。

　大人たちも同じ観客席にいるが、濡れるのを嫌って後方にかたまっている。

　阿あ笠がさとまひるは楽しそうにショーを見ているが、阿笠のとなりに座っているあかねは少し飽きている様子。男爵はウェットスーツを着ているトレーナーの女性をスケッチブックに描いていて、牡ぼ丹たんから「せめてシャチを描いてくださいよ」と呆れられている。

　その近くでは結ゆ衣いが、となりに座っている縁えん太た郎ろうの横顔をこっそり見つめてドキドキしながら、シャチに関する雑学を披露していた。

「シャチは海のギャングと呼ばれる狂暴な水すい棲せい哺ほ乳にゆう類るいで、クジラすら襲って食べてしまうことがあるの」

「へぇー、そうなのか。そんなふうには見えないけどな。可愛らしい感じだし。色だって白と黒で、パンダみたいだ」

「あれは分断色っていう迷彩模様なの。人間と違ってほとんどの動物は、色を認識することができなくて、モノクロの世界に生きているから、動物の目で見ると白黒模様のパンダやシャチは、風景に溶け込んで発見されづらくなるの」

「へぇ、そうなのか……。さすが科学者、よく知ってるな」

「ま、まあね」

　得意げに微笑む結衣だが、科学者だからシャチの生態に詳しいわけじゃない。

　縁太郎からシャチのことを聞かれたらスラスラ答えられるようにと、あらかじめシャチに関する学術書を読みこんでいたのだ。

「お腹なかが白くて、背中が黒いでしょ。あれも保護色。海って上から見下ろすと暗くて、下から見上げると日光で明るいから、そういう色だとうまく背景に紛まぎれ込めるの。ペンギンも同じ理由でお腹なかが白いのよ」

「なるほどなぁ……」

　嬉うれしそうにうんちくを語る結ゆ衣いに、縁えん太た郎ろうが感心して相づちをうつ。

　その話を、少しだけ離れたところに座っているカレンがこっそり聞いている。

　昨晩、宿に戻ってきた結衣から告白できなかったと言われて、結衣には悪いが、心底ほっとしてしまった。人の失敗を喜ぶ自分が嫌になるけど、やっぱり縁太郎のことは諦めたくない。

「わたくし、飲み物を買ってきますわ」

　カレンは近くに座っているまひるに告げて、ステージの出口へ向かって歩き出す。

　それを横目で見ていた玉たま置きが、すっと席を立っていた。
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　ステージの入口にある自動販売機のコーナーで、ジュースを買ったカレンがプルタブを開ける。ステージのほうから歓声が聞こえて、自然とため息がこぼれた。

「カーレンちゃん」

　声に振り向くと、玉置が自販機のそばに立っていた。

「オレも何か飲みたくなっちゃって」

　ガコンと音がして、自販機から出てきたのは〝無糖〟と書かれた缶コーヒー。

「意外と渋い好みをしてますのね」

「格好いいっしょ？　ブラックコーヒーを飲む男って」

「……まさか、そのために？」

「イエース。オレってほら、モテるために生きてるようなもんだから」

　ブラックの缶コーヒーを一気に飲んで、「やっぱまずい」と舌を出す玉置。

「何か、玉置さんを見てると、悩んでいるのがバカらしくなってきますわ」

　カレンが思わず苦笑すると、玉置は空き缶をくずかごに捨てて、

「そーだぜ、損だぜ。悩む暇なんてあったら、酒でも飲んだほうがいい」

「玉置さんは悩みなんてなさそうですわね」

「ところがどっこい、でっかい悩みを抱えてる。こう見えて繊細なハートがここにあるんだよ」

　自分の胸をちょいちょいと指さして同情を誘う玉置に、カレンは取り合わない。適当なことを言っているだけだろうと思って、何も言わずにジュースを飲んで、




「カレンちゃん。オレと共闘しちゃわない？」




　ごくっと喉のどを鳴らして、横目で玉たま置きのことを見るカレン。

「それはつまり、結ゆ衣いに気があると。そういうことですの？」

　玉置は笑ったままだった。しかしその眼差しは、真剣なものになっている。

「最初はちょっとした遊びのつもりだったんだ。結衣ちゃんって、あんなに美人なのに恋愛経験が無くて、面白い女の子だと思ってさ。でも、恋の応援をしているうちに、いつの間にか……」

「じゃあその〝恋の応援〟はどうなさいますの？　結衣は貴方あなたのことを頼っているんでしょ」

　細い眉をひそめるカレンに、玉置は「そうだけど」と言い置いて、

「もうその必要はないと思う。結衣チャンは成長したよ。今回だって、告白の段取りはＪＫチャンと結衣チャンだけでやってたし、オレはお払い箱ってやつ。でもこのまま〝いい人〟で退場すんのも、なんか悔しくて」

「それでわたくしと手を組んで、縁えん太た郎ろうを出し抜きたい、と？」

「まあ、そんなとこ。悪くない話っしょ？　カレンちゃんは縁太郎と、オレは結衣チャンと、それぞれ狙った相手と仲良くなれるようにする。それにカレンちゃん、今のままじゃまずいって思ってんじゃない？　いつの間にか結衣チャンにリードされちゃって」

「…………」

　たしかに、カレンは焦っていた。

　結衣はぐんぐん成長し、縁太郎との距離を詰めている。

　このまま何もしなければ、決定的な差がついてしまうかもしれない。

「悪い話ではありませんわね」

　恋愛経験豊富な玉置と組めば、戦況を覆くつがえすことができる。

　縁太郎をものにすることができるかもしれない。




「──けど、お断りしますわ」




　カレンはじっと、手にしているジュースの缶を見つめていた。

　それは、炭酸オレンジ。

　あの夜に結衣からもらったのと同じ、カレンの好きな味。

「結衣はライバルですけど、同時に〝友達〟ですのよ。今回のことだって、あの子は正々堂々と告げてきましたわ。縁太郎に告白をするつもりだと」

　カレンはジュースを一気に飲み干して、

「それならわたくしも礼を尽くすのが筋というもの。勝っても負けても、早さ乙おと女めの令嬢として恥ずかしくないように！」

　口をぬぐって、缶を投げる。

　それは玉たま置きのそばをかすめて、くずかごに入った。




「男だったら、正々堂々、真っ向勝負。こそこそ敬遠してる男は、モテませんわよ」




　パチンとウィンクをされて、玉置は両目を見開いた。
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「……はは、まいったな」

　髪をきっちり剃っている後頭部をぺたぺたさわって、照れくさそうにはにかんで、

「オレ、カレンちゃんに惚れたかも」

「はぁ？　貴方あなたは結ゆ衣いが好きなんでしょ。節操がないにもほどがありますわ」

「でも今、ズキューンって、胸に衝撃が！」

「はいはい。誰にでも言ってるんでしょ、その台詞せりふ」

「違うって。カレンちゃんにだけだって！」

　シャチのステージに戻ろうとするカレンに、玉置が慌てて声をかける。

　するとそこに、ステージの中から阿あ笠がさとまひるがやって来た。

　阿笠はスタッフらしき人に必死に何かを伝えていて、まひるは焦った顔で視線を左右に振っている。

「まひる。どうかしましたの？」

　カレンが声をかけると、駆け寄ってきたまひるがカレンの肩をつかんで、

「あかねちゃん、見なかった？　いなくなっちゃったの！」
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　カレンがシャチのステージから出て行って、すぐのこと。

　あかねは結ゆ衣いがペンギンについて話しているのを聞いて、ペンギンが見たくなった。この水族館にはペンギンもいるはずだ。

「ねー、パパ。あたし、ペンギンがみたい」

　シャチのステージの観客席でとなりに座っている阿あ笠がさに訴えかけるも、阿笠はすっかりシャチのショーに夢中になっている。

「これが終わってからな。ほら、あかねも見ろ。人を乗せてあんなにジャンプして。すごいなぁ……」

　何かに熱中している阿笠は、その熱が冷めるまで言うことを聞いてくれない。競馬場で馬の競争を見ている時と同じだと思って、あかねは立ち上がる。客席を離れて、去り際にチラッと後ろを振り返る。

　阿笠は、まひると楽しそうに話していた。

　ぐっと唇を噛かむ。

　──あたし、ひとりでいけるもん。

　あかねはＧＰＳ機能付き防犯ブザーがついているリュックを阿笠の膝の上に残して、シャチのステージの外へ出た。遊園地のように楽しげなＢＧＭが流れている広い通路に、自分の背丈の倍ぐらいある大人たちが行き交っている。

　あかねはしばし立ちすくみ、やっぱり戻ろうかと思う。

　でも、脳裏に──。

　まひると楽しそうに話している阿笠の姿が思い浮かんで、首を振る。

「ペンギン♪　ペンギン♪」

　と、子供の声が聞こえてきた。

　見ると、あかねより年下の男の子が、母親らしき女性と手を繋つないで歩いている。そのそばには父親とおぼしき男性の姿もあった。

　あかねはすかさず駆け出して、その家族のあとについていく。

　男の子が母親のことを見上げて、「お母さん、あのね」と楽しそうに喋しやべって、それを母親がにこにこと微笑みながら聞いている。

「…………」

　あかねの母親は、あかねがまだ赤ん坊だったころに病気で亡くなってしまった。なのであかねは、母親に関する記憶が何もない。彼女にとって母親とは、和室の奥にある仏壇の写真の人で、深酒した父親の口から語られる女性のことだった。

　だから幼稚園で他の園児から『あかねちゃんのママって、どんなひと』と聞かれると、すごく困る。

『しらない。いないもん』

　と答えて、それはあかねにとって普通のことなのに、胸の奥がモヤッとしてしまう。

『じゃあ、おこられなくていいね。わたしのママは、すぐおこるよ。おもちゃをかたづけなさーい、とか。やさいもちゃんとたべなさーい、とか。テレビみてないでねなさーい、とか』

　みんなそんなふうに言うけど、あかねは知っている。

　幼稚園の送迎バスを降りて、玄関で待っているママのところへ駆けていく時。あんなに文句を言っていたのに、みんなすごく嬉うれしそうな顔をする。その様子をバスの窓から見るたびに、何とも思ってないはずなのに、胸がチクッとしてしまう。

「あ、ペンギン！」

　男の子が指をさし、お母さんの手をぐいぐいと引っ張る。

「おい、慌てるな。転んじゃうから」

　お父さんが男の子をたしなめて、手を繋つないでいるお母さんが、

「一緒に行こうね」

「うんっ」

　男の子は嬉しそうに笑って、お母さんと手を繋いだまま、ペンギンの水槽へと近づいていく。

　その光景をあかねは、足をとめて呆然と眺める。

　胸の奥が、痛いほどにきゅっとしていた。

「あかねちゃん！」

　声がして、レンガ造りの床を駆ける足音が近づいてくる。

「良かった、見つかって……」

　振り向くと、まひるが息を切らしていた。

「さぁ、一緒に行こ。みんな、心配してるから」

　しかしあかねはぷいっと、そっぽを向いて、

「べつにあたし、まいごじゃないもん。まひるはパパと、シャチをみてればいいでしょ」

　あかねは絶対に振り向いてやるもんかと思いながら、意固地な眼差しをペンギンのエリアへと向ける。

「わたしも、シャチは飽きちゃった。一緒にペンギン、見に行こっか？」

　すっと、あかねの目の前にまひるの手が差し出された。

「……うん」

　あかねはその手をとって、ペンギンの水槽に近づいていく。

　まひるは不思議な女の人だった。

　初めのうちは、パパを取ろうとしているんだと思って、警戒をしていた。

　でも、いつの間にか、そういう気持ちが消えていた。

　それどころか、一緒にいると、胸がぽかぽかしてしまう。

「まひるは、その……」

「うん。なあに？」

　あかねは思いきってまひるのことを見上げて、




「あたしの、ママになるの？」




　まひるの優しい微笑みが、一瞬こわばった。

　そして。




　一度は繋つながれた手が──ほどけていた。




「……あっ、ごめんね」

　すぐにまひるは笑みを取とり繕つくろって、手を差し出してくれたけれど。

「あかね！」

　声に振り向くと、阿あ笠がさがこちらに向かって走ってくるところだった。その後ろには他の大人たちもいる。

「はぁ……見つかってよかった。怪我してないか？　怖かっただろう」

　心からほっとしたような顔で、ぐりぐりと頭を撫なでられる。

　あかねは何も言えなかった。

　わけもなく泣きそうになって、阿笠に抱きつく。

　まひるの温もりが消えてしまった手で、シャツの裾を強く握りしめていた。
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　来た時と同じように、帰りも縁えん太た郎ろうと結ゆ衣いの車に、男性陣と女性陣で別れて乗車する。

　夕日に染まる海岸に別れを告げて、高速道路をひた走る。

「おれ、まひるさんに交際を申し込もうと思う」

　縁太郎の車の中で、阿笠が切り出した。

「みんなも見てたと思うけど、あかねのことでまひるさんに叱られたんだ。ほらあの、競馬場を動物園って言って、あかねを連れ出していたこと。あと、水族館でも、あかねから目を離しちゃダメだって言われて」

　阿あ笠がさはとなりのシートで疲れて眠るあかねを見やって、自じ嘲ちようするかのように笑う。

「おれ、死んじまったカミさんから言われてるんだ。あなたは一人じゃダメだから、いい人を見つけて再婚してほしいって。あかねを、母親のいない子供にしないでほしいって」

　そして、湿っぽい空気を嫌うかのようにははっと笑う。

「まあ、悔しいけどそのとおりでさ。おれってちゃらんぽらんでいい加減だから、叱ってくれる人がいないと、ダメなんだ」

　少しだけ車内に沈黙が流れて。

　助手席に座っている玉たま置きが振り返って、にっと笑う。

「何かもう、夫婦みたいだったよね。阿笠さんとまひるチャン」

　阿笠のとなりに座っている男爵も、苦々しい表情で腕を組み、

「……まあ、今回は和ロリに免じて許してやろう」

「っていうか、男爵の許しはいらなくね？」

　へらっと笑う玉置に、男爵はジロッとした眼差しを向ける。

「おれの前でリア充になるとか、普通なら絶対に許さないからな。チンコに呪いをかけてやるところだ」

「タチの悪い奴だな……」

　苦笑いをする玉置に、男爵はくわっと両目を見開いて、

「お前のチンコも他ひ人と事ごとじゃないからな、瞬しゆん介すけ！　おれを置き去りにしてリア充になったら、呪いをかけてやるからな！」

　ガルルと喉のどの奥でうなる男爵に、玉置は「オレよりも呪うべきは縁えん太た郎ろうじゃね？」と、立てた親指を運転席の縁太郎へと向ける。

「おいおい、俺を巻き込むなよ」

　縁太郎はハンドルを握っているので言葉だけを返すが、

「縁太郎はすでに呪ってある」

「ああ、そうだった。勃たたなくて早漏になるやつだ」

「なんだそれ！　なんでそんなことになってんだ」

　ぎょっとする縁太郎の後頭部に、後ろのシートに座っている男爵がほの暗い笑みを向ける。

「縁太郎ぉ。昨日の夜、どこで何をしていた？　股間に手を当てて考えてみろ！」

「それを言うなら、胸に手を当てて──だろ！」

　男爵に続いて、助手席の玉置も不穏な笑い方をする。

「結ゆ衣いチャンと抜け駆けムーブかましてくれて、オレたちご立腹なんだぜぇ」

「いや、あれは、蒼あお梨りたちにつき合わされただけで……」

「へぇー。それじゃあ、いったい何をしてたのか？　言ってもらっちゃおうかな」

「えっと、その……」

　縁えん太た郎ろうは口ごもる。

　玉たま置きや男爵が疑うようなことはなかったが、夜の展望台で結ゆ衣いと撮影会をしてたとか、そんなことを言ったら絶対に冷やかされてしまう。

「お、俺のことはともかく……阿あ笠がささん、頑張ってくださいね。俺、応援しますから」

　強引に話題を変えようとする縁太郎だが、阿笠はニヤッと、玉置や男爵のそれに近い笑い方をして、

「縁太郎君。結局のところ、結衣ちゃんとカレンちゃん。どっちが本命なわけ？」

「阿笠さんまで!?」

　それからしばらくの間。

　縁太郎は三人からオモチャにされてしまったのだった。
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「阿笠さんで決まりですわね」

　結衣の車の助手席でカレンが言い放つ。

「やはりわたくしの目に狂いはありませんでしたわ。まひるの好きなダメ男だけど、本当はダメじゃない。まさに阿笠さんこそ、まひるの運命の相手なんですわ！」

「……うん、そうね」

　後部座席で微笑むまひるに、となりに座る牡ぼ丹たんが首をかしげて、

「何か、気になることがあるんですか？　わたしも阿笠さんとまひるママ、いい感じだと思いますよ。少なくとも男爵よりは相性がよさそうです」

「──っていうか、男爵は牡丹に気がありそうですわよね」

　助手席のシートの背もたれに肘を当てて振り返っているカレンに、牡丹は手のひらをパタパタと振って、

「それはないですよ。今回のメンバーだとまともに話せるのがわたしだけだから、そういうふうに見えるだけです」

「そうなんですの？　でも、悪い相手ではないと思いますわよ。同じ漫画家で、気心がしれているんでしょ？」

「そうですけど、わたしと男爵は違いますから。わたしは上品なエロを描きますけど、男爵はもっとこう、ギリギリな感じのエロを描くんです」

　したり顔で語る牡丹に「その区別がわたくしにはさっぱり分かりませんわ」と眉を寄せるカレン。

「やはりカレン嬢には再教育が必要ですね……」

　牡ぼ丹たんは首を左右に振って、すぐにハッとして、

「そうだ。教育といえば──ＪＫたちに性教育をしてあげないと」

「ちょっと、牡丹！」

　運転をしている結ゆ衣いが、前を見たまま大きな声を出す。すぐにカレンが「心配しなくても大丈夫ですわ」と結衣をなだめる。

「さあ、みなさん。えっちな保健体育の時間ですよぉ！」

　卑ひ猥わいな笑みを浮かべて後ろを振り返る牡丹だが──蒼あお梨りたちは三人寄り添って寝息を立てていた。

「あらら……。寝ちゃってます」

　毒気を抜かれた牡丹がスマホを手にして、「寝顔は可愛いものですね」と写真を撮り始める。

「牡丹！」

「もー、分かりましたよ。何もしませんって」

「そうじゃなくて」

　結衣はハンドルを握ったまま、すごく真剣な顔で言う。

「その写真。あとで私のスマホにも送ってほしい」

「……結衣にゃんは、ぜんぜん自じ重ちようしませんね」

　牡丹はさらに何枚かＪＫたちの写真を撮って、画像データを結衣のスマホへ送信した。
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　縁えん太た郎ろうたちが白はく城じよう結婚相談所に戻ってきたころには、ほとんど日が沈んでいた。

　ビルの谷間に姿を消そうとしている夕日が、縦に並んで停車している車を赤く照らしている。

「縁太郎、運転お疲れっ」

　助手席のドアを閉めた玉たま置きが笑いかけてくる。

「長距離を運転すると、やっぱり疲れるな」

　縁太郎は肩をグルグルと回して、後方に停めてある結衣の車へ目を向ける。運転席と助手席のドアが開ひらいて、結衣とカレンが降りてくる。それに続いて後ろのドアから牡丹とまひるが降りてきた。

　こちらもちょうどスライド・ドアから、男爵と阿あ笠がさとあかねが降りてきた。

　阿笠はすぐにまひるに気持ちを伝えるつもりなのだと言っていた。

　それがいいと縁太郎も同意した。

　この旅行は〝婚活〟だから、最後に告白タイムがあってもおかしくない。それに鉄は熱いうちに打つべきだ。人の気持ちは不安定であやふやだから、形が定まっているタイミングで行動を起こしたほうがいい。

「まひるさん」

　緊張しているのか、固い声を出す阿あ笠がさ。

　その響きに何かを感じ取ったのか、まひるが居住まいを正す。

「おれ、君に会うまで、もう誰かと寄り添う必要はないかと、思ってた。でも、それは誤解で、間違いだ。まひるさんさえ良ければ……おれの、そばにいてほしい」

　カレン・結ゆ衣い・牡ぼ丹たんがわっと色めき立って、ＪＫたちも騒ぎ出す。

　縁えん太た郎ろう・男爵・玉たま置きは、固かた唾ずを飲んで見守っている。

　そして、まひるは──。

　阿笠に笑みを返して、その視線をすっと下げる。阿笠の足元にはあかねがいて、阿笠の腕をつかんでいる。あかねは──まひるの視線を避けようとするかのように、うつむいていた。

　夕日がビルの向こう側へと沈んで、辺りが暗くなる。

　まひるは微笑んだまま、ほんのわずかに頭をさげて、




「──ごめんなさい」
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　阿笠とあかねと玉置と男爵は帰って、ＪＫたちは一緒にご飯を食べてから解散すると言ってファミレスへ向かった。

　縁太郎は帰ろうとしていたまひるを引き止めて、白はく城じよう結婚相談所の居間に上がってもらった。結衣と牡丹とカレンも一緒にちゃぶ台を囲んでいる。

「阿笠さん、いいと思いますよ。仲人なこうどの俺から見ても相性がいいと思う」

　縁太郎が正面からまひるのことを見る。カレンも「そうですわ。どうして断ってしまいましたの？」と、もどかしげな顔をしている。

　牡丹と結衣は何も言わないが、じっとまひるのことを見ている。

　まひるは笑みを取とり繕つくろって、しかし視線をすっと伏せる。

「阿笠さんと結婚するって、お嫁さんになるんじゃなくて、お母さんになるってことだから」

　どこか不安定な響きを持ったその声に、ためらう気持ちをにじませて、




「私、どうなっちゃうか分からなくて……怖いの」




　しばしの間、茶の間に沈黙が流れる。

「それは……やはり子供がいる相手との結婚は難しい──という意味でして？」

　カレンの指摘に、まひるはすぐさま首を振る。

「そういうわけじゃないの。阿あ笠がささんやあかねちゃんが悪いわけじゃない。もし、阿笠さんと結婚して、あかねちゃんと家族になれたら、それはとても素敵なことだと思う」

　まひるはちゃぶ台を囲む全員へ笑みを向けてから、「でも……」と声のトーンを落とし、

「それって、今とは別のわたしにならなきゃいけない──ってことだと思うの。わたしは保育士で、子供が好きだけど──お母さんになれるかどうかは、分からない」

　そしてまひるは、ひとつ息をつく。

「阿笠さんは素敵な人だと思う。一緒にいて楽しかった。だけど結婚に関しては──」

　縁えん太た郎ろうのことを見つめて、許しを請うかのように微笑んで、




「ご縁がなかったんだと思う」




　縁太郎はしかし、うなずくことができない。

　かと言って、まひるの言葉を突っぱねることもできない。

　違和感を覚えてはいるし、絶対に何かがおかしいのだけど、その輪郭があまりにぼやけているから、反論することができない。無理にそれを言おうとしても、すぐに言葉が足りなくなってしまうのが目に見えている。

「ごめんね、カレンちゃん。せっかくいい人、紹介してくれたのに」

　まひるがすっと立ち上がる。

「それは、構いませんけど……」

　カレンは言葉を続けようとするが、何も言えなくて。

「今日は、帰るね」

　と、寂しそうに微笑んだまひるが居間から出て行った。

「あの、まひるさん！」

　とっさに声をかける縁太郎だが、まひるは足をとめずに廊下を歩いて──やがて玄関のドアが閉まる音が聞こえた。
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「上手くいくと思いましたのに……」

　まひるがいなくなった居間で、カレンがちゃぶ台に頬ほお杖づえをついた。

「まあ、子供がいる相手との結婚を、ためらっちゃう気持ちは分かりますけど」と牡ぼ丹たん。

「でも、阿笠さんとの相性は悪くないのよね」

　何かが引っかかっているといった様子で、こめかみを揉もんでいる結ゆ衣い。

　縁太郎も腕を組んで頭を悩ませている。

　どうにも強い違和感が、胸の中でとぐろを巻いている。

　阿あ笠がさとあかねに対しては、好感を持っているとまひるは言っていた。旅行の時の様子を思い出しても、それは嘘じゃないと思う。まひるは二人と一緒にいることが多かったし、すごく楽しそうにしていた。

　それなのに阿笠との結婚は〝縁がなかった〟と、妙にはっきりとした意思を持っていた。

　そこがどうにも引っかかる。

　阿笠とあかねが嫌いじゃないなら、もう少し迷う気持ちというか、未練というか。そういうものがあってもいいはずだ。結婚したくて、三年以上も婚活をしているのに、そのチャンスをこうもあっさりと手離してしまうなんて。

「でもまひる、ちょっとおかしなことを言ってましたわね」

　と、カレンが人差し指でちゃぶ台をとんとんと叩く。

「阿笠さんとの交際を断った理由。どうなるのか分からなくて怖いって言ってましたけど、ちょっとおかしくありません？」

「そうですか？　わたしは、普通のことだと思いますけど」

　牡ぼ丹たんがごろっと畳に寝転んだ。

「要は、子供のママになることに対して抵抗があるんですよね？　わたしもまひるママの立場だったら、そうなっちゃうと思いますし」

「いえ。そういうことではなくて」

　細い眉を寄せたカレンが、髪の毛をいじりながら、




「まひるがそれを言うのが、おかしいんですのよ」




　その言葉に、全員が一瞬だけ目を見開いた。

「まひるって、そういうタイプではないと思いますの。だって、保守的な性格だったら、ダメな殿方と交際なんてできませんわよ。もっと堅実そうな相手を選ぶはずですわ。それなのにまひるは、ホストとかミュージシャンとか、どうなってしまうか分からない相手とばかり交際をしておりますのよ」

「そう言われると……まひるママって寛かん容ようですよね」

　畳の上に寝転がっていた牡丹が体を起こした。

「わたしがここでえっちな漫画を描いてても、嫌な顔をしないんです。それどころか、上手ねって褒ほめてくれるんです。カレン嬢にも見習ってもらいたいですよ」

「健全な絵であれば、褒めてさしあげますわ」

「えっちな絵でも受け入れてください」

　カレンと牡丹がニコニコしながら、バチッと視線をぶつけ合う。

「──カレンの仮説が正しければ」

　と、ずっと静観していた結ゆ衣いが、ピンと人差し指を立てた。

「まひるが阿あ笠がささんの交際を断った本当の理由は別にある、ということね」

　カレンはうなずき、独り言のように、

「本当の理由をごまかしているのか……もしくは、自分でも気づいていないのかもしれませんけど」

「じゃあ、本当の理由が分かれば……？」

　牡ぼ丹たんの問いかけの先に、何があるのか。

　三人の視線が、縁えん太た郎ろうへと向けられて、

「縁太郎！　仲人なこうどとして腕の見せ所ですわよ。わたくしも協力しますから」

「わたしも知恵を貸しますよ。みんなでまひるママの心を、丸裸にしちゃいましょう」

「私も一緒に考察するわ」

　縁太郎は大きく息を吸い込んで、パシッとあぐらをかいている膝を威勢よく叩く。

「そうだな。みんなが手を貸してくれれば、どうにかなるかもしれねえな。ここは一つ、よろしく頼む」

　膝に両手をついて頭を下げる縁太郎。

　結衣・カレン・牡丹が同時にうなずいた。

「じゃあ、まずは情報が欲しいわね。仮説を補強して、結論を導き出すために」

　凛りんとした声で仕切り始める結衣。

　さっと髪を払う仕草も勇ましく、縁太郎とカレンと牡丹がポカンとしてしまう。

「……な、何？」

　訝いぶかしげに眉を寄せる結衣に、縁太郎が「あ、いや」と苦笑して、

「結衣がちゃきちゃきしてるのが、珍しくて」

　続いてカレンも、縁太郎の言葉にうなずいて、

「リーダーシップをとるようなタイプではないと、思ってましたわ」

　結衣は小さく苦笑して、

「婚活については分からないことだらけだから、そういうふうになっちゃってるけど、私はどちらかというとキビキビしているほうなのよ。そうじゃなきゃ、科学者なんて務まらないもの」

「……そういえば結衣にゃんって、すごい科学者なんですよね。普段それっぽくないから、すっかり忘れちゃってました」

　牡丹からもそんなことを言われて、肩を上下させる結衣。

「まあ、正確には〝元〟科学者だから、現役の時ほどの思考能力はないんだけど……。それでも少しは役に立てると思うから」

　いつになく頼もしい笑みを浮かべた結衣が、こめかみに指をそえて真面目な顔になる。

「それで話を戻すけど……もっとまひるに関する情報が欲しいの。何でもいいから、まひるの人となりが分かるようなエピソードはないかしら？」

「急にそう言われましても……」

　悩ましげに眉を寄せて、腕を組むカレン。

「わたし、普通に甘やかしてもらった思い出しかないですね」と牡ぼ丹たん。

「縁えん太た郎ろうは何かあるんじゃない？　まひるとは一番付き合いが長いわけだし」

　科学者モードの結ゆ衣いから鋭い視線を向けられて、縁太郎は内心ギクッとしてしまう。

「まあ、あるにはあるんだが……言いづらい話というか、恥ずかしい話というか」

　それは苦い思い出で、できることなら胸の奥にしまっておきたいものだった。

　だが、そんなことも言っていられない。

「分かった、話すよ。まひるさんのためだしな」

　縁太郎はパシッと両手で自分の頬ほおを張り、ためらう気持ちを吹っ切って、




「これは、俺が仲人なこうどになったばかりのころの話なんだけど──」







　第８話　ひなたの誓い




　それは、今から三年前の話。

　白はく城じよう縁太郎は、小こ日向ひなたまひるに救われたことがある。




　すごく天気の良い日だった。

　白城結婚相談所の居間で、窓から差し込む日光が、張り替えたばかりの畳を青々と輝かせていた。

　縁太郎はスーツ姿で、そこにいるのは彼一人。

　現実から焦点をずらし、どこを見るでもない眼差しを虚こ空くうへ向けていた。




『おふくろが辞めるなら、俺が後を継ぐ』




　縁太郎はそう言って、大学を卒業すると同時に、母親が経営していた白城結婚相談所を引き継いだ。

　うまくやれると思っていた。

　仲人なこうどとして働く母親の背中を見ていた。家に出入りする会員たちとも仲が良かった。結婚相談所・連合会で行われている講習を熱心に受けた。バイトで稼いだ金を使って、会員たちと多くの時間を過ごすことになる居間の畳を張り替えた。

　縁えん太た郎ろうは気合い充分で、準備万端だったのだ。

　しかし彼は仲人として、求められるものを持っていなかった。




『縁太郎君のことは好きだけど、ごめんね……』




　ほとんどの会員たちが、縁太郎の人柄を評価してくれた。

　しかし同時に、仲人としての技量は信頼してくれない。

　腕の立つ仲人の息子といっても、実務を経験していない素人しろうとなのである。人生をかけた婚活を任せてもいいのかどうか。疑問を抱いだかれても仕方がないと思う。




　縁太郎が事務所を引き継いで一カ月もたたないうちに、白はく城じよう結婚相談所に所属していた会員たちが、次々と他の結婚相談所へと移籍してしまう。




　母親が仲人をやっていた時には、いつも騒がしかった居間で一人。

　縁太郎は複雑に入り乱れる感情に翻ほん弄ろうされていた。

　母親よりもすごい仲人になってやると、家族の前で見栄を切った。

　会員たちの婚活に振り回されながらも、充実した毎日を送っている自分を夢想していた。

　若い畳から香る藺い草ぐさの匂いが、まだ体に馴染んでいないスーツの感触が。

　仲人の仕事に注ぎ込もうとしていた情熱の全てが──行き場を失って縁太郎の胸をチリチリと焦がしていたのだった。

　その時、すっとふすまが開ひらいて、一人の女性が居間にやってくる。

『……みんな、いなくなっちゃったね』

　他の会員たちは去ってしまったが、彼女だけは残ってくれた。

『でもきっと、すぐに賑やかになるよ。縁太郎くん、誠実だもん』

　縁太郎の向かいに座って、いつもの癖で前髪を左右に分けて。

　そして彼女は、にこっと笑って、こう言った。




『一緒に頑張ろうね』




　窓から差し込む日差しの中で、優しく微笑みかけられて。

　縁太郎はその時、涙をこらえながら誓いを立てていた。




　この人──小こ日向ひなたまひるだけは、絶対に結婚させてあげたいと。
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「まひるママぁ。すっごく優しいママじゃないですか！　ママぁ！」

　縁えん太た郎ろうの話を聞き終えて、牡ぼ丹たんがそれまでこらえていた嗚お咽えつを居間に響かせた。

「縁太郎の心の支えになってくれたのね、まひる」

　結ゆ衣いもしみじみとうなずいている。

「……でも、やっぱりおかしいですわよ」

　青い瞳を潤ませながらも、カレンは首をひねっていた。

「まひるが変化を恐れるタイプだったら、仲人なこうどが変わるという変化を嫌うはずですわ。一人だけ残るなんて、そんなことはできませんでしょう？」

　牡丹がハッとして、結衣は冷静にうなずく。

　そう言われるとたしかに違和感があると、縁太郎も思う。

　伝説の仲人と呼ばれたベテランから、新人の仲人に変わってしまうのだ。よその事務所に移ってしまうのが普通だ。

「変化をしない──という変化を選んだんじゃない？」

　と、結衣が言う。

「言葉が矛盾してますわよ」

　眉をひそめるカレンに、しかし結衣は強い眼差しを向けて、

「思い出して、カレン。ちょっと前に縁太郎がお見合いをして、婿むこ養よう子しになろうかどうかを迷っていた時に、私たちが何をしたのか。あれって、何もしなければ変わってしまう縁太郎を、今のままでいてもらえるように、変化させたってことじゃない？」

「それは、まあ……そういう言い方もできますけど」

「私、ちょっと分かるの。今のままであってほしいという気持ち。変えたくないっていう気持ち」

　どこか遠くを見るように、結衣が言う。

　その言葉はぼんやりしていたが、

「……そういう、ことかもな」

　そこに小日向まひるの芯をとらえた何かがあるような気がして、縁太郎は必死に考える。

　まだ、それが本当に正しいのかどうかは分からない。

　でも、本当のまひるに近づいているような感覚はあって。

「……縁太郎？」

「縁えん太た郎ろうさん？」

　カレンが首をかしげて、牡ぼ丹たんが縁太郎の顔をのぞき込んでくる。

「どうしたの、縁太郎？」

　と、結ゆ衣いも縁太郎のことをじっと見ている。

「もしかしたら、だけど。まひるさんって、本当は──」

　たどり着いた結論を口にして、三人の反応を見て。

　賭けてみるだけの価値はあるかもしれないと、縁太郎は思う。

　もしかすると、あの日の誓いを、果たすことができるかもしれない。

「俺、ちょっと今から阿あ笠がささんと会ってこようと思う」

　縁太郎が立ち上がり、すぐにカレンも腰をあげた。

「家に行くのでしたら、わたくしが案内しますわ。行ったことがありますから」

「ああ、もしそうなったら、よろしく頼む。まずは電話で話してみる」

　縁太郎がスマホで電話をかけると、阿笠はすでに家についているとのことだった。直接会って話がしたいと伝えると、家に来てくれて構わないと言ってもらえた。

「わたしも一緒に行きましょうか？」

「私も」

　牡丹と結衣が同行を申し出てくれたが、あまり大勢で押しかけるのも迷惑なので、二人には留守番を頼むことにする。

　そして縁太郎はカレンと一緒に、阿笠の家へと向かう。
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　阿笠が住んでいるのは、縁太郎の家からさほど遠くない場所に建っている一軒家だった。

　そこは阿笠の実家で、勤め先のファミレスから近い。あかねに何かあったらすぐに帰れるようにと、今のファミレスで働いているらしい。

「いらっしゃい。寛ひろしの、お友達かな？」

　玄関のドアを開けてくれたのは、すっかり髪が白くなっている老齢の男性だ。どことなく阿笠の面影がある。

「どうも、こんばんわ。えっと……」

　縁太郎が自分のことをどう説明しようか迷っていると、すぐに家の奥から阿笠がやってきた。

「縁太郎君、いらっしゃい。親父、さっき話した友達だ。ちょっとあがってもらうけど、いいよな」

「ああ、もちろん。そうだ、アレがあったよな。お中元でもらった水羊よう羹かん」

　背中を丸めた阿笠の父が、縁太郎とカレンのためにスリッパを並べてくれた。

「すいません。おかまいなく」

　急に押しかけたのに気を遣わせては悪いと思って、遠慮する縁えん太た郎ろう。

　しかし阿あ笠がさの父は「いいんだよ。もてなしをさせてくれ」と嬉うれしそうに微笑みかけてきて、ぱたぱたとスリッパを鳴らして奥の部屋に繋つながる戸を開けた。

「あっちは台所。おれたちはこっちへ」

　阿笠にうながされるまま、縁太郎とカレンはリビングへ入る。

　すぐに阿笠の父親が大きなお盆を持ってやって来て、

「こんなもんしかなくて悪いけど」

　と、足の短いテーブルの上に冷たいお茶とお菓子を置いていく。

「あら、素敵な水羊よう羹かん」

　声を弾ませるカレンに、阿笠の父は「ほーう」と目を丸くする。

「こちらは、寛ひろしのカノジョかな？　綺き麗れいな外人さんじゃあないか」

「違うよ親父。ただの同僚だ」

　阿笠が眉をしかめても、阿笠の父はニコニコとカレンのことを見て、

「じゃあ、どうですかい？　寛をカレシにしませんか？　バツイチでこぶつきだけど、悪い男じゃないですよ」

「親父！　やめてくれよ、みっともない」

　阿笠に背中を押されて、阿笠の父がリビングから強制退場させられる。

「綺麗な外人さん、ですって」

　カレンが嬉しそうに肘でつついてきて、縁太郎は苦笑する。

　そして戻ってきた阿笠に、真面目な顔で問いかける。

「お父さんは、阿笠さんの婚活に賛成してくれているんですか？」

　じゅうたんの上にどかっと腰を下ろした阿笠が、ずずっと音をたてて冷たい茶をすする。

「親父はなんつーか、達観してんだよ。彩あや音ね──前のカミさんが死んじまったことは悲しい。でも、死んじまったもんは仕方がない。変に気を遣って独身を貫くよりは、いい人を見つけて再婚するべきだ。そのほうが天国にいる彩音も喜ぶって──そういう考え方なんだ」

「ちなみに、お母さんは？」

「お袋はもっとやばい。再婚するならあかねが小さいうちにするべきだって、結婚相談所の資料を集めて、ここはどうだ入会しろって、顔を合わせるたびに言ってくる」

　やれやれとかぶりを振る阿笠に、縁太郎は内心ほっとしていた。

　阿笠のようなケースだと、両親が結婚の障害になってしまうことがある。独身を貫くことで嫁に対する義理を果たすべきだと言われてしまうと、それもまた一つの考え方であるから、良いとも悪いとも言えない。部外者である仲人なこうどが口を挟めることじゃない。

「それで、縁太郎君。おれに話ってなんだい？　やっぱり競馬、やりたくなっちゃった？」

　茶化すような笑みを浮かべる阿あ笠がさに、縁えん太た郎ろうは湯呑みを置いて、腹に力を込めながら、




「もう一度、まひるさんにアプローチしてみませんか？」




　阿笠は笑うのをやめたが、それでもぼんやりとした口調で、

「いやぁ……縁太郎君も見てただろ？　見事にばっさりフラれちまった。あそこまではっきり〝ごめんなさい〟されたら、諦めるしかない」

「阿笠さんは、フラれてません」

「……いや、フラれてるでしょ？　だってどう見ても、ねえ？」

　いつもの癖であごを触って、縁太郎のとなりに座っているカレンのことを見る阿笠。

「ちょっと事情が複雑なんですの。まひるは阿笠さんやあかねのことを拒んでいるわけではありませんのよ」

「そうなの？　じゃあ、なんでフラれちまったんだ？」

　どう説明しようかと縁太郎が考えていると、リビングのガラス戸が勢いよく開あいた。

　見ると、画用紙を手にしたあかねが立っていて、縁太郎とカレンを見つめてパチクリとまばたきをする。

「あれ。なんで？　うみはおわったのに」

「遊びに来ましたのよ。あかねの顔が見たくなってしまいましたの」

　カレンが誘うように両手を開くと、嬉うれしそうに笑ったあかねが、カレンの胸に飛び込んだ。

「車の中で寝たから、元気が有り余ってるんだよ」

　阿笠が苦笑し、カレンからあかねを引き剥がそうとする。あかねはそれを面白がって、きゃっきゃっとくすぐったそうな声をあげながら体をくねらせる。

「ん。何か落ちたぞ」

　あかねの手からこぼれ落ちた画用紙を、阿笠が拾い上げた。

　縁太郎とカレンもその絵をのぞき込む。

「これは、夏休みの宿題か？　幼稚園の」

　阿笠に聞かれて、あかねはこくっとうなずいた。

「あそびにいったことをかくの」

　その絵はたしかに、今回の旅行をモチーフにしていた。

　いろんな色のクレヨンで、海やバーベキューセットやシャチが描いてある。その中心には、阿笠とまひるとあかねらしき人物が描えがかれていて、笑顔で手を繋つないでいる。

「……でも、ちょっとウソなの」

「そうなのか？　そんなふうには見えないが」

　画用紙を両手で大きく広げて、目を凝らす阿笠。

　あかねは控えめに画用紙を指さして、

「まひる、てをつないでくれなかったもん」

　その絵の中では、まひると阿あ笠がさに挟まれているあかねが、二人と手を繋つないでいる。

　そんな温かい絵を見つめて、しかしあかねは悲しそうに眉を寄せている。

　もし仮に、縁えん太た郎ろうの考えていることが、まひるの心しん中ちゆうを射い貫ぬいていたとしたら。

　まひるはあかねを受け入れたいのに、手を繋ぐことができなかったのかもしれない。

「阿笠さん。俺、まひるさんの仲人なこうどとして、聞いておきたいことがあるんです」

「縁太郎くん……？　急にかしこまって、どうした」

　縁太郎はすっと息を吸い、眉間に力を込めて阿笠のことを見る。

　あかねが画用紙に描えがいたような光景を、現実のものとするために、




「まひるさんと結婚するために、今の自分を変える覚悟はありますか？」







　最終話　まひるママ




　お盆休みの最終日。

　都心から少しだけ離れたところに建っている団地。

　そこに住んでいるのは所帯を持っている人が多く、夏休みの今は窓を開けると、公園で遊ぶ子供たちの声が聞こえてくる。まひるの部屋も家族向けの物件で、リビングは広く、複数の部屋がある。一人で住むには正直持て余してしまうのだが、もう何年も住んでいるので、引っ越す気になれない。都営の団地なので、家賃もそれほど高くない。

『葛くず男おさん。もう浮気はしないって言ったのに！』

　まひるはリビングで再放送のドラマを観ながら、洗濯物をたたんでいた。それは〝鬼嫁とママ友と僕〟というドラマで、ママ友とすぐに浮気をしてしまう主人公──葛男と、そんな彼に鬼嫁として厳しく接しながらも、彼のことを愛してしまう主婦──姫ひめ子この愛憎劇だ。ダメな亭主を嫌悪しながらも愛してしまう姫子のことが、まひるは何故か他人のように思えなくて、再放送されるたびにこのドラマを観てしまう。

　しかし今は、大好きなはずのドラマなのに、その内容が右から左に抜けてしまう。洗濯物の中に旅行で使った水着があって、まひるはそれをじっと見つめて考える。

　阿あ笠がさは、まひるの好きなタイプの男性だった。

　今は一人で立っているけど、ちょっとしたことで倒れてしまいそうな危うさがある。そういう人がまひるは好きだった。自分が支えたくなるし、彼もまた自分のことを必要としてくれる。お互いに心地よく依存できる関係。それが良いか悪いかはさておき、そういう相手じゃないと気持ちが落ち着かない。

　それに、あかねの存在も魅力的だった。

　一緒に遊んで、一緒に食べて。それをあかねは目をキラキラさせて楽しんでいた。そんな彼女のそばにいると、自分の世界もキラキラと輝き始めてくれるのだ。

　──だけど……。

　まひるは自分の手を見つめて、ため息をついた。

『まひるは、あたしのママになるの？』

　水族館でそう聞かれて、思わず手を離してしまった。

　そのとき見せたあかねの顔が、脳裏に焼きついている。

「ダメね、わたし……」

　まひるはつぶやき、ぼんやりと住み慣れた部屋を見渡した。

　家族向けの物件なので、部屋をもて余している。

　それもそのはずで、引っ越してきた時には二人だったのだ。将来を約束した男性がいて、この部屋で所帯を持つ予定だった。

「はぁ……」

　そのことを思い出すと、どうしてもため息が出てしまう。

　もう何年も前のことなのに。

　それからいろんな人と付き合ってきたのに。

　まひるはチラッと、となりの部屋へ目を向ける。最近までそこにホストの灘なだ原はらが住んでいた。彼の持ち物は、ホストの仕事で使うスーツの入った衣装ケースだけ。あとはまひるの家にあるものを使用していた。

　働いてこそいるものの、ほとんどヒモに近い状態であると言えた。

　それでもまひるは、彼のことを受け入れていた。

　そのままの彼でいてほしかった。

　それなのにある日、灘原はすごく落ち込んだ様子で家に帰ってきて、ここを出ていくと言い出した。

　事情を聞くと、ホストの先輩から自立していないヤツはダメだと諭さとされて、カノジョに甘えてヒモみたいなことをやっていたら、いつまでたっても成長できないと叱られたらしい。それは彼が憧れているホストの先輩の言葉で、灘原は別人のような目つきになっていた。まひるのためにも自分を変えたいと言って、この家から出ていこうとした。

　まひるは、灘なだ原はらに変わってほしくなかった。今のままでいてほしいと訴えかけた。しかし灘原は聞いてくれなくて、まひるのために変わろうとしているのにどうして分かってくれないんだと怒って、口論がこじれてコントロールできなくなってしまった。

　──ずっとあの灘原くんのままで、よかったのに。

　まひるは空っぽの部屋から視線を外して、テレビへ目を向ける。

『もう葛くず男おさんのことなんて知らない。実家に帰ってちょうだい！』

　鬼嫁の姫ひめ子こが、浮気をした旦那を家から蹴り出している。普通なら『実家に帰ります』と言って嫁のほうが出て行くのだが、実家に帰れと言って夫を蹴り出すあたりが、まさに鬼嫁だ。

　──でもこのあと、一人ぼっちが寂しくて、葛男くんの実家に迎えに行っちゃうんだけどね。

　まひるはテレビを見つめて、微笑んでいた。

　そのドラマは再放送で、先の展開を知っているから、安心して観ることができた。
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　お盆休みが明けて、まひるは久々に保育園に行く。

　まひるの勤めている保育園では早番・中番・遅番があって、二人～四人ごとに時間をズラして出退勤をしている。今日は早番だったので、朝の六時に家を出て、七時前には職員用のロッカー室で動きやすい洋服に着替えていた。

「おはよーさーん」

　まひると同じく早番の同僚──三みノの山やま菜な緒おが、あくびまじりにやって来た。ダメージジーンズにタンクトップで、ライブハウスのロゴが入ったトートバッグを肩から提げている。演奏を終えて街に繰り出すパンクロッカーみたいな格好だ。いつもながら保育士っぽくない私服だなと思って、まひるは苦笑する。

「菜緒ちゃん。もう子供たち来ちゃうよ」

「えー？　七時まであと五分もあるじゃんか。そんだけあればラーメンだってつくれるんだぞ」

　菜緒は悪びれずに笑いながら服を脱いで、トートバッグの中からパステルカラーの可愛らしいトレーナーを取り出した。

「ほいこれ。旅行のお土産」

　服を着替えた菜緒が、トートバッグからお守りを出してきた。

「身に着けておけば結婚できるって。神頼みでもなんでもいいから、早いとこ結婚してくれよな」

「わっ、ありがとう。これ、有名な神様よ。嬉うれしいな」

　まひるはお守りを見つめてにっこり微笑んで、自分のバッグからクッキーの入った缶とシャチのストラップを取り出した。

「じゃあわたしも、菜な緒おちゃんにお土産」

「おっ、くれんのか。サンキュー」

　菜緒はクッキーの缶とストラップを手にして、「シャチかー、いいねぇ」とストラップを朝日にかざして微笑んだ。

「あっ、そろそろ時間よ。いそいでいそいで」

「はいよー」

　まひるはのんびりエプロンをつけている菜緒を急かして、一緒に外へ出る。

　七時には門を開けて、園児を迎える決まりになっている。

　とはいえ、保護者と園児がやってくるのは八時前後が多い。まだしばらくは嵐の前の静けさが続く。

「ところでまひる。子持ちのイケメンから告白されたって聞いたけど」

　ガラガラと音を立てて鉄格子の門を引き開けた菜緒が、まひるのことを見つめて門に寄りかかる。

「……縁えん太た郎ろうくんから聞いたの？」

　まひるは何でもなさそうな顔を装いながら、門の向こうへ目をやった。住宅街の細い道路に園児の姿はまだ見えない。

「どうして断っちまったんだ？　悪い相手じゃなかったって、仲人なこうどさんは言ってたぜ」

「それは……」

「子連れだから……か？」

　その問いかけに、しかしまひるはうなずけない。

　菜緒は、まひるが図星を突かれて黙っていると思ったようで、

「まあ、ためらう気持ちは分かるけどな。いくら子供が好きっていっても、子供の親になれるかどうかは、また別の話だよな」

「……うん。私、阿あ笠がささんと一緒になったら、どうなっちゃうか分からなくて」

「でもまひるって、そういう相手と付き合うの、好きそうだけどな」

「え？」

　じっとまひるが見つめる先で、菜緒は思い出し笑いをするかのように肩を揺らす。

「だって、そういう男とばっか付き合ってんじゃん。変わり者っていうのかな。ホストとか、自称ＩＴコンサルタントとか、売れないミュージシャンとか。それこそ、付き合ったらどうなるか分からない連中とばかり交際してさ、そのたびにまひるは影響を受けまくってさ」

「……そうだっけ？」

「そうだよ。まさかまひる、自覚がないのか？」

　大げさに眉を寄せる菜緒に、まひるはおずおずとうなずく。

「マジかよ……。まひるのそういうのに振り回されて、こっちは苦労してんだぞ。ミュージシャンと付き合ってた時には、よく分からん楽器の話を聞かされた。自称ＩＴコンサルタントの時には、わけの分からん横文字を使い始めてさ。それで先月。一緒に飲もうって誘ってきたまひるは、あたしをどこへ連れてった？　普通に居酒屋へ行くと思っていたあたしをさ」

　まひるは気まずげに視線を泳がせて、蚊の鳴くような声で、

「……ホストクラブ」

「ほらぁーっ！　まひるは付き合った男から影響を受けまくってるんだよ」

「で、でも。それならどうして──」

　まひるはそこで、続く言葉をためらった。

　それはしかし、菜な緒おに聞くべきことではないと思う。

「あ、あのぉ……」

　と、男性の声がした。

　振り向くと、スーツ姿の男性が気まずげな顔をしている。彼は小さな男の子を連れていて、その子もぽかんとしていた。

「あっ、すいませんっ！　おはよう、りょうくん！」

　菜緒が慌てて笑みを取とり繕つくろって、園児へ手を差し出した。

「じゃあ、よろしくお願いします」

　スーツ姿の男性が頭を下げて、男の子に小さく手を振った。

「行ってらっしゃい」

　まひるは仕事へ向かう保護者を見送り、そのまま門に残って、続けてやってくる園児たちを出迎えた。
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　早番のまひると菜緒は、夕方の六時に仕事が終わる。

　同じタイミングで退勤をした時には、一緒に食事をしてから帰ることが多い。今日もそういう流れになるのかなと思いつつ、まひるは菜緒と並んで保育園から駅までの道のりを歩く。

「ごめんな、まひる。今日はちょっと、用があって」

　気まずげにそんなことを告げてきた菜緒に、まひるは冗談っぽく口をとがらせる。

「堂々と言ってくれていいのよ。今日はカレシとデートだから女子会はできないって」

「あ、あははっ。まあ、その、悪いな。また今度」

　ロック系のミュージシャンみたいな私服に戻っている菜緒が、そそくさと駅のほうへ駆けていく。

　彼女は同じロックバンドを応援している男性と付き合っていて、すでにプロポーズを受けている。遅くとも来年には結婚式をして、新居への引っ越しに合わせて保育園を辞めるつもりらしい。

　──わたし、ひとりになっちゃうな。

　保育園から駅へ向かう、歩き慣れた道の途中。

　足を止め、夕日に染まる入道雲へ目を向けて。

　子供のころに見ていたそれと、変わらないように見えるのに……。

　あのとき感じたワクワクする気持ちが、どこにも見当たらない。

『ピコン』

　と、バッグの中から音がした。

　スマホを取り出して画面を見つめて、まひるは小さく微笑んだ。




縁えん太た郎ろう：まひるさん。仕事のあとにでも、うちに寄っていきませんか？　カレンがたくさんご飯を作ってくれたんですけど、蒼あお梨りと結ゆ衣いは出掛けてて、牡ぼ丹たんも原稿に追われてて、余ってしまいそうでして。




　おかしなメッセージだと思う。

　カレンがご飯を作りすぎた──という誘い文句に無理がある。節約家のカレンがそんな無駄なことをするはずがない。

　──阿あ笠がささんのこと、話したいんだろうな……。

　まひるはメッセージを返して、駅へ向かって歩き出す。




まひる：ありがとう。今日は仕事が遅くなっちゃいそうだから、また今度。
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　まひるは一人で団地に帰って、「ごはんどうしよう……」と独り言をつぶやいた。

「カップ麺でいっか」

　まひるは料理が得意であるが、一人の時はあまり台所に立たない。単純に面倒であるし、誰も「おいしい」と喜んでくれない料理を作るのは、なんだか虚むなしい。

　戸棚から買い置きをしてあるカップ麺を取り出して、ポットのお湯を注ぐ。冷蔵庫からビールを出して、リビングで夕食にする。

「はぁ……」

　何気なくつけているテレビを眺めて、ため息をついた。

　一人でご飯を食べていると、賑やかだった時のことを思い出してしまう。

　ホストの灘なだ原はらは、お酒が入ると口数が増えるタイプで、ホストクラブにやって来る個性的なお客について面白おかしく話してくれた。

　その前に付き合っていたＩＴコンサルタント（になろうとしているフリーター）のカレは、第二のビル・ゲイツになるための野望を熱心に語ってくれた。

　売れないミュージシャンだった男性は、世界で一番売れる（予定）の曲を披露してくれた。

　まひるは今まで付き合ってきた男性たちとの思い出をさかのぼっていき、そして最後に、一番初めに交際をした男性のところへたどり着く。

　それはまだ、まひるが白はく城じよう結婚相談所へ入会していないころの話。

　その時まひるは、二十代前半で、今の保育園に就職したばかりだった。

　交際していたのは、保育士の専門学校で知り合った同い年の男性で、この部屋で同棲をしていた。お互いに子供が好きで、考え方が似ていて、話していて楽しかった。喧けん嘩からしい喧嘩をしたこともなく、このまま順風満帆に結婚をして、子供を授かって、家庭を持つんだろうと考えていた。

　けど、二人で一緒に暮らし始めて、少しずつカレの様子は変わっていった。

　カレはまひるとは違う保育園に勤めていたのだが、やたらと仕事の愚痴を言うようになった。休みが無さすぎるとか、早番・遅番のシフトが公平じゃないだとか。そのぐらいなら笑ってなだめることができたが、愚痴の矛先が園児へ向けられた時には、さすがに咎とがめるような言葉を口にしてしまった。

　すぐにカレが謝って、まひるもそれを受け入れた。きっと慣れない仕事で疲れていただけだろうと思った。

　しかしカレは、それからすぐに保育園を辞めてしまう。

　近所のコンビニでバイトを始めて、家にいる時にはお酒を飲んで、将来の夢を語らなくなった。

　そんなカレのことを、まひるはどうにかしたかった。

　このままじゃダメだと思って、あれこれ口出しをした。

　ちゃんとしたところに就職したほうがいい。やりたいことがあるならそれを目指そう。もう一度保育士になるのもいいし、それが嫌なら、他に子供に関わる仕事を探してみるとか。

　カレはまひるの言うことにうなずいていたが、具体的な行動を起こすことはなかった。

　そしてある時、それまで堪こらえていたものを爆発させるかのように、




『ほっといてくれよ！　俺は今のままでいいんだよ！』




　驚くまひるをその場に残して、カレは出て行った。

　ぼんやりとした放心状態のなか、カレが最後に放った言葉。




　──今のままでいいんだよ。




　それがじわりと、まひるの胸に染み込んでいった。

　ちょっと強引だったかもしれないと、まひるは後悔をしていた。

　カレが戻ってきたら、今度はもっと優しくしてあげようと思った。ずっと今のままでいようと言って、仲直りをしたいと考えていた。

　しかし翌日、カレの実家から電話があって、母親から交際を終わらせたいと告げられた。

　カレと直接話したいとまひるは言ったけど、本人が話したがってないと言われて、電話を切られてしまった。

「…………」

　まひるはビールの缶へ手を伸ばし、苦い記憶を押し流そうとするかのように飲み干した。

「はぁ」

　吐息をついて、軽くなった缶をテーブルに置く。

　座椅子のやわらかいクッションに背中を預けて、ぼんやりと天井を見上げる。

　最初のカレとの交際が失敗してしまったことについては、仕方がなかったと思えるようになっている。何だかんだ言ってもあの時は若くて、未熟で、知らないことが多すぎた。

　でも、それ以降の恋愛については、納得のいかない終わり方をしている。

　最初の失敗を、ちゃんと次の恋愛に生かしているのに。

　相手のことを、ありのままに受け入れるようにしているのに。

『まひると一緒にいても、インスピレーションが沸いてこない』

　ミュージシャンのカレはそう言って、ギターを持って旅に出た。

『まひるさんは、パートナーとして刺激がミニマムすぎる』

　ＩＴコンサルタントを志望しているフリーターのカレは、ＳＮＳで知り合った女性のところへ行ってしまった。

　二人とも言い方は違うけど、つまりはまひるに飽きてしまったのだろうと思う。

「じゃあ、どうすればいいのよぉ……」

　まひるは眉を寄せながらつぶやいて、灘なだ原はらのことを思い出す。

　彼はホストの先輩から叱られて、心を改めると言ってくれていた。

『オレ。まひるちゃんのために生まれ変わるから』

　それを聞いたまひるは──首を横に振っていた。

　そんなことしなくていい。そのままでいいと言って、灘原を止めようとした。

　その結果、喧けん嘩かになって、灘原は出て行ってしまった。

「はぁ…………」

　天井を見上げてため息をついたまひるは、道に迷った子供のような顔をしていた。




　＊　＊　＊




　翌日。

　まひるは保育園で、いつも以上に保育士の仕事に打ち込んだ。

　仕事に集中していれば、婚活の悩みを忘れることができる。

「まひるせんせー！　みてみてーっ！」

　グラウンドで子供たちを見守っていると、サッカーボールを手にした男の子が駆け寄ってきた。じっと真剣な顔でボールを見つめて、まひるの前でリフティングをする。その小さな体に対して大きすぎるボールを、太ももとつま先を使って、どうにか三回跳ねさせた。

「すごいね、ゆうたくん。前は一回しかできなかったのに」

「へへっ」

　嬉うれしそうに笑った男の子が、転がっていくボールを追って走り出す。

「ねーねー！　こっちも！」

　エプロンを引っ張ってきた女の子が、まひるに縄なわ跳とびを披露する。ゆっくりと縄を前に回して、ぴょこんと跳んで、得意げにまひるのことを見る。

「えりちゃん、やったね。とべるようになったね」

「もっとできるよ！」

「えりちゃんばっかりずるい！　ぼくも！」

　別の男の子がやって来て、まひるに縄なわ跳とびをして見せる。

「あきらくんも上手だね」

　まひるはパチパチと手を叩き、子供たちの小さな成長を喜んでいた。
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　＊　＊　＊




　昼ご飯を食べたあとは、昼寝の時間になっている。

　カーテンを閉めた教室に布団を並べて、お腹なかいっぱい食べて眠くなっている子供たちを寝かしつける。子供たちが寝ている間は、保育士たちも少し休憩がとれる。職員室で雑談をしたり、テレビを観たり、手作りのお菓子を持ち寄って品評会をしたり。

「まひる。まだ仕事してんのか？」

　まひるがデスクに向かっていると、せんべいを持った菜な緒おが近づいてきた。

「ちょっと、書くことが多くて」

　まひるが書いているのは保護者との連絡帳で、園児について気づいたことを書いたり、保護者からの質問に答えたりする。

「それ、毎日書かなくてもいいやつだろ？　そもそも、毎日書くことなんてなくないか」

　連絡帳は週に一度ぐらいの頻度で保護者とやり取りができればいいと、園長から言われている。しかしまひるはほとんど毎日、連絡帳を書いている。

「だって、子供たちは毎日違ってるんだもん。昨日できなかったことが、今日はできるようになってたり。喧けん嘩かした子が、すっごく仲良くなってたり」

　まひるがペンを止めずに答えると、その顔を見つめた菜緒がニッと笑う。

「まひるって、ほんとに子供が好きだよな」

「え。……そうかな？」

「ああ。子供の成長について話す時、すっごく嬉うれしそうな顔してる」

　それについては自覚がなかったので、何だか恥ずかしい。

　まひるはペンから手を離し、照れ隠しにコホンと空から咳ぜきをついて、

「でも、嬉しくない？　できないことが、できるようになったって、喜んでる姿を見ると」

「そうだな。わざわざ見せにくるもんな。それでちゃんとできると、嬉しそうに笑ってさ」

「そうそう。あんな顔を見せられたら、こっちまで嬉しくなっちゃうの」

　その時ふと、ポニーテールの女の子の笑顔を思い出す。

　初めての海を喜んで、サンドイッチを美味しそうに食べてくれた。スイカ割りに挑戦して、波打ち際でボール遊びをした。一緒にバーベキューをして、上手く焼けたと喜んでいた。

「おーい、まひるー。急にぼーっとしてどうした？」

「あっ、ううん。何でもないわ。ちょっと、考えごと」

「気になる園児でもいたか？」

　菜な緒おが心配そうな顔になっている。彼女のいう〝気になる〟とは、体調不良が疑われるという意味だ。

「いや、そうじゃないの。プライベートなこと」

「へぇ……。そりゃあひょっとして、婚活のことか？」

　パキッと前歯でせんべいを割った菜緒が、うりうりと肘を向けてくる。

　まひるは苦笑しながら肩をすくめて、

「そんなにすぐには無理だって。灘なだ原はらくんと別れたばかりだし、しばらくは気持ちの整理をしたいかも」

「そっか。……それなら、今度の休み。レストランで食事でもどうだ？」

「え？」

　それは意外な誘い方だった。菜緒とはよく一緒に遊んでいるが、飲みに行こうと誘われるのがほとんどだ。

「いや、ほんとはカレと行く予定だったんだけど、急に仕事が入ったとかで、行けなくなっちまってさ。でも、予約が取りづらいところだから、キャンセルするのも惜しい気がしてな」

「そういうことね……」

　まひるはペンのお尻をあごに当てて考える。

　特に予定はないし、気分転換にはちょうどいいかもしれない。

「分かったわ。カレシの代わりになるかどうかは分からないけど」

「そっか。よかった」

「それで、どういうレストランなの？　和食？　フレンチ？　中華？」

　まひるが聞くと、菜緒は持っていたせんべいを握ってパキッと音を出す。

「……たぶん、フレンチ」

「どうして曖あい昧まいなの？　苦労して予約したんでしょ」

「いやっ、予約したのはアイツだから、あたしはよく知らないんだよ」

「菜緒ちゃんって、けっこうカレには甘えてるのよね」

「そ、そうかもな」

　あははと笑う菜緒のひたいに汗がにじんでいたが、まひるはそれには気づかずに、再びペンを握って連絡帳を書き始めた。




　＊　＊　＊




　週末の休日。

　まひるは菜な緒おに誘われるまま、東京・青山の裏通りにある個人経営のレストランへ足を運んだ。時間は夕方の六時で、レンガ造りの白い壁が夕陽に赤く染まっている。

「お洒しや落れな雰囲気のお店ね。隠れ家風っていう感じ」

　まひるが楽しそうにきょろきょろしていると、菜緒がデートをエスコートしてくれる男性のようにドアを開けてくれた。

「お先にどうぞ」

「？　ありがとう」

　店内に足を踏み入れて、まひるは違和感を覚える。

　間接照明の優しい明かりに包まれている店内に、お客の気配がまるでない。アンティークな雰囲気のテーブルが並んでいるが、テーブルクロスをかけられているのは一つだけ。

「悪いな、まひる。ちょっとウソ吐ついた。実はまひるに料理を食べてもらいたいっていう人がいて、連れてくるように頼まれたんだ」

「え？」

　許しを乞うかのように両手を合わせた菜緒が、背中を押してくる。

　まひるはされるがままにテーブルまで足を運んで、腰をおろす。

「菜緒ちゃん。どういうこと？」

「まあまあ。悪いようにはしないから」

　後ろに立っている菜緒が、まひるの肩をぽんぽんと叩く。

「もぅ」

　まひるはひとまず様子を見ようと思って、ゆっくりと店内を見渡した。

　外装だけでなく、内装もいい感じのお店だった。ログハウスのように落ち着いた色彩で統一されていて、タイル張りの壁の向こうから、何かを焼くような音が聞こえる。すごくおいしそうな匂いがする。

　その時、板張りの床がきしむ音がした。

　思わずそちらへ目を向けると、客席からは見えないようになっている厨ちゆう房ぼうのほうから、ウェイターの服を着た縁えん太た郎ろうがやって来た。

「縁太郎くん!?　……どうしたの、その格好」

「こんばんは、まひるさん。ウェイターとして料理を運ぶので、ここの制服を借りました」

　照れくさそうに笑った縁太郎が、まひるの前に皿を置く。

「生ハムのサラダです」

　そして縁太郎は、まひるのそばに立つ。

「……縁太郎くんは、食べないの？」

「俺はそこには座れません。まひるさんにふさわしい相手は他にいます」

　テーブルを挟んで二脚の椅子がある。食事のためのフォークやスプーンも用意されている。

「もしかして……阿あ笠がささん？」

　縁えん太た郎ろうは何も言わず、手仕草で食事をうながしてきた。

「…………」

　どうしてすぐに阿笠と会わせないのか？　阿笠と会わせてどうするつもりなのか？

　縁太郎の意図がつかめなくてモヤモヤするが、聞いても答えてくれそうにない。お腹なかも空いていたので、まひるは諦めて食べることにする。

　皿の上にあるのは、レタスとトマトと生ハムのサラダ。居酒屋でも見かけるメニューだが、野菜の鮮度がまるで違う。フォークで刺しただけでもそれは分かったし、口に入れて噛かむたびにシャキシャキとした食感が楽しい。ドレッシングの風味も野菜と合っている。

「お次はスープですわ」

　と、厨ちゆう房ぼうからカレンがやって来た。彼女も縁太郎と同じく従業員の制服を着ている。

「カレンちゃんまで……」

　戸惑うまひるに、ウェイトレスの微笑を向けるカレン。

「よく味わってくださいまし。このスープ、信じられないほどの手間がかかっておりますの」

　そう言われても、ただのコンソメスープにしか見えない。金色のスープに正方形のクルトンが浮いている。インスタントのスープと見た目は変わらないのだが、

「──!?」

　スプーンですくって一口飲んで、まひるは両目を見開いた。いろんな食材の味がじんわり舌に染み込んでくる。どれもすごく濃厚であるのに、他の味と喧けん嘩かをしていない。それぞれの味が見事に響き合っている。

「続いて、舌平目のムニエルですよ」

「牡ぼ丹たんちゃん」

　やはりウェイトレスの制服を着ている牡丹が、「どうぞ」と言いながらテーブルに皿を置く。

　どうしてここに白はく城じよう結婚相談所のみんなが集まっているのか？　気にはなるけど、料理の誘惑も強い。話を聞くのは食べてからにしようと思い、まひるはフォークを手に取った。ナイフを舌平目に差し込んで、その柔らかな白身を口元へ運び、

「ん～～っ！」

　期待に違わず、今までの人生の中で一・二を争う味だった。脂がのっているのにさっぱりしていて、口に広がる旨味がすごくて、自然と吐息がもれてしまう。

「メロンのシャーベットよ」

「結ゆ衣いちゃん……」

　背筋を伸ばして凛りんとした歩き方でやって来た結衣が、シャーベットの載った小皿をテーブルに置いた。小さなスプーンですくって口に運んで、まひるは思わず微笑んでしまう。さっぱりとした味わいで、上品に甘い。鼻に抜けるメロンの風味が素晴らしい。

　そしてふと、まひるは思い出す。

　魚料理のあとに運ばれてくるスイーツは、メイン・ディッシュへ向けての口直し。

「阿あ笠がささんから聞いたんですけど、フルコースの料理って、人生にたとえられることがあるんです」

　シャーベットを食べ終えて、ナフキンで口をふいているまひるに、縁えん太た郎ろうが語りかけてきた。

「料理がすごく、変化するじゃないですか。野菜から始まって、スープ、魚、肉、デザート。同じところにとどまらず、変化に富んだ味を楽しませてくれる。それがまるで、人生のようだって」

　板の間を革靴でコツコツと音を立てて歩いて、縁太郎がまひるの正面に立った。

「俺、婚活も同じだと思うんです。最初はみんな独身で、そこから結婚を目指して、いろんな変化をしていく」

　まひるはナフキンをおろして、縁太郎に微笑みかける。

「でも、中にはそうじゃない人もいるんじゃない？　今のままの自分で、結婚したい人。少なくともわたしは──」

「まひるさんは、そういう人じゃない」

　言葉尻を奪われて、まひるは思わず眉を寄せる。

「阿笠さんの交際を断った時、まひるさんは〝どうなるか分からなくて、それが怖い〟って言いましたよね。でもそれを聞いた時、おかしいなって思ったんです。今までのまひるさんの行動と、噛かみ合ってないんです。まひるさんは、自分が変わることは恐れてないんです」

　そういえば、菜な緒おからもそんなことを言われたような気がする……。

「それならどうして、婚活が上手くいかないの？」

　縁太郎はその質問を待っていたかのように、落ち着いた口調で言い放つ。




「まひるさんは、変わるのが怖いわけじゃない。誰かを変えてしまうのが怖いんだ」




　ドクンと、胸の奥から音がした。

　それが何かは分からないけど、心の中の一番深くて暗い場所にある何かに、手を伸ばされているような感覚があった。

「まひるさんは阿笠さんとは縁がないって言いましたけど、そうじゃない。縁はあるのに、まひるさんがそれをつかもうとしていない。自ら縁を、手放してしまっているんです」

　ふと、まひるは思い出す。水族館であかねの手を放してしまった、あの瞬間。

「まひるさん、旅行の時に阿笠さんを叱ったこと、覚えてますか？　競馬場を動物園だって、あかねちゃんにウソをついていたこと。きっと阿笠さんと結婚したら、もっとそういうことがある。〝母親〟として、阿あ笠がささんやあかねちゃんのことを──〝これまでの家族のかたち〟を、変えなくちゃいけない。まひるさんはそれが怖いんじゃないですか？」

　まひるは胸の前でぎゅっと手をにぎりしめる。

「……でも、もし、そうだとしても、どのみち阿笠さんとは交際できないんじゃない？」

「そうですね。だから俺は、あなたのことを変えなきゃいけない。誤解を解かなくちゃいけない」

「誤解……？」

　縁えん太た郎ろうはうなずき、少しだけ目を伏せる。

「まひるさん。俺が白はく城じよう結婚相談所を引き継いだ時のこと、覚えてますか？　他の会員が辞めてしまって、まひるさんだけが残ってくれた」

「え、ええ」

　その時のことは印象深くて、まひるもはっきり記憶している。

　伝説の仲人なこうどと呼ばれた母親から、縁太郎が事務所を引き継いだ。しかし新人の彼に対して、会員たちのリアクションはシビアなものだった。みんなどんどん辞めてしまって、最後にまひるだけが残された。

「あの時まひるさんは、どうして残ってくれたんですか？」

「それは……」

　まひるは思い出す。

　ふすまの陰から、居間をのぞいている自分。

　誰もいない部屋で、縁太郎が落ち込んでいた。

　もしここで自分が辞めたら、彼は今とは違う誰かになってしまう。

「……俺、感謝してるんです」

　縁太郎は照れくさそうに、でもそれ以上に強い気持ちを言葉に込めながら、

「まひるさんが残ってくれたから、俺は仲人を続けることができた。

　変わらず夢を追いかけられた。

　変化をしない──という変化ができたんです」

「変化をしない……変化？　それって、ちょっと」

　首をかしげるまひるに、縁太郎はうなずく。

「おかしな言葉だと思います。でも、そうなんです。変化をしないことだって、立派な変化になるんです。だから、無理なんです。誰かと縁を持った時点で、変えてしまうし、変わってしまう。自分を変えないことはできない。他人を変えないこともできない。だからまひるさんは、もっと違うことを考えなきゃいけない。まひるさんが本当に考えるべきなのは──」

　縁太郎がまひるの肩をつかむ。

　届いてくれと願うかのように、




「どういう変化を、望むのか」




　まひるは目を見開いて、その瞳いっぱいに縁えん太た郎ろうのことを映し、

「どうして……」

　ぽつりとこぼれた言葉に、縁太郎がまひるの肩から手を放す。

「縁太郎くんは、どうしてそんなに、わたしを変えようとするの？」

　縁太郎は、ニッとまひるに笑いかける。

「俺は、まひるさんの仲人なこうどだから」

　そして彼は、迷うことなく言い放つ。




「まひるさんに、幸せになってほしいんだ」




　そういえば縁太郎は、そういう人だったなと。

　三年前のあの日から、縁太郎と一緒に婚活をしてきたまひるは、知っている。

　最初はまひるだけだったけど、徐々に会員が増えていき、縁太郎はその一人一人と真しん摯しに向き合ってきた。まるで自分のことのように、本気で会員の結婚と向き合っていた。白はく城じよう結婚相談所の会員たちを、幸せな結婚へと導いてきた。

「まひるさん。あなたに紹介したい男性がいるんです」

「──うん」

　縁太郎がまひるから離れて、「お願いします」と厨ちゆう房ぼうに声をかける。

「ちゃんと持てるか？」

「だ、だいじょうぶだもん。れんしゅうしたから」

　厨房から出てきたのは、阿あ笠がさとあかね。

　阿笠は白いコックコートを着ていて、あかねは子供用のドレスを身に着けている。

　あかねの手にはハンバーグの載った大皿があって、彼女の体格からするとそれは大きくて重くて、歩くたびにポニーテールが左右に揺れてしまう。

　まひるは心配になって椅子から腰を浮かせてしまうが、あかねはどうにかテーブルまで皿を運んで、ふぅと息をつく。

「ちゃんとできたね、あかねちゃ──」

　反射的に褒ほめかけて、まひるは言葉を飲み込んだ。

　あかねが、さっと阿笠の後ろに隠れてしまったのだ。

「あ、あかね？　どうした」

　事情を知らない阿笠が、あかねの背中を押して横に立たせようとするけど、あかねは阿笠に抱きついて離れようとしない。けれど何かをうかがうように、チラリと顔だけのぞかせてまひるのことを見ている。

「格好つかないな、これじゃ……」

　阿あ笠がさは苦笑し、「まあ、もとから格好つかないか」とまひるに微笑みかけてくる。

「まひるさん。この前の告白、やり直させてくれないか？」

「……うん」

　椅子から立ち上がったまひるが、阿笠の正面に立つ。

「おれ、いつか独立して、自分の店を持ちたいと思ってるんだ」

「……じゃあ、このお店が？」

　店内を見渡したまひるに、阿笠は「いや」と肩をすくめる。

「ここは友達の店だ。無理言って、貸しきりにしてもらった。でも──」

　あかねの頭を撫なでた阿笠が、まひるを見つめる眼差しに力を込めて、

「おれはさ、まひるさん。ちゃらんぽらんで、ギャンブルが好きで、ダメな男なんだけど。自分の店を構えて、おれたちのことを愛してくれる人と結婚して、幸せになりたいんだ」

　だから、と。阿笠がすっと頭を下げた。




「まひるさん。おれのことを変えてほしい！」




「…………」

　まひるはずっと、長い間。

　変化を拒んで生きてきた。

　でもそれは、自分を偽っていたのかもしれない。

「わたし、本当は──」

　まひるは言って、顔を上げた阿笠に微笑みかける。

　その視線を、ゆっくりとさげて。

　まひるのことを不安そうに見つめているあかねに。




「手、繋つないでくれる？」




　朗らかに差し出されたその手は、しばらくそのままで。

　たたっと、板の間をかける足音がした。

「わっ」

　あかねがまひるに飛びついて、まひるもあかねを抱きしめる。

　二人はとても嬉うれしそうに笑って、「ずるいぞ、あかね」と言って近づく阿笠も微笑んでいる。

　それはまさしく、あかねが画用紙に描かいた絵のような、じんわりと温かい光景で。

　顔を見合わせた縁えん太た郎ろうたちも、自然と笑顔になっていた。
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　＊　＊　＊




　それから貸しきりのレストランで、新しいカップルの誕生を祝うささやかなパーティーが開ひらかれた。

　あらかじめ用意していた料理をテーブルに並べて、とっておきのシャンパンで乾杯をする。

「残念会にならなくて良かったですわ」

　シャンパングラスを持ったカレンが、安あん堵どの息をつく。同じテーブルを囲んでいる結ゆ衣い・牡ぼ丹たん・縁太郎もそれぞれうなずいて、となりのテーブルへ目を向ける。

「これ、すごくおいしいの。たべさせてあげる」

　あかねがマヨネーズであえたエビをフォークで刺して、まひるの口へと持っていく。

「あむっ……。んーっ！　ほんとね。すっごく美味しい！」

　頬ほおをさわって目を見開いたまひるに、あかねが顔をほころばせる。

「あかねちゃん。あたしにも何か食べさせてくれよ」

　まひるのそばに立っている菜な緒おが催促すると、あかねはグサッとブロッコリーをフォークで刺して、

「おばさんには、これ！」

「お、おば……っ！」

　寄せた眉をわなわなと震わせる菜な緒おに、あかねはきょとんと首をかしげる。

「いや、いいんだ。あかねちゃんからしたら、おばさんだもんな。まだアラサーで、ギリギリお姉さんでも、あたしたちはおばさんなんだよ」

　ぽんっとまひるの肩を叩いて、おばさん呼びされたショックをシェアしようとする菜緒だったが。

　びしっとブロッコリーの刺さったフォークを突き出したあかねが、言い放つ。




「まひるはおばさんじゃなくて、ママだよ！」




「……あかねちゃん」

　あかねのことを見つめるまひるが、じんわりと瞳を潤ませる。

「そうだな。まひるはママになるんだもんな」

　菜緒が頬ほおにえくぼをつくって、あかねにブロッコリーを食べさせてもらう。

「──まひるママ。あかねちゃんにとられちゃいました」

　一連のやり取りをとなりのテーブルで眺めていた牡ぼ丹たんが、嬉うれしそうに言った。

　そばに立っている結ゆ衣いがシャンパンを飲んで、うっとりとした眼差しになって、

「まひる。いいお母さんになりそう」

　カレンは小皿にのせたハンバーグを食べながら、

「きっと素敵な母親になりますわ。これを機に阿あ笠がささんも、もう少し父親らしく──って、阿笠さんがいませんわ」

「そういえば、いつの間にかいなくなってるな」

　カレンと一緒に縁えん太た郎ろうも首を振って、お店を見回した。

「いやぁー、まいったなぁ」

　と、ドアが開いて、外から阿笠がやってくる。

「阿笠さん。タバコでも吸っておりましたの？」

　カレンが聞くと、阿笠は手に持っていたスマホの画面を見せてきて、

「夜のレースがあったんだ。景気づけに大穴を狙ってみたが、外れちまった」

「こんな時にまで競馬だなんて……。まひるに怒られてきてくださいまし！」

　腰に手をあてて怒るカレン。他の面々も呆れ顔になっている。

「そうだな。でも、その前に──」

　スマホをコックコートのポケットにしまった阿笠が、縁太郎の前に立つ。

　チラッととなりのテーブルを見て、まひるに聞こえないぐらいの声で、

「縁えん太た郎ろう君。今回は世話になった。感謝してる」

「いえ、その……」

　急にそんなことを言われて、縁太郎は頭の後ろをかきながら、

「俺だけじゃありませんから。カレンと結ゆ衣いと牡ぼ丹たんが、力を貸してくれたから」

　今日の告白に向けて、縁太郎とカレン・結衣・牡丹は、入念な準備を重ねてきた。

　結衣は告白の作法に詳しく、いろいろな告白のパターンを提案してくれた。婚活の一環として告白の本をたまたま読んでいた──と、縁太郎は聞かされている。本当は縁太郎に告白をするための準備であったのだが、それが思わぬ形で役に立つことになった。

　カレンは阿あ笠がさが弱気になった時に励ましてくれた。彼女の前向きな発言によって、阿笠は最後まで気持ちを切らすことなく告白に臨むことができた。

　レストランで告白をしようと提案してくれたのは牡丹だ。阿笠のダメじゃない部分を強調しつつ、将来の夢を目に見える形としてまひるに提示する。もし、阿笠の告白を漫画にするならそういう演出をすると言われて、たしかにそれは効果的かもしれないと全員がうなずき、このレストランを告白の舞台として使うことになった。

「そうだな。みんなも、ありがとう」

　阿笠が深々と頭を下げて、三人が照れくさそうに顔を見合わせる。

「安心するのはまだ早いですわよ。交際は始まったばかりなんですから」

　と、カレンが微笑みながら金色の髪をかきあげた。

　結衣は早くも酔いが回っているのか、赤い顔で阿笠にびしっと指を向け、

「プロポーズして結婚するまで、油断しちゃだめよ！」

　そして牡丹が、にししとからかうような笑い方をして、

「無事に結婚できても、妊活が待ってますからね。あかねちゃんに弟か妹をつくってあげないと」

　婚活女子たちからイジられて、阿笠は「まいったな」と言いながらも嬉うれしそうだった。

　そんな彼の姿に、縁を結ぶことができて良かったと、縁太郎は心から思う。最初の告白が失敗した時に諦めていたら、こんなふうに笑う阿笠を見ることはできなかったのだ。

「結婚できない人を、結婚させてしまう仲人なこうど……か」

　ふと、阿笠がつぶやいて、縁太郎たちがきょとんとする。

「いや、縁太郎君が、そんなふうに呼ばれているって聞いてさ。実際、そのとおりかもしれないなって」

　しみじみと目を細めて、手を差し出してくる阿笠。

「ありがとう。縁太郎君」

　縁太郎はその手をにぎる。胸に込み上げてくるものを噛かみしめながら、

「お役に立てて、光栄です」

　それは、力強い握手だった。

　料理人の硬い手のひらから、阿あ笠がさの気持ちが伝わってくるようだった。

　二人の男が笑みを交わして、見守る三人も思わず微笑んで。

　その時「きゃあ」と、あかねの悲鳴が聞こえた。

「パパぁ！　まひるがおかしくなっちゃった！」

　見ると、まひるがあかねのことを抱きしめて頬ほお擦ずりをしている。

「もー、あかねちゃんってば、可愛いんだからぁっ」

　まひるの顔が真っ赤になっている。その声は甘ったるくて、テーブルには空になったシャンパンのボトルが転がっている。

「まずいですわ」

　カレンが小皿をテーブルに置いた。

「まひるママが、甘えん坊ママになっちゃってます」

　牡ぼ丹たんが口元に手をやって「あわわ」と声を出す。

「私たちでぇ、止めないと！」

　結ゆ衣いがふらっと歩き出し、カレンと牡丹もそのあとに続く。

「……縁えん太た郎ろう君。いったい何が起こっているんだ？」

　唖あ然ぜんとしている阿笠に、縁太郎は難病の告知をする医者のような面持ちで告げる。

「まひるさんは、甘え上戸なんです」

「甘え……上戸？」

「つまり酒癖が悪いんです。俺たちも行きましょう。結衣たちだけじゃ手に負えない」

「お、おう。分かった」

　縁太郎と阿笠も加勢してまひるをなだめようとするが、まひるはなかなか大人しくならない。膝の上に乗せたあかねを抱きしめて、手を出してくる人たちにキスをしたり頬擦りをしたりと、やりたい放題だ。

　それはフラれて飲んで暴れる時と似てはいたけど、大きな違いが一つだけ。




　彼女の顔にあるのは満面の笑みで──まひるは心から、幸せそうだった。







　エピローグ　変わるとしても




　阿あ笠がさとまひるの縁が結ばれた、その翌日。

　白はく城じよう結婚相談所に、思わぬ来客があった。

　それはちょうど、縁えん太た郎ろうが昼ご飯の準備をしようとしていた時のこと。

　玄関のインターフォンが鳴ったので、縁太郎はもしかすると新規会員かもしれないと期待して、ワイシャツの襟をただしてからドアを開けるのだが。

「こーんにーちは」

　そこにいたのは、黒いスーツを着ている黒くろ峰みねの秘書──逢あい川かわだった。

「白城さんがぜんぜん連絡してくれないから、来ちゃいました」

　にぱっと親しげに笑う逢川に、縁太郎も笑みを向ける。

「おや……今日は機嫌が良さそうですね。何かいいことあったんですか？　それとも、わたしに会えて嬉うれしいとか？」

「その両方ってところかな。いいこともあったし、ちょうどあんたにも会いたかった」

「へぇ……。そうですか、そうですか」

　にこにこしながら家の中に入ろうとする逢川だが、縁太郎はさっと手のひらを向けてその動きを止める。

「あんたから持ち掛けられた、業務提携の件だが──」

「……？」

　きょとんとしている逢川に、縁太郎は晴れ晴れとした顔で、




「断らせてもらう」




「えぇーっ！　いやいやいや。今の流れからして、受ける感じでしょう？　断るって、どうして！」

　ずいっと近づいてくる逢川を、縁太郎はなだめるように両手を挙げて押しとどめ、

「たしかに稼ぎを増やすには、あんたのとこと組むのが正解かもしれない。きっとあんたの言うとおり、儲もうかるようになると思う」

「そうですよ。もちろんそうですよ。実際にウチと組んだ事務所は軒並み売り上げが上がっているんです。稼げる事務所になってます」

「でもな」

　そこで縁太郎は、目つきをあらためる。

　昨夜、まひるに告げたことをそのまま、自分自身に言い聞かせ、

「変化をすればいいってもんじゃ、ねえんだよ。稼ぎを良くするために事務所を変えるのは、ウチのやり方じゃない。白はく城じよう結婚相談所が一番に考えるべきなのは、会員の縁を結ぶこと。その仕事をきっちりやって、その結果──稼ぎがついてくる。そういう変化を、俺は目指したいんだよ」

　縁えん太た郎ろうの右手に、阿あ笠がさと交わした熱い握手の感覚が残っている。

　あかねを抱きしめて嬉うれしそうにしているまひるの笑顔を、はっきりと思い出すことができる。

　それがまさしく、縁太郎が仲人なこうどをやっている理由であって、何よりも優先しなくてはならない仕事の芯だと思うのだ。

「……白城さんって、なんつーか」

　すぐそばまで迫っていた逢あい川かわが、すっと離れて香水の匂いが薄くなる。

「不器用な人、なんですね」

「不器用？」

「だって白城さん、分かってはいるんでしょ？　この話に乗ったほうが会社のためになる。利益が増えて、安心できる。それなのに信念とか、信条とか。そういうもので自分を縛って、身動きを取れないようにして……。世渡りが上手くないというか、処世術がなってないというか」

　理解に苦しむといった様子で、もどかしげに眉を寄せる逢川。

　しかしそれは仕方のないことだと、縁太郎は思う。

「俺は社長だけど……それ以上に仲人なんだ。だからあんたや黒くろ峰みねとは考え方が違う。手を組むことはできない」

　ちょうどその時、近くの小学校でお昼のチャイムが鳴った。エコバッグを手にした近所のおばさんが通りかかって、縁太郎に挨あい拶さつをした。どこからともなく肉が焼ける香ばしい匂いが漂ってきて、夏休みの子供たちが笑い声を上げながら走り抜けていく。

「……そう言われると、そーですね。あなたは社長っぽくないし、ここも会社らしくない」

　お昼の下町に流れる弛し緩かんした空気を吸った逢川が、ため息のような吐息をついた。

「残念ですが、交渉決裂ですね」

　彼女は苦笑し、鉄格子の門に手をかける。

　──が。

　門を開けたところで動きを止めて、振り返って縁太郎へ横目を向けて、

「でもね、白城さん。それでもあなたは、変化を求められますよ」

「……どういうことだ？」

　逢川はクスッと笑って、預言者のような口調で語り始める。

「〝業界〟というものは、たとえるなら湖のようなものなんです。そして会社は、そこに浮かんでいる船です。大きな船もあれば、小さな船もある。しかし船の大小にかかわらず、その湖に起こる出来事の影響を受けてしまう。黒峰マリッジプランナーがやろうとしていることは、婚活業界に大きな波紋をもたらします。この業界にいる限り、その波から逃れることはできません」

　それを聞いて縁えん太た郎ろうは、誠まことの言葉を思い出す。

　──この話に乗らないと、業界の動きに乗り遅れるんじゃないかって。

　誠はそう言って、黒くろ峰みねの誘いを受けると言っていた。

「白はく城じようさんがどこまでやれるか──」

　鉄格子の門を閉めた逢あい川かわが、ふわりと微笑んで。




「お手並み拝見といきましょう」




　ショートカットの髪をなびかせて、白城結婚相談所から立ち去った。

　ゆっくりと遠ざかるその後ろ姿を──縁太郎は、黙って見つめていた。




　居間に戻った縁太郎は、スマホへ手を伸ばす。誠に電話をかけるつもりだったが、ラインメッセージの通知が目に入る。




百もも瀬せ：折り入ってご相談したいことがあるのですが、これからお邪魔してもよろしいでしょうか？




　＊　＊　＊




　メッセージに返信をしてから、一時間後。

　白城結婚相談所の玄関に、牡ぼ丹たんの担当編集者──百瀬がやって来た。

「突然すみません、白城さん」

「百瀬さん。それに……」

　縁太郎はドアノブをつかんだまま、固まってしまう。縁太郎はてっきり、百瀬一人で来るものだと思っていたのだが。

「いつぞやは世話になったな、白城君」

　百瀬のとなりに、編集長──神かみ代しろ静しず華かの姿があった。

　スーツ姿で鋭い目つきをしている彼女とは、牡丹の婚活を巡って衝突をしたことがある。牡丹の漫画の連載を終わらせるかどうかで揉もめて、口論になった。

　その件は丸く収めることができたが、喧けん嘩か腰のやり取りをしてしまった相手なのである。縁太郎は少し気まずくて、どんな調子で話しかけるべきなのか迷う。

「そう構えないでくれ。喧嘩をしにきたわけじゃない」

　神かみ代しろが目で合図をして、百もも瀬せが縁えん太た郎ろうに手土産を差し出してきた。

　縁太郎は「あ、ありがとうございます」と、戸惑いながらも菓子折りを受け取り、

「もしかして、牡ぼ丹たんが何かやっちまったんですか？」

　すると神代は、含みのある笑みを浮かべる。

「牡丹に罪はないんだが、しかし牡丹が悪いんだ」

　要領を得ない物言いに、首をかしげる縁太郎。

「白はく城じようさん、怪盗エロゲ男爵先生のことはご存じなんですよね？」

　百瀬に聞かれて、縁太郎はうなずいた。

「その男爵先生がですね、スランプに陥ってしまって、漫画が描けなくなっているんです」

「そうなん……ですか？」

　そんな男爵の姿を、縁太郎は想像することができない。

　喫茶店で初めて会った時、彼は楽しそうにまひるの似顔絵を描いていた。一緒に旅行に行った時にも、砂浜で水着の女性を描いていた。絵を描くことがすごく好きそうだったのに。

「恋こい煩わずらいというヤツだ」

　神代がため息をついた。

「アイツはとある女性に好意を持っていて、その気持ちが抑えきれなくなってしまったみたいでな……。まあ、誰を好きになろうと、それは構わないんだが、そのせいで漫画を描けなくなってしまうのは困る。アイツはウチの看板だ。何としても漫画を描いてもらわなくてはならない」

　神代に続いて、百瀬も眉を寄せながら、

「しかもタイミングが悪いことに、書きおろしの単行本を出すと告知した直後のことなんです。大々的に宣伝しちゃってるんです。もし、男爵先生が単行本を落とすようなことになったら、ウチみたいな小さい出版社は大損害です。最悪、潰れてしまう可能性だって……」

「そ、そんなに！」

　思わず大きな声を出してしまった縁太郎に、神代が近づいてくる。

「そこで白城君。君を腕の立つ仲人なこうどと見込んで、頼みたいことがある」

　縁太郎の肩をつかんだ神代が、切羽詰まった顔で、こう言った。




「男爵と牡丹の縁を、結んでくれないか？」




（了）








　あとがき




　このたびは〝結婚が前提のラブコメ四巻〟をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。著者の栗くりノの原はら草そう介すけです。

　突然ですが、皆様は〝ブーメラン〟という言葉をご存知でしょうか？　

　おそらくパッと思いつくのは、投げて戻ってくるブーメランだと思います。名詞としてのブーメランですね。僕は実際に目にしたことはないのですが、達人が扱うそれは、どんなに遠くへ投げても自分のところに返ってくるらしいです。

　そしてこの〝自分のところに返ってくる〟という特徴が、ブーメランという言葉にもう一つのバリエーションを与えています。

「お前それ、ブーメランだよ」

　こんな台詞せりふを、インターネット界隈で目にしたことはないでしょうか？

　そう、形容詞としてのブーメランです。

　ざっくり説明しますと、自分の発言が自分自身を攻撃しているような状態。他者に投げたはずの主張が、ブーメランのように自分のところへ返ってきて、しかも突き刺さっているような悲しいシチュエーションにおいて使われます。

　それで、ですね……。

　結婚が前提のラブコメ四巻のテーマが〝変化〟なんですよ。変化について考えて、いかに変化が必要であるかを書いているわけですが。

　僕は二巻のあとがきで、こんなことを言っています。

　自分は変化を嫌う人間で、同じことを平気で繰り返してしまう。独身にも飽きる気配がまるでない。




　……刺さっている。

　特大のブーメランが、作者にッ！




　作品と作者は違うので、ときおりこういった現象が起こるのですが、今回は特に顕著でした。どの口が変化を語るのかと、変化について書くたびに、ブーメランが飛んできます。もしもそのブーメランを見ることができたら、僕は全身にブーメランが刺さって、ウニみたいになっていたでしょう。

　まあ、それを言ったらそもそも、独身でありながら〝結婚が前提〟のラブコメを書いている時点で、超巨大ブーメランが…………ぐはぁっ！（被弾）

　これ以上ブーメランの話をすると、僕のメンタルがブレイクしてしまいそうなので、謝辞に移らせていただきます。

　担当編集、岩いわ浅あさ様。

『今回は長いよ……』という恐怖の一言から始まった初稿打ち合わせによって、作品のレベルを格段に引き上げていただきました。ありがとうございます！　いつもながら改稿前後の劇的な変化に、舌を巻くことしかできません。次巻もよろしくお願いしますっ！

　イラスト担当、吉よし田だばな先生。

　今回も素敵なイラストの数々を、ありがとうございます！　いつもながらキャラクターの息づかいというか、躍動感というか、感情がすごく伝わってくるイラストで、作者はただただ見惚れてしまっております。ただのファンです。次巻のイラストも楽しみですっ！




　そして、大発表！

　結婚が前提のラブコメ。コミカライズをしていただけることが、決定しましたっ！




　いやー、驚きました。まさかのコミカライズです。僕はすぐには信じられなくて、担当編集氏からいただいたコミカライズのメールを見つめて、しばし呆然としてしまいました。

　執筆してくださるのは、大おお竹たけ利とし朋とも先生。

　これがまた、普通に作品を楽しませていただいている先生で、顔合わせのご挨あい拶さつをさせていただいた時には「漫画、読んでます。大好きです！」と、ファンのテンションになってしまいました。今になって思い返すと、少し恥ずかしいですね。もういい大人なんだから、落ち着かないと。そんなことだから結婚が（以下略）

　掲載はＷＥＢ雑誌の『やわらかスピリッツ』様にて、連載開始は今年の夏頃を予定しています。原作ともども、よろしくお願いいたします！




　……さて、少し紙面が余ってしまったので、どうでもいい小話を一つ。

　僕は最近、もうほとんど病気なんじゃないかってくらいに、父性が高まってしまったことがありました。独身で、子供がいないのにも関わらず、何かを庇護したくて仕方がない。このやり場のない感情を、一体どこへ向ければいいのか？　分からずに苦しむ日々が続きます。

　──そうだ、猫を飼おう。

　先輩作家の川かわ岸ぎし殴おう魚ぎよ先生が、保護猫をお迎えしたとツイートしていたことを思い出し、僕はそこに光明を見出します。さっそく地元の保護猫団体のサイトにアクセスし、めくるめくにゃんぱすライフに想いを馳せつつ、里親の条件をチェックしていきます。

〝原則として独身で独居の方には、猫をお譲りできません〟

　猫のほうからお断りされました……。かくも世界は独身に厳しいなあと思いつつ、猫が出てくるＳＳ（メロンブックス様　第七回ノベル祭　特典ブックレット）を執筆し、行き場のない猫欲を解消しました。……な、泣いてなんか、ないんだからねっ！





栗ノ原草介

Sousuke Kurinohara




春がきたけど、春がこない！　ライトノベル作家（独身）です。あー、結婚がしたいっ！
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